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ウチの彼女が中二で困ってます。１

















日の原裕光
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。























口絵・本文イラスト　有子瑶一
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　プロローグ




　田んぼの真ん中を単線列車がゆっくりと走る。俺の新たな生活を祝福しているかのように澄すみ切った空。初夏の日差しと窓からの涼すずやかな風が眠ねむ気けを誘さそう。

　──見るのはいつもの夢だった。

　一学年二十人程度、各学年一クラスしかないような海辺の田舎いなか町だった俺の故郷では、小学二年生になると近くの無人島でキャンプ学習がある。

　抜ぬけるような青空の下もと、海に向かって一列に並び、手を繋つなぐ二十人ほどの子供達。

　学年全員が手を繋ぎ、海に向かって今年の目標を叫さけぶという恥はずかしいイベントだ。

　列の端はじっこ、小学二年生の俺の隣となりで少し恥ずかしそうに笑う女の子の顔は、ぼやけてよく見えない。

　都会から引っ越こしてきた垢あか抜ぬけたこの女の子は、悪く言えば排はい他た的な田舎の学校になかなかなじめなかった。当時、都会に異常なまでの憧あこがれをもっていた俺だけは、その女の子にやたらとちょっかいを出していた。今思い出すと、とてもうざい奴やつだっただろう。

　そんな彼女も徐じよ々じよにではあるが、クラスメイトとまともな会話をするようになっていた。

　引っ越してきたばかりの頃ころの彼女だったら、このイベントには絶対に参加しなかったはずだ。

　しかし今は、クラスメイトとの間に俺を挟はさみ、端っこながらも、列に混じっている。

「あたしね、みんなと手をつないでいたら、すっごいことができそうな気がするの」

　みんながいる場所ではまだ素す直なおに感情を出せない彼女だが、俺にだけ聞こえるように言った今のセリフには、小学生らしい純じゆん朴ぼくさが見え隠かくれしていた。

　子供の俺は無む邪じや気きに問いかける。

「すごいことって？」

　俺がそっと空いてる手を差し出すと、女の子はその手をきゅっと握にぎってきた。

「見ててね？」

　女の子は近くの小島を指さした。それに気付いた子供達も、つられてそちらを見る。

　次の瞬しゆん間かん、小島に眩まばゆい光の柱が降り注いだ。

　強きよう烈れつな光に焼かれた目を無理矢理開ける。

　光の柱は小島をまるごと覆おおい尽つくしていた。その頂上はどこまで続いているのか……。

　光の柱が消えると、辺りは蒸発した海水で濃こい霧きりに包まれた。

　全身を激しい疲ひ労ろうが襲おそい、俺を含ふくめた子供達はみな膝ひざをついている。

　やがてゆっくりと霧が晴れていく。

　息ができなくなるほど全力疾しつ走そうしたあとのような虚きよ脱だつ感の中、顔だけを上げてみると、小島があった場所には、代わりに巨きよ大だいなクレーターができていた。

「え……あたし……こんなつもりじゃ……」

　呆ぼう然ぜんとへたりこんでいる女の子は、怯おびえた瞳ひとみを俺に向けた。

　地面をさぐるようにそうっとそうっと、震ふるえる手を伸のばしてくる。

「ひ──っ」

　しかし俺は、小さく悲鳴を上げるだけで、その手を取ることはなかった。







「うぶっ!?」

　俺を悪夢から現実に引き戻もどしたのは、車窓から顔面に飛び込んできたパンツだった。

　なぜパンツが……？　しかも水色と白のストライプとは、なかなか通つうだ。

　おちつけ、クールキャラの俺がこんなことで取り乱すわけにはいかない。

　こういう不測の事態は先人に倣ならうのだ。

　ここはクールに……クールに……ニオイをかぐ！

　スー…………ハー………………。

　ふむ。新品だ。

「何してんのよ、この変態！」

「ぶべえっ！」

　パンツの次は、窓から足が飛んできた。容よう赦しやのない一いち撃げきに、俺はボックス席のシートでのたうちまわる。

「今日の戦利品の中ではお気に入りだったのに……もう穿はけないじゃない。どうしてくれんのよ！」

　俺に蹴けりをくれたのは、高く結ゆい上げたポニーテールが特とく徴ちようの美少女だった。年は俺と同じくらいだろうか。それにしても、なんで走行中の列車の窓から美少女が飛び込んでくるんだ？

　ここはひとつ、ガツンと言ってやらねばなるまい。

「俺だって困ったんだよ。いきなり目の前にパンツが飛んできたら混乱するだろ。ニオイをかぐだろ！」
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「たしかにパンツのニオイをかぐのは定番行動だけど……」

　納なつ得とくしやがった!?

「これは一体どういう状じよう況きようなんだよ」

「そんなこともわからないの？　電車の上に乗って戦利品のパンツを眺ながめてたら一枚飛ばされちゃって、慌あわてて追いかけたに決まってるじゃない」

「わかるわけないだろそんなの！」

　なんでドヤ顔なんだよ！

「冒ぼう険けんの戦果をすぐにでも確かく認にんしたくなるのは、人として当然でしょう？」

　気持ちはわからんでもないが、パンツが戦果となる冒険とは一体……。はっ！　そうか！

「つまり、キミは下着ドロだと」

「どういう発想をしたらそうなるのよ！」

「冒険と戦果、そしてパンツから導きだされた答えだ」

「はぁ……変態の思考にはついていけないわ。ちゃんとお金を出して買ってきたのよ！」

　俺がクールに導き出した答えを変態扱あつかいとは、わからん美少女である。

「買い物が冒険？」

「う、うるさいわね。あたしにとっては、街に出て買い物するのは冒険なのよ。支給されるもの以外を身につけられるのなんて久しぶりでちょっと興奮しちゃっただけでしょ！」

　引き籠こもりか何かなのだろうか。ここは触ふれないのが優やさしさというものだろう。

「じゃあ何で電車の上に乗るってことになるんだよ」

「……なんか失礼なこと考えたわね？　まあいいわ。走る電車の上であぐらをかく美少女って絵になるじゃない」

「……それだけ？」

「そうよ」

「危ないからもうそんなことしちゃだめだぞ」

　どうやら頭のかわいそうな娘むすめらしかった。

「なんで哀あわれみの目で見るのよ！　もういいわ。この電車に乗ってるってことは学園の関係者なんでしょうから、また会うこともあるかもね」

　少女は窓から身軽な動作で電車の上へと戻っていった。

「おい、パンツ……」

　慌てて引き留めようとしたが、少女の姿は既すでに見えなくなっていた。

　まあいいか。彼女も学園の生徒みたいだし、今度会ったら返そう。








　第一章　素数など数えなくとも俺はクールだ




「変わり者ばっかりの学園だけど大だい丈じよう夫ぶよね。ここに転校して来るということは、あなたも『アレ』なのでしょう？」

　廊ろう下かで俺の隣となりを歩くのは、化け粧しようっ気けのない若い女教師だ。とびきりの美人なのだが、目の下に堂々と鎮ちん座ざしたクマがその美び貌ぼうを台なしにしている。

　初対面の生徒をいきなり『アレ』呼ばわりは無いだろうよ。

「わかってると思うけど、この昇しよう竜りゆう門もん学がく園えんは中ちゆう二に病びよう患かん者じやの終着点よ。ここをドロップアウトしたら、世間のつまはじき者である中二病患者に行く場所はないわ。その代わり、ここにいるのは能力者ばかりだから差別はうけない。優ゆう秀しゆうであれば飛び級だってできる。うちのクラスにも一人いるしね。ま、あなたもせいぜいがんばってちょうだい」

　そう言うと、女教師は教室のドアを開けた。

　俺はこれから三年弱通うこの昇竜門学園における初めての担任に不安を覚えつつ、新たなクラスメイトの待つ教室へと足を踏ふみ入れた。

　ラッキーなことに美人が多い。内心のわくわくが思わず顔ににちゃりと出そうになり、あわてて表情をひきしめる。

　今度こそクールでモテモテのキャラになる野望を達成するのだ。




　……さて、突とつ然ぜんだが制服の話をしよう。

　制服と聞いて何を思い浮うかべるかは人それぞれだろうが、今回は女子高生の制服に絞しぼりたいと思う。

　この学園はスタンダードなセーラーながらも、白いラインやプリーツの幅はばなど、実にバランスのとれたよいデザインだ。

　だというのに！　このクラスはいったいどうしたことだろうか。

　女子生徒の半分以上が制服を身につけていないのだ。

　巨きよ乳にゆうの美少女が、まだ春先なのにミニのサマードレスを着ているのはいい。一番前の席なので、組んだ脚あしの付け根が見えてエロエロなので許す。

　だがどう見ても十歳に満たない幼女がフリル全開のゴスロリ服なのはどういうことか。いや、ゴスロリは好物ですよ？　でもこれじゃあ、学校では制服、帰ったらゴスロリというギャップが楽しめないじゃないか！

　まだ幼女だからわからないのかもしれないが、ちょうきょ……躾しつけと教育が必要だ。

　幼女の背後には、一人の男子生徒が座っている。目を引くのは彼が背中にさしている剣けんだった。ソレは剣というにはあまりにも大きすぎた。大きく、ぶ厚く、そして大おお雑ざつ把ぱすぎた。それはまさに、銀紙を貼はったでかい段ボールだった。

「山やま田だ君、段ボールを学校に持ってくるのは許可しましたが、教室の後ろに置いておくという約束でしょう！」

　担任がヒステリックに注意をする。

「段ボールではありません！　これは斬ざん魔ま剣けん弐に式しきという由ゆい緒しよ正ただしき妖よう刀とうで、魔を滅めつする代わりに人の魂たましいを食くらうという──」

「燃やしますよ」

「ごめんなさい」

　山田君とやらは、段ボール剣を教室の後ろへと立てかけた。くたりと曲がった剣が哀あい愁しゆうを誘さそう。

　その他ほかにも、座席の間でひたすら腹筋をする生徒、机の上でなにやら怪あやしげな呪じゆ術じゆつを行う生徒、あぐらをかいて瞑めい想そうをする生徒など様々だ。その中に一人、獲え物ものを狙ねらう野や獣じゆうのような目で俺を見ている美少女がいる。あれって、電車で会った娘こだよな。彼女にだけは関かかわってはならないと、俺の危機察知センサーが叫さけんでいる。

　ちょっとクラスを見回しただけでもわかる。この学園は聞きしに勝まさる変人揃ぞろいだ。だがここで醜みにくく取り乱すわけにはいかない。

　担任がざっと俺の経歴を話し、いよいよやってきました自じ己こ紹しよう介かいターン。

　よっしゃ、クールにキメるぜ。

　俺はチョークのカケラを飛ばしながら力強く黒板に名前を殴なぐり書きすると、くるりと華か麗れいにターン。ターンの際は頭を固定して体だけをクイック！　そして──

「不知火しらぬい慧けいだ。よろしくな」

『キラッ☆』という効果音が鳴りそうな笑え顔がおをみんなに向けて名前を言った。

　クラスが一いつ瞬しゆん静まりかえると、ざわつき始めた。

　なんだなんだ。そんなに俺の自己紹介が良かったのだろうか。

「不知火……だと？」「不知火……」「不知火ですって？」

　クラスメイト達は、口々に俺の名字をつぶやいている。

　突然濃こゆい顔の男子生徒が立ち上がって親指を立てた。

「ベタだけど、素す晴ばらしい真ま名なだな！　俺は銅どう山ざん鉄てつ平ぺい！　よろしくな！　鉄平でいいぜ」

　真名とは、魂の名前だとか、魔界での名前だとか、前世の名前だとか……とにかく、そういう妄もう想そうを好きな連中が好んで使う設定だ。

「いや、本名だけどな。それより鉄平君だったか。なんで女子の制服を着てるんだ？」

「本名……だと？　それはつまり、現世での偽いつわりの名が『不知火』なんていうカッコイイ名だと言うことか？」

「偽りじゃなくて本名だっつってるだろ。それより制服──」

「女子高生の制服が好きだからに決まってるだろ！　言わせるな恥はずかしい」

「ほんとに恥ずかしいな！」

　くそう。うっかり突つっ込んでしまった。今度こそクールでニヒルなナイスガイキャラでいこうと思ったのに、このままでは台無しだ。

　担任は俺に座席の場所を教えると、さっさと教室を出て行ってしまった。

　俺が席に座ると、クラスメイトが取り囲んできた。それぞれ私服とも呼べないような好き勝手な格好をしているせいで、いまいち学校という感じがしない。

　最初に話しかけてきたのは、巨乳サマードレスだ。

「ねえあなた、彼女とかいるの？」

　いきなりプライベートな質問だなあ。もしかしてこいつ、俺に気があるんじゃなかろうか。ならばここはばっちりクールに決めるべきだ。

　ミステリアスな男。うむ、これでいこう。

「ふっ、どっちだと思う？」

　ニヒルに決まった！

「ふうん、やっぱりね。学園外のコイバナを期待してみたけど、こりゃだめそうね。はーい次の人どうぞー」

　あれっ!?　決めつけは良くないぞっ!?

　一瞬で俺に興味をなくした巨乳は、さっさと席へと戻もどっていった。

「おにーちゃーん。あたしベルぶへっ」

　人ひと垣がきに突とつ撃げきしてきたゴスロリ縦ロールの幼女が何もないところで盛せい大だいにすっころんだ。

　顔面からイッター！。

　俺は思わず駆かけ寄り、抱だき起こす。

「てへ、ころんじゃった」

　幼女は口元に手をやってぶりっ子全開の笑顔で舌をぺろりと出した。その額から、一筋の血が流れる。

「おいおい、怪け我がしてるじゃないか」

「ふにゃあ。お化粧が流れちゃう」

　よく見ると、幼女はうっすらメイクをしている。言われなければわからない程度だが、幼女らしさを活いかしたプロ級のメイクであることは、素人しろうとの俺にもわかる。

「メイクなんかより傷の手当てをしないと」

「血も滴したたるいい女！」

　俺の言葉などおかまいなしに、幼女はしなを作り、上うわ目め遣づかいで俺を見つめ、しきりに瞬まばたきしている。

　ちょっとあざとい気もするけどかわいいなあ！　このままお姫ひめ様さま抱っこをして保健室に連れていきたいくらいだ。

「あのね、あたしはベルヴァーナ。ベルって呼んでね。ベルなら一人で保健室に行けるから大丈夫だよ。パパがイタリア人なの。だから金きん髪ぱつなんだよ。これ、設定じゃなくて、ほんとのことね」

「えらいな。がんばれよ」

「うんっ！　一人で大丈夫だよ！　一人で大丈夫だからね！」

　ベルはちらっ、ちらっとこちらを見ながら教室を出ていった。なんだかんだで元気そうだ。あの調子なら大丈夫だろう。

　その後もクラスメイトの質しつ問もん攻ぜめにあった。俺を取り巻く生徒達の隙すき間まから、少し離はなれた席に一人で座る女子が目に入った。あいつ……電車で出会ったパンツ少女だ。ポニーテールに結ゆいあげてなお、腰こしに届く艶つややかな黒くろ髪かみと、日に当たったことがないのではというほど白く透すき通った肌はだが目を引く「絶世の」と言ってもいい美少女だ。彼女は遠巻きにじっと俺を観察している。

　関わり合いになりたくないが、見た目はぶっちゃけ、超ちよう絶ぜつ好みである。

「あの娘こは？」

　俺は近くにいた鉄平に聞いた。

「ん？　ああ……ヤッカイさんか」

「あんなにかわいいのに、厄やつ介かいなのか？」

「かわいい娘はみんな天使だ、制服を着せたい。という意見には同意するが、見た目に騙だまされない方がいいぞ」

「そこまで制服を偏へん愛あいはしてねえよ！」

　鉄平に言われなくとも、ちょっとおかしな娘であることは、昨日の一件で十分わかる。

「夜や会かい陽ひ成な美み。通つう称しようヤッカイさん。この学園である意味最も有名な生徒の一人さ」

「個性的なキャラが揃そろうこの学園で有名だなんて、何をやらかしたんだ？」

　鉄平は俺の質問に、嬉き々きとして答える。

「この学園には最強の戦せん闘とう力りよくを誇ほこる『委員長』がいてな。入学早々、その委員長に食ってかかったのさ。結果はぼっこぼこの返り討うち」

「ぼこぼこって……女の子だぞ？」

「お前も委員長に会ってみればわかるさ。アイツならヤル。ちょっとしたルール違い反はんにもものすごく厳しいヤツだからな。んで、そんな委員長に逆らい続ける夜会のとばっちりをうけないよう、みんなヤッカイさんと呼んで避さけてるってわけだ」

　見た目はかわいいが、激しい奴やつなんだな。俺もあまり近づかないようにしよう。

　陽成美の力強い瞳ひとみを見つめていると、吸い込まれそうな錯さつ覚かくに陥おちいる。

　陽成美は口の端はしを僅わずかに持ち上げると、こちらへ向かって悠ゆう然ぜんと歩いてきた。

　それに気付いたクラスメイト達は、一いつ斉せいに道を開ける。

「やっぱりまた会ったわね。自己紹介が不要なようで助かるわ」

　陽成美はにっこり笑うと、俺にコピー用紙にモノクロ印刷された一枚のビラを突きつけた。

「中ちゆう二に病びようを楽たのしむ会かい……通称、Ｔ２Ｔテイー・ツー・テイー？」

「そう！　この学園に来るということは、不知火クンも『中ちゆう枢すう神しん経けい第だい二に覚かく醒せい症しよう候こう群ぐん』なのでしょう？」

「まあな……」

　中枢神経第二覚醒症候群。通称・中二病。いつの頃ころからか思春期の少年少女に発現するようになったもので、特とく殊しゆな能力を使えるようになる現象の総称だ。といっても、スーパーヒーローになれるわけではなく、能力に目覚めることへのデメリットも大きいため、中二病患かん者じや達はそれぞれに苦労している。

　それは俺たちを『能力者』ではなく『中二病患者』と称することからもわかるだろう。中二病患者は世間から疎うとまれることが多い。それは、患者の殆ほとんどが変わり者ばかりだということにも起因しているかもしれない。中学二年生がとってしまうような恥ずかしい行動を取る人がかかりやすいことから、この略称が定着したという側面もある。

　俺は変わり者なんかじゃないはずなんだがな。なんで能力なんぞに目覚めたかな……。

「ところで、中二病を楽しむ会って言うなら、略称はＣ２Ｔじゃないか？」

「………………っ！」

　陽成美は少し考えるそぶりを見せると、目をカッと大きく見開き、そしてすぐに赤くなった。

「い、いいのよ！　キーボードで入力するときは、ＴＹＵＮＩで中二って出るでしょ！　それに、Ｔ２Ｔの方が語ご呂ろがいいじゃない！　文句アルの!?」

「いや、ないけどさ……」

　俺には関係ないし。

「じゃあ細かいことは気にしない！　それより、この学園は中二病患者ばかりを集めているとはいえ、やはり困ったこともおこるはずよ。そんなときはこの『Ｔ２Ｔ』に相談するといいわ！」

「あれ？　たしか中二病患者を集めた学校には、『中ちゆう二に病びよう対たい策さく委い員いん会かい』が常設されてるはずだよな？」

　能力に目覚めてすぐの転校だったため、あまり予備知識はないが、それくらいは世間の常識だ。

「む……」

　委員会の名前を聞いて、陽成美の表情が明らかに曇くもった。

　その時、始業のチャイムが鳴ると同時に、教室へ二人の生徒が入ってきた。

「邪じや魔まするぞ」

　一人は制服を規定通りに着た、縁ふち無なしメガネの少女だ。ショートボブをサラサラと揺ゆらし、無表情で佇たたずんでいる。

　そして問題なのがもう一人。威い風ふう堂どう々どうという言葉がピッタリの、いかつい男子生徒だった。こちらも制服を規定通りに隙すきなく着こなし、眉み間けんに皺しわをよせ、厳しい目つきでクラスを睥へい睨げいしている。制服の上からでもわかる鍛きたえられた体たい躯く、といっても、ボディビルダーのようなマッチョではなく、実じつ践せん向きの引き締しまった体だ。

　男は教きよう壇だんに立ち、俺を見つけると品定めするような視線で射ぬいてきた。

　むちゃくちゃこええ！　ただ教室に入ってきただけだというのに、教室が静まり返ったことからも、その威い圧あつ感がわかるだろう。

「キミが転校生の不知火君だね。僕は中二病対策委員長の出雲いずも真さね臣おみだ」

　真臣は眉間に皺をよせたまま、教室中に声を響ひびかせた。

　ちゃんとこの学校にも中二病対策委員会があるじゃないか。というか、こいつが鉄平の言ってた『委員長』だな！　学園最強ってのも嘘うそじゃなさそうな雰ふん囲い気きだ。

　……じゃあヤッカイさんは、Ｔ２Ｔなんか作って何がしたいんだろう。

　当の陽成美は、親の敵かたきを見るような目で真臣を睨にらんでいる。

「委員長の役割としてこの学校のルールを説明しよう」

　真臣はそんなヤッカイさんなど存在しないかのように続ける。

　何この人、ほんと怖こわい！　発言は普ふ通つうなのだ。むしろ、転校生のためにわざわざ教室へ来てくれるのだから親切と言ってもいいはずなのに……なんて威圧感だよ。

　こういうときこそクールさが試ためされるのだ。

　俺は椅い子すに座って脚あしを組み、制服の内ポケットからパイプを取り出すと、ゆっくりと咥くわえた。もちろん火はつけない。未成年だからな。

　うむ。パイプを咥える男ってのは実にクールだな。実に便利なアイテムだ。

　それを見た真臣は、黙だまって近づいてきた。その右足が一いつ瞬しゆんブレたかと思うと、パイプの先が吹ふき飛び、壁かべに突つき刺ささった。

　え？　なに？　蹴けられたの？

　俺はさきっぽの無くなったパイプが震ふるえる歯でカチカチ鳴るのを必死に抑おさえる。

「パイプは校則違反だ」

　直接戦闘向きの能力者もいると聞いていたが、真臣もそうなのだろうか。

　だがここで大人しく引き下がっては、クールさのかけらもない。

「そんな校則がどこに載のってるってんだ？」

　言ってやった！　俺は言ってやったぞ！　真臣がどんな権限をもっているか知らないが、これには反論できないだろう。

　くくくっ、これで俺もクラスで一目置かれる存在になるに違ちがいない。

　そう思ってクラスを見回すと、みんなが「あーあ、やっちゃったよコイツ」という顔をしている。

　なんか期待と違う！

「転校初日だからしかたないな。教えておいてやる。俺が、校則だ」

「はははっ。なんてチンプなセリフだよ……」

　どこのロボットマイスターだ！　と思ったが、真臣のセリフを笑うものは誰だれもいなかった。

「貴様ら中二病患者は僕に従っていればいいんだ」

　真臣は指ぬきグローブをはめた手で壁に刺さったパイプの先を引き抜ぬくと、さして力をこめた風でもなく握にぎりつぶした。

　すると、硬こう質しつな石でできたそれは、手の中から砂となって床ゆかへとこぼれ落ちた。

　なんつー力だよ。俺がやっても変形させることすらできやしない硬かたさだぞ。

「これで二割の力といったところだ」

　コイツの目……俺が中二病に罹り患かんした時に向けられた世間の目と同じだ。

　自分だって中二病患者のくせに！

「ヤッカイさんをボコったときはもっとすごかったんだぜ……そこらじゅうにぐちゃぐちゃになった備品が散乱してな……思い出しただけでも震えがくるぜ」

　鉄平が身震いしつつ、俺に耳打ちをした。そんなとき、

「ちょっとお兄ちゃん！　なんで追いかけてきてくれないのっ!?」

　張り詰つめた空気を打ち破ったのは、教室に戻もどってきたベルだった。

　額には乾かわいた血がべっとりとついている。重い空気などものともせず、トテトテとかけよってくるベルの手にもたれたビンに書いてあるのは……

「血ち糊のり？」

「ち、ちがうの！」

　ベルは慌あわててビンを後ろ手に隠かくした。

　心配をしてほしくて、怪け我がしたフリをしたのか。あざとくかわいいなあ。

　俺がベルを見てほんわかしているところへ、真臣が割って入ってきた。

「邪魔をするな。僕が話しているんだ。そんなこともわからないのか」

　真臣は静かにそう言って、ベルを突き飛ばした。

「きゃっ！」

　ベルは尻しり餅もちをついた。

　かわいい幼女が転んだというのに、このクラスの連中は誰も助けようとしない。それどころか、『そんな奴は放ほうっておけ』という目で見ている。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

　俺は転んだベルに手を差し出した。

　幼女は守備範はん囲い外だが、クールな俺としては助けないわけにはいかない。

「ありがとう、地味なお兄ちゃん」

　クールでニヒルなナイスガイに向かって地味て！

　ベルは真臣にあかんべーをすると、手近な女生徒の後ろに隠れた。女生徒は迷めい惑わくそうな顔でベルから離はなれる。もしかして、ベルって嫌きらわれてるのか？

「こんな小さい娘こに何するんだよ」

「僕の話を邪魔するからだ。不知火君、キミの能力は……」

　真臣が右手の平を上に向けると、メガネの少女がすかさず開いたファイルを手て渡わたした。

「ふむ、なるほどね。その能力、悪用はするなよ」

　真臣はこちらの話などまったく聞かず、淡たん々たんと続けた。

「相変わらずね、委員長」

　そこへ割りこんできたのは陽成美だ。

「ふんっ、ヤッカイな奴が騒さわぐ前にここは退散しておくよ。必要なことは伝えたからね」

　真臣はめんどくさそうに肩かたをすくめた。

「ああら、委員長ともあろうお方が逃にげるのかしら」

「安い挑ちよう発はつは程度が知れるぞ。僕にはキミの言葉を聞かねばならない理由などどこにもないのだよ」

「せめてベルちゃんに謝っていきなさいよ！」

「僕は必要だと判断したとき以外は謝らないことにしている。ふんっ。とにかく、不知火君は妙みような団体にたぶらかされないようにな。そこの女に関かかわるな。これも校則の一つだ」

　陽成美に一いち瞥べつをくれると、鼻をならし、教室から出ていった。

　真臣がいなくなると、教室の雰囲気は幾いく分ぶんやわらいだ。

「さすがヤッカイさんだな。学内最強の戦せん闘とう力りよくを持つ委員長にあそこまで逆らうとはな……」

　呟つぶやいたのは鉄平だ。

　そこへ、陽成美が不ふ機き嫌げんそうに俺に向かって言った。

「ねえあなた。昼休みに話があるから屋上に来てちょうだい」

　なんだ？　俺なんかしたか？

　一瞬ビクリとしてしまったが、ここはクールに返そう。せっかくの美少女からのお誘さそいだからな。

「いいぜ。ちょうどよかったよ。パンツも返したいしな」

「バ……バカ！　こんなところで何言ってんのよ、この変態！」




　そんなこんなで昼休み。パンツの一件が効いたのか、転校生への質しつ問もん攻ぜめはすっかり鳴りをひそめていた。

　その代わり、教室の隅すみからはひそひそと話し声が聞こえてくる。

「ヤッカイさんの関係者だそうよ。しかもパンツを貸し借りする間あいだ柄がらですって」「一見普通そうな顔して……」「こりゃあんまり関わらない方がよさそうだな」「うちの学園は転校生なんてめずらしくないしね、次に期待しましょう」

　そんな陰かげ口ぐちを背に、俺は一人屋上へと向かった。

　うぅ……新しい学園生活失敗の予感がひしひしとするぜ。

　だいたい、パンツの貸し借りってなんだよ！　俺はそんな変態じゃねえよ！




「テント……だよな？」

　屋上の中心にはおよそ不ふ釣つり合あいな、ピンクのテントが鎮ちん座ざしていた。中で立っても頭が支つかえることがなく、しかも十人は余よ裕ゆうで入れそうな大きなものだ。

　テントの入り口には『Ｔ２Ｔ本部』と書かれたプレートがかかっている。

「テントじゃないわ。秘密基地よ！　今ちょっといいところだから、入って待ってて」

　中から陽成美の声と、ガチャガチャと何やらせわしない音が聞こえてくる。

「秘密基地って……小学生の男子かよ……」

　俺は陽成美の声に従い、テントのファスナーを開け、中へと入った。

「こりゃすげえな……」

　テントの中には、照明のみならず、電気ポットに冷蔵庫、果ては大型テレビとゲーム機が複数台設置されている。全すべての家電製品は通電されており、ちゃんと稼か働どうしている。そういえば、外からこのテントを見た際、ケーブルが何本か校舎から伸のびていた。

　普通に生活できそうな快適空間だ。

　家主（？）である陽成美はというと、サンドイッチ片手に、格かく闘とうゲームの真っ最中だった。

「なかなか歯ごたえのある相手がいないわねえ。『蟻あり地じ獄ごくのエレーナ』も最近ネットにこないし」

　対戦終しゆう了りよう画面に表示された戦績には、五千勝二十敗と書かれている。どんだけ強いんだよコイツは。

「おーい、パンツを返しにきたぞ」

　俺が話しかけると、陽成美は鬼おにのような形相でぎろりとこちらを見て、

「いきなりセクハラとは良い度胸ね！　粗そ茶ちやよ！　飲め！」

　ドンッ！　と陽成美は緑茶をちゃぶ台に置いた。

　拒きよ否ひするわけにもいかず、おそるおそる一口飲んでみた。

　苦すぎる。ほんとに粗茶だ。ぬるいし。

　陽成美はお茶を飲む俺をじっと観察している。俺は陽成美へ率そつ直ちよくに疑問をぶつけた。

「なんで俺を呼びだしたんだ？」

　中二病で特に困っていることはない。あっても正規の機関である対策委員会に相談……するのは、あの委員長を見た後だと嫌いやだなあ。

「中二病にかかった際、もっともヤッカイなのはなんだと思う？」

「ヤッカイなのはあんただろ」

　いきなり話題を変えてきた。どうやらこいつも他人の話を聞くつもりはないようだ。質問に答えていれば、いずれ説明がある……と期待しよう。望み薄うすだけどな。

「ヤッカイじゃない！　陽成美よ、陽成美！　慧、だっけ？　あなたには陽成美と呼ぶ権利を与あたえるわ。次からそう呼ぶようにね。んで、質問には答えられるのかしら？」

　そりゃ権利じゃなくて義務って言うんだよ。「名前で呼んでもいいよ」イベントがいきなり消化されてしまった。こういう重要なイベントは盛り上がったところで使ってほしいものだ。

「一定時間ごとに能力を『使わなければならない』って奴やつだろ。その時間は能力によるみたいだが」

「そう！　そうしないと能力が暴走してしまうのです。そこで！　Ｔ２Ｔの出番なのです！　戦闘系能力者のために闘技場が用意されていたり、湖や広大な森、その他大たい抵ていの人工設備が用意されている本校ですが、どうしても能力の使用条件を満たしにくい場合というのがあります。そんな人達を助けるのがＴ２Ｔなのです！」

　これでもかというドヤ顔で説明する陽成美だった。うさんくさい通信販はん売ばいのようだ。

「それはいいが……なんで俺に説明を？　俺は別に困ってないぞ」

「これから一いつ緒しよに活動するに当たって、活動内容くらい知っておかないと困るのは慧じゃない」

「なんで俺までこんな怪あやしげな団体に入ることになってるんだよ！」

「押し寄せてくるワクワクに胸をパチパチさせようぜ！」

「どんなにかわいくウィンクしても嫌なものは嫌だ！」

「か……かわわわ……っ？　あああああたしがあなたを気に入ったのよ！　他ほかに理由が必要だったというの!?」

　なぜか一いつ瞬しゆんうろたえた陽成美が突とつ然ぜんぶちぎれた。

「気に入ったって、まだ会ってから殆ほとんど経たってないだろ」

　俺の反論に、陽成美は真しん剣けんな表情になった。

「あの委員長に盾たて突ついた。それだけで十分よ。それに、この学園は必ずどこかの部か同好会に所属しないといけないのよ」

「じゃあ他の部にするよ」

「ちなみにメジャーな部は、能力アリアリのびっくり人間ショーになってるから」

「そんなんじゃ公式戦に出れねえだろ！」

「知らなかったの？　中二病患者はもともと公式戦に出られないのよ」

「あ……」

　能力を使わなければいい、と言う人もいるが、勝ちたいと思って勝負に夢中になれば、無意識に能力を使ってしまうものだ。そんな人間が公式戦に出られるわけがない。

『両目が光る』だけなどのしょぼい能力者の方が多いのだが、中二病患者はひとまとめに扱あつかわれているのが現状だ。

「あたしはね、そんな中二病患者全員に中二病を楽しんでもらいたいのよ」

「中二病を……楽しむ？」

　中二病患者であることを肯こう定てい的にとらえる者はそう多くはない。戸と惑まどう者、はしゃぐ者、能力に溺おぼれる者等様々だ。しかし皆みな、大抵は何らかの辛つらい目にあっている。

　それなのに、中二病患者『全員』を楽しませると言い切るなんて──

「ほら吹ふきさんなのか？」

「違ちがうわよ！　ちょっとの労働でみんなに感謝される素す晴ばらしいお仕事よ！　さあ、あなたもあたしと契けい約やくして、Ｔ２Ｔ会員になってよ」

　いくらなんでもうさんくさすぎる！

「悪いけど……」

　陽成美の気持ちが本物だとしても、できるわけがない。

　ちらりと振ふり返ると、陽成美はまっすぐな瞳ひとみで俺を見つめていた。

　その視線を振り切るように俺はテントを出た。しつこく追ってくるかと思ったが、陽成美は声をかけてくることすらしなかった。







　昇竜門学園は全ぜん寮りよう制せいだ。寮は旅館風の建物で、温泉大浴場までついている。生徒の出入りが激しく、男女比も時々によって大きく異なるため、入居者は男女関係なく端はしから詰つめられていくらしい。

　噂うわさによると、「男女混合の方が面おも白しろい」という理事長の鶴つるの一声があったとか。どんな理事長だよ。

「慧ってソファで寝ねてるのか？」

　俺の部屋に遊びにきた鉄平が、七畳じようのワンルームのどまんなかに置かれた一人掛がけソファを指さした。

「クールだろ？」

　自じ慢まんのベッド兼けん居住スペースだ。

「暗殺者みたいな生活してるなあ。でもイカスぜ」

　このセンスがわかるとは、なかなか見どころのある奴だ。疲つかれが取れにくいからたまに床ゆかで寝るってのは内ない緒しよだな。

「ところで慧、お前の能力ってどんなヤツなんだ？」

　鉄平が何気なく聞いてきた。

「『慧』と書いたモノの姿を存在感ごと消す能力だな」

「まじかよ！　露ろ天てん風ぶ呂ろを覗のぞきに行こうぜ！」

　第一声がそれか！

　俺だって能力の使い道として考えなかったわけじゃない。特にこの学園は美少女が多いみたいだしな！

　だが……だが……っ！

「覗きなんてクールじゃねえよ」

　血の涙なみだを呑のんで答える俺を見た鉄平は、にやりと笑った。

「いい覗きポイント知ってるんだけどなあ？」

「やらんものはやらん！」

「今の時間なら、学園一の巨きよ乳にゆう、神かん無な宮みや絵え麗れ奈なが入ってるはずなんだがなあ」

　なんでこいつは女子が風呂に入る時間を把は握あくしているのか。

「何っ、学園一の巨乳だと？　だが断るっ！」

「そんなバカな！　それでもお前男か！」

「たしかに、ご家庭の風呂を覗くと犯罪だが、温泉露天風呂なら覗いてもそうじゃないような気がする」

「だろ？　じゃあさ！」
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「いや、あくまで気がするだけだから！　絶対クールじゃねえから！」

「強ごう情じような奴だなあ。姿を消す能力なんて、覗きくらいにしか役に立たないんだからさあ」

「失礼なこと言うなっての！　世のため人のためになる能力なんだぞ！」

「例えば？」

「えっと…………浮うわ気き調査とか？」

「探たん偵ていにでもなる気かよ！」

「現実の探偵は小説ほどクールな仕事じゃないからなあ。殺人事件とか解決したりしないし、小学生になったりしないんだぜ？」

「知ってるよ！　……人のためって話がでたところで、ちょっとお願いがあるんだけどさ」

　鉄平は少し考えたそぶりを見せると、真剣な表情になった。

「覗きはだめだからな」

「その話はもういいよ。……俺、幼よう稚ち園えんの頃ころからずっと好きな女の子がいるんだけどさ、その子にもらった思い出の品を管理人さんに没ぼつ収しゆうされちまったんだ」

「なんで没収なんてされたんだ？」

「それはちょっとな……」

　鉄平は気まずそうに言葉を濁にごした。

「んで、思い出の品を取り返してきて欲しいってわけか」

「いや、頼たよりっきりは悪いからな。俺もついていくよ。二人同時に能力を使うことってできるか？」

「手を繋つないだりして一つの存在として扱えば可能だが……まだやるとは言ってないぞ」

「そこをなんとか頼たのむよ。他に頼れるような友達……いないんだ」

　鉄平は急にしおらしくなった。

　そんな顔されたら……クールな俺としては引き受けないわけにはいかないだろ。

　助けを求める手は、絶対に掴つかむって、あのことがあってから決めてるんだ。

「いいぜ、手伝ってやる」

「いいのか？」

「もちろんだ。さあ、目的地へ俺を連れていけよ」

「すまんな」

　そう言う俺に、鉄平は深く頭を下げたのだった。

　よっぽど大事なモノなんだろうな……好きだぜ、そういうの。







　というわけで俺と鉄平は管理人室の近くまで来ていた。廊ろう下かの陰かげから顔だけ出して、そっと管理人室の方を見る。

　管理人室のドアは開いており、四畳半程度の室内では椅い子すに座った管理人さんが本を読んでいる。管理人さんは昨日と同じロングスカートにエプロン姿だが、一つ違う点があった。

「…………日本刀？」

　管理人さんの傍かたわらには、鞘さやに収められた日本刀が立てかけられている。

「ああ、見るの初めてか。ありゃ管理人さんの愛刀『龍りゆう神じん丸まる』だ。人間だろうが悪あく霊りようだろうが、こんにゃく以外ならなんでも斬きれるらしい」

　斬ざん○剣けんかよ！

「捜さがし物は管理人室の中か？　俺の能力は、存在感ごと姿を消せるが、もし直接触さわられたり、物音を立てたりして、何かいると『確信』されると解けちまうからな。管理人さんの後ろでごそごそ棚たなをいじったりするのはムリだぞ」

「それは大だい丈じよう夫ぶだ。管理人室の奥に通路があるだろ？　あの先にしまってあるところまではわかってるんだ。時間をかけるわけにはいかないから、二人で捜してすぐ戻もどりたい」

「そういうことなら大丈夫だ。能力の持続時間は最大一時間だから、捜し物には十分な時間だろう。早さつ速そく能力を使うぜ」

　俺はサインペンで自分の手の甲こうに○マルを描かき、その中に『慧』と書いた。そして、鉄平の手をとる。

「俺の手を放すなよ」

「これって、二人消えるには手をつないでないとダメなのか？」

　鉄平はうへえ、と舌を出した。

　俺の能力で消せるのは一度に一つとして扱ったものだけなんだからしょうがないだろ。

「俺だってげんなりだよ！　まったく……いくぜ、『不可視の存在インビジブル・イグジステンス』……」

　能力名をつぶやくと、窓ガラスに映っている俺と鉄平の姿がすうっと消えた。鉄平は隣となりでガッツポーズをし、俺をぐいぐい引っ張り、廊下を進む。




　足音を立てないよう裸足はだしになり、管理人さんの背後を抜ぬけてしばらく行くとボイラー室だった。こんなところに没収品を隠かくしてるのか？

　鉄平は俺の手を握にぎったままさらに進む。ボイラー室を抜けると、そこには満天の星と湯けむりが広がっていた。目の前には竹の衝つい立たてが立っている。

　鉄平に倣ならい、衝立からひょいと顔を出すと、そこはすぐに露天風呂だった。

「（お、おいっ！　もしかしてここって……）」

　俺は鉄平を衝立の陰にひっぱりこみつつ、小声で抗こう議ぎした。

　すると、鉄平は何を勘かん違ちがいしたのか、片目を瞑つぶってサムズアップ。

「（捜し物ってのは嘘うそだ）」

　さわやかな笑え顔がおで言い切りやがった！

「（なんで俺まで巻き込んだんだよ！）」

　管理人さんの後ろを通るのに能力が必要なら、鉄平だけに能力を使えば済む話だ。

「（この光景を共有したくてな）」

　鉄平はそう言いながら、俺の手をぐいっと引っ張った。

　不意のできごとに対応できず、俺はたたらを踏ふみながら衝立の陰から出てしまった。

　クールじゃないと思いつつも、つい周囲を見回してしまう。

　まだ入浴には時間が早いせいか人ひと影かげはない……いや、一つだけ。浴よく槽そうの側そばにある岩に誰だれかが座っている。あれは、教室で俺に彼女はいるのかと訊きいてきたサマードレスの女だ。

「（あれが神無宮絵麗奈だ。学園一の巨乳だぜ。すげーだろ）」

　鉄平が訊いてもいないのに解説してくれる。なんでお前が得意げなんだよ。

　絵麗奈は一糸纏まとわぬ姿で岩に座り、月を眺ながめている。口ずさむのは数年前に流は行やったラブソングだ。

　服を着ていたときもでかいと思ったが、脱ぬいでも素す晴ばらしい乳ちちだ。爆ばく乳にゆうと呼んで差し支つかえないボリュームながら、その先せん端たんはツンと上を向いている。惜おしむらくは湯けむりで細部が見えないことだ。

　頬ほおに張り付いた髪かみ、儚はかなげな表情、歌の合間につくため息。それらを見ていると、泣きゲーをした後のように胸が苦しくなる。

　性欲を凌りよう駕がするほどの美しい裸ら体たいってあるんだな。

　なんて、クールに呟つぶやきたくなるほどの美しさだった。

　ふと隣を見ると、鉄平がチェックのプリーツスカートを下ろし、パンツ（男もの）にまで手をかけ……って、なにしてんだよこいつ！

「（帰るぞ！　やっぱり覗きなんてだめだ！）」

　俺は鉄平の腕うでをひっぱるが、鉄平はがんとして動こうとしない。

「（もうちょっとだけ！　あと五分！）」

「（寝ね起おきの子供か！）」

　俺と鉄平が引っ張り合っていると──

「誰っ!?　そこに誰かいるのっ!?」

　腕で体を隠した絵麗奈が、こちらを睨にらんだ。

　隠された方がエロいなあ……とか言ってる場合じゃない！

「やべえ、バレちまうよ！　管理人さんの日本刀も怖こわいけど、神無宮もやべえんだぞ！」

　焦あせった鉄平がおろおろしはじめた。

「（やめろ、暴れるな！　あと声がでかい！）」

　小声で注意したところで、鉄平の混乱は収まらない。

　鉄平が暴れた拍ひよう子しに、うっかり手を放してしまった。

　やばっ！

　俺から離れた鉄平は、能力の範はん囲い外がいになる。

「あ、あんたうちのクラスの……」

　鉄平を見た絵麗奈は体を隠すのも忘れ、ワナワナと震ふるえている。

「ち、違うんだ。これには訳が……」

　言い訳をしようとする鉄平だったが、もちろんまともな訳などあるはずもない。

「どぉんな訳があるのかしら？」

「おおおおおおおおっぱい！」

　嘘をつく余よ裕ゆうすらないようだ。

「忘れさせてヤルッ！」

　絵麗奈は一いつ瞬しゆん身をかがめると、岩の足場を力強く踏み切った。

　そのまま体を反転、世紀末救世主のような飛び蹴げりが俺の真横にいた鉄平の顔面につきささる。身体能力強化系の能力者なのだろうか。

　鉄平は背後の岩にめり込み、がっくりと頭こうべを垂れた。おいおい、死んだんじゃあるまいな。

　そして、俺の目の前には華か麗れいに着地し、怒いかりに震える絵麗奈の裸体がある。

　逃にげなきゃ逃げなきゃ逃げなきゃ逃げなきゃ逃げなきゃ！　でも動けねえ！　物音を立てたら即そく殺やられるぞコレ！

「誰っ？　まだ誰かいるの？」

　絵麗奈は周囲を見回しながらこちらにゆっくりと近づいてくる。

　中ちゆう腰ごしで覗のぞいていた姿勢のままなため、太ももが震えてきた。今にも倒たおれそうだ。

　一方、絵麗奈は確実にこちらへと近づいてくる。見えてるはずはないのだが、気配を読んでいるとでもいうのか。

　絵麗奈の体はもう目の前だ。具体的には胸の先っちょが口元にきている。

　う……動けない。ここで能力が解けでもしたら確実に牢ろう屋や行きだ。

　ちょん。

　なんかさわった！　俺の唇くちびるにピンク色のふにぽよつんつんな何かが触った！　こ、これは……人間にとっては小さな一歩だが、俺にとっては偉い大だいな一歩かもしれないっ。

「ひゃうっ？」

　絵麗奈は大きく飛び退のくと、じっと俺の方を凝ぎよう視ししている。頬に張り付いた栗くり色いろの髪から、滴しずくがぽたぽたとその大きな膨ふくらみへ落ち、谷間に吸い込まれていく。

「ここに……なにか……？」

　まずいまずいまずい！　こうなったら顔を見られる前に逃げるしかないかっ！

「神無宮さん？　どうかした？」

　俺が覚かく悟ごを決めて立ち上がろうとしたその時、制服姿の陽成美が露ろ天てん風ぶ呂ろへとやってきた。

　こいつ、ボイラー室から出てこなかったか？　何をしてたんだろう。

「覗きが出たわ」

　しばらく俺の方を見ていた絵麗奈は、倒れた鉄平へと向き直り、吐はき捨てるように言った。

「あら大変。管理人さんを呼んでこないとね。神無宮さんは服を着るといいわ」

　どことなく白々しい陽成美に従い、絵麗奈は露天風呂を後にした。

「さてと。お楽しみはこれからね」

　そう呟きながら鉄平を引きずって行く陽成美が、ちらりとこちらを見た気がした。







　俺は休きゆう憩けいコーナーのベンチで能力を解き、コーヒー牛乳片手に一息ついた。

「ふーっ。危なかったぜ」

　独り言も出ようというものだ。

　せっかくの転校デビューモテモテ計画が台無しになるところだった。まだ手が震えてやがる。

「なにが危なかったの、慧？」

「うおうっ？」

　突とつ然ぜん背後から現れたのは陽成美だった。

「捜したわよ。部屋に戻ってないんだもの」

「な、何か用か？」

　声が上ずってしまったかもしれない。月夜の晩に美少女と二人きり。どうしても緊きん張ちようしてしまう。まだまだ俺のクールさも磨みがき方がたりないな。

「ちょっとお話ししましょう」

　そう言った陽成美は、俺の隣となりに腰こし掛かけた。肘ひじと肘がぶつかるかどうかの微び妙みような距きよ離り。鼓こ動どうが速くなる。

　こんな時間に話しかけてくるなんてどういうつもりだろうか。もしかして告白？

　いやいや、もし俺のクールさに気付いたとしても、いきなりそれはないだろう。けど本当に告白だったらどうしよう。人生初彼女がヤッカイさんでいいのだろうか。でもこんなかわいい娘こと付き合えるなんて、今後の人生で二度とないチャンスかもしれないしなあ。

「何か困ったことがあったのかなと思ってね。Ｔ２Ｔは中二病患かん者じやみんなの味方だから、相談に乗るわよ？」

　なるほど。相談に乗るフリをして、そこから告白に持ち込む気だな？

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ」

　おっと、つい邪じや険けんにしてしまった。俺も緊張しているらしい。

「ならいいけど……。Ｔ２Ｔの目的、みんなを楽しませることって言ったでしょ？　でもそれだけじゃなくて……あたしはね、能力に苦しんでる人を助けたいのよ」

　そう言った陽成美はわずかに顔を伏ふせ、ちらりと俺の顔を見ると、顔を上げて続けた。

「きれい事だと……思う？　そう思われてもしかたな──」

「思わねえよ」

「え……？」

「陽成美のことはまだよく知らないし、嘘を言ってるのかもしれない」

「うん……」

　陽成美は残念そうに目を伏せた。

「だけどさ、その言葉はさいっこうにクールだと、俺は思うぜ。誰かを助けたいだなんて、なかなか言えるもんじゃない」

　コイツってもしかすると、みんなが言うほどヤッカイでもなんでもないのかもな。

「ありがと……慧って、思ってたよりいい奴やつかもね」

「陽成美こそ俺のことをなんだと思ってたんだよ！」

「イタくて変なヤツ」

「陽成美に言われたくねえ！　だいたい、さっきの俺のセリフだってクールだっただろ！」

「自分で言わなきゃねえ……」

「ぐぬぬ……陽成美はなんで能力者を助けたいだなんて思うようになったんだ？」

　俺の質問に、陽成美は一瞬顔を曇くもらせた。

「ちょっとね……」

　言葉を濁にごす陽成美だが、なんとなく想像はつく。コイツも能力のせいでひどい目にあったのだろう。

　だが、そこから能力者を助けたいだなんて発想になったことが本当だとしたら尊敬する。それはとてつもなくクールなことだからだ。

「ところでさっき、露天風呂で覗きがあったそうよ」

「そそそそうなんだ」

　突然話題を変えてくるからどもっちまったじゃねえか。

「それでね。銅山君がつかまっちゃったみたいなの。食堂の皿洗いと、管理人さんの練習台になるだけで許してもらえたみたいだけどね」

「く、詳くわしいな」

　あれ？　なんか会話の雲行きが怪あやしいような……

「覗きの現場を見ちゃったからね。銅山君を管理人さんに引き渡わたしたのあたしだし」

「へー、そうなんだ」

　その現場は俺も見ていたのだが、もちろん知らないフリをする。よし、俺はまだ冷静だ。

「銅山君は何も覚えていないみたいだけどね。脳に強い衝しよう撃げきをうけたせいみたい」

「蹴りでも食くらったのかね」

　おっと、少し口が滑すべったか？　いや、覗きをしたヤツが蹴られるなんて定番だ。俺が現場にいたという証しよう拠こにはならない。

「世紀末救世主みたいだったわよね」

「俺と同じ感想かよ！」

「あら、見てきたみたいに言うのね？」

「いやいやいやいや、覗いてたのがバレたのなら、誰だれかに蹴られたりしたのかなと。想像デスヨ、あくまで」

　なんという誘ゆう導どう尋じん問もん！

「ふーん。なかなか良いカンをしてるわね」

「よく言われる」

「慧の能力って姿を消す能力なのね」

　ころころ話題の変わる奴だなあ。

「なんで知ってるんだ？」

「透とう明めい人間になって覗きだなんて、定番中の定番よね～」

「能力の悪用はよくないよな」

「そうそう。良くない……あら、落としちゃった」

　陽成美の手から一枚の写真が落ちた。

　そこに写っていたのは、能力発動のため、手の甲こうに○マル慧マークを書く俺と、それを興味深げに見ている鉄平の姿だった。

「この写真どこで……いや、違ちがうんだって！　俺はそんなつもりじゃ……」

　俺の背中を冷ひや汗あせが伝う。

「慧をＴ２Ｔに勧かん誘ゆうしようと思って跡あとをつけてたの。いやあ、よかったわ。良い勧誘の材料が手に入って。これを見たみんなはどう思うのかしらねえ。Ｔ２Ｔに、入って、くれるわよね？」

　陽成美は、承しよう諾だくしないとどうなるかわかってるんでしょうね？　という意思がビンビン伝わってくる満開の笑顔を向けてくる。

　実はみんなが言うほどヤッカイな奴じゃないかも、なんて思ってた自分を叱しかってやりたい。こいつ、クラスメイトが覗かれるのを、自分の目的のために放ほうっておきやがった。

「そりゃ説得じゃなくて、脅きよう迫はくって言うんだろ」

「まあまあ。ちょっと入ってどうしても嫌いやだったらやめてもいいから」

　陽成美は入会届とペンをぴらりと俺の前に出した。準備のいい奴だ。

「みんなには、黙だまっててくれよ」

　鉄平が現行犯で捕つかまっている以上、俺がどう言い訳してもだめだろう。覗いちゃったのは事実だしな……。

　俺は差し出された入会届にサインをした。

「もちろんよ。こんな面おも白しろそうなおもちゃ──じゃない、大事な会員二号をそうそう手放すわけないじゃない」

「おもちゃって言った！」

　しかも会員二号て。俺と陽成美の二人だけかよ！　二人っきりと聞いてこれほどドキドキしない展開も珍めずらしいんじゃないか。

　まあ女子と二人きりなんてシチュエーションは、小学校低学年で卒業したけどな！

　とは言っても、陽成美が言ったようにすぐやめてしまえばいい。簡単に約束を破るような奴には見えないし。……たぶん。

「慧は既すでに中二病を楽しんでる。委員長に反はん抗こうしたってこと以外に、その点もＴ２Ｔに入会する資格十分ね」

「楽しんでるってとこは否定しないが……うれしくねえなあ」

「そうそう。うちの学園って、一度入った部や同好会は、半年間やめられないから。これからよろしくね」

「はめられたぁっ！」

　俺は頭を抱かかえて叫さけんだのだった。

　ヤッカイさんてあだ名ぴったりだよコイツ！








　第二章　遊園地にはお金で買える夢がある。




「Ｔ２Ｔテイー・ツー・テイーへ快く入会してくれたあなたにプレゼントがあります」

　クラスメイトが揃そろい始めた朝の教室。俺が登校してきたのを見つけた陽ひ成な美みは、嬉うれしそうに駆かけ寄ってきた。

「おい！　なんでそんな大きな声で言うかな」

　クラスメイトの視線が俺に釘くぎ付づけじゃないか。こんな注目のされかたは嫌いやだ！

「ああら。二人きりの方がよかったの？」

「ちげえよ！」

　だから声がでかいっての！　変なこと言うから俺まででかい声出しちゃったじゃないか！

「照れなくてもいいのに。とりあえずはいこれ。大事に使いなさいよ」

　大事にしろと言う割に、ぞんざいに机に置かれたのは、○マルの中に慧けいと書かれた、コインサイズのシールだった。

「持ち物には名前のシールを貼はれと？　幼よう稚ち園えん児じか俺は……」

「んなわけないでしょ。これからＴ２Ｔの活動をするに当たって、慧の能力が必要になるかもしれないわ。その時、いちいち名前を書いていたのでは大変でしょ？」

「なるほど。たしかにこれは便利かもしれないな」

「お礼は毎日のお茶くみでいいから」

　俺は陽成美の発言に驚おどろいて、シールから陽成美へと目を移した。

「入会プレゼントじゃなかったんだっ？」

「どっちにしろお茶くみは部下の仕事なんだけどね。報ほう酬しゆうを上げるだけありがたいと思いなさい。しかも前まえ払ばらいよ、前払い」

　ボーナスの現物支給を嘆なげくサラリーマンの気持ちがわかった気がしたよ。

「じゃあ早さつ速そく試ためしてみましょうか」

　陽成美の視線の先には、教室に入ってきたばかりの絵え麗れ奈ながいた。

「（あいかわらずすごいおっぱいね。あのブラウスを脱ぬがせてみたいと思わない？）」

　陽成美が俺の耳元で囁ささやいた。何を言い出すんだこいつ。

　椅い子すに腰こし掛かけた俺の隣となりを通りすぎる絵麗奈の胸がちょうど目の高さにくる。風ふ呂ろを覗のぞいた時のことを思い出して、心臓が高なった。

「あ、委員長」

　陽成美が声を上げると、

「きゃーっ！　どこどこ？　真さね臣おみ様！」

　絵麗奈は黄色い声を上げながら教室の入り口を見た。

　陽成美はその隙すきに俺の手を取り、絵麗奈の背中に触ふれさせた。いつの間にか俺の手には、台紙からはがされたシールが載のっている。

　シールが絵麗奈のブラウスに張り付くと、一いつ瞬しゆんにして絵麗奈はブラ一枚になった。実に見事なおっぱいです。

　すっぽんぽんも美しかったが、真っ白なブラに包まれた肉感もまた、裸はだかとは違ったエロさがある。

「え……？　きゃああ！」

　絵麗奈は腕うでで胸を隠かくすと、その場にしゃがみこんだ。

　これはどう見ても俺の能力じゃないか。クールな応用方法だぜ……とか言ってる場合じゃねえ！　勝手に発動しやがった？

「おいおい、俺は能力の発動を宣言してないぞ」

「使いたいと思うこと。それが中二病能力の発動条件よ。入門編として能力名を叫ぶけど、必ずしもそれは必要ないわ」

「へえ……そうなん……だ……あ、いや神かん無な宮みやさん？　これはですね……」

　絵麗奈が鬼おにのような形相で俺を睨にらんでいる。

「これ、あんたらの仕し業わざなの……？」

　ドスのきいた声を響ひびかせる絵麗奈。

「このへんかな？」

　陽成美はその背中に回り込み、ブラウスごと見えなくなっていたシールを剥はがした。

　すると、ブラウスは元通り現れ、絵麗奈の裸ら体たいを隠した。

　ちっ……もっと見たか──いやいや、女の子を無理矢理脱がすなんてクールじゃないからな。もとに戻もどってよかった。

「俺達は何もしてないって」

　どうみても犯人は俺達なのだが、とりあえず否定してみる。

「嘘うそをつきなさい！」

　絵麗奈は怒いかりに顔を歪ゆがめ、拳こぶしで机を殴なぐりつけた。美人が台無しだ。

「……いったぁあ！」

　そして拳をおさえ、ぴょんぴょん飛びはねる。

　そりゃ机なんて殴ったら痛いだろ。とは思ったものの、露ろ天てん風呂での見事な飛び蹴げりを見る限り、能力を使っていたのだとしたら、机の方が壊こわれそうなものだ。

「そんな……どうして……」

　絵麗奈は呆ぼう然ぜんとして、自分の拳を見つめながら自席へとフラフラ戻っていった。上う手まく能力を制せい御ぎよできていないのか？

「ふふふ……もともと目をつけてはいたけれど……これはＴ２Ｔの出番なようね」

　張り詰つめた教室の中、腕組みをした陽成美だけが楽しそうに頷うなずいていた。







「お茶は三つ用意しておいてね」

　陽成美が絵麗奈を脱がせた日の放課後、俺はＴ２Ｔ本部でお茶くみを命じられていた。

「なぜ三つ？」

「備えあれば憂うれいなしってやつよ」

　何に備えているのか知らないが、本当にお茶くみをすることになるとは思わなかった。

　テントには、緑茶や紅茶を始めとした古今東西のお茶が揃っていた。缶かん入いりの茶葉は、木の箱に整然と収納されている。カップも五人分あり、いつでも人を招くことができるようになっている。

　几き帳ちよう面めんな奴やつだな、と思ったが、缶の上にうっすらとホコリがつもっている。

「この茶葉、全然使ってないだろ」

「わざわざ淹いれるのめんどくさいじゃない」

　そういや電気ポットの隣には、インスタントコーヒーと大量の角砂糖がおかれていたな。

「こんなに良い茶葉を用意しておきながら、なんて勿もつ体たい無ない！」

「お茶のことなんてわかるの？」

「紅茶だけはな。紳しん士しの嗜たしなみだぜ」

　女の子は紅茶が好きだと雑誌に書いてあったから勉強したんだけどな。

　ええとたしか、まずはカップを蒸むらして……。

　陽成美は俺がお茶を淹れる様子を見もせず、洋風ファンタジーロールプレイングゲームに興じている。

　おかしいなあ。俺がこのスキルを披ひ露ろうするのは、かわいい女の子と二人きりで甘い時間を過ごすときって決めてたんだが。まさかこんな強制イベント……あれ？　かわいい女の子と二人きりってのはあってるぞ？　なんか想像と違ちがうケドナ。

　その時突とつ然ぜんテントの入り口が開き、

「ヤッカイはいるかしらっ!?」

　絵麗奈が怒ど鳴なり込んできた。

「あらいらっしゃい。神無宮さんがこんなに話のわかる人だとは思わなかったわ。お茶もあるわよ」

　陽成美はあっさりと絵麗奈をテントへと招き入れた。

「あ、おかまいなく……じゃなくて！　今日のことはやっぱりあなた達のせいだったんじゃない！　聞いたわよ！　不知火しらぬいの能力！」

　そりゃバレるわな。

「そう興奮しないで。お茶でも飲みなさいよ」

　陽成美がずずいとお茶を勧すすめる。淹れたのは俺だけどな。良い茶葉に、ちゃんとした手順。これでまずいわけがない。さあどうだ。

　どや顔はそっと隠し、にっこり笑え顔がおで紅茶を差し出す。クールだろ？

「これは……」

　絵麗奈は紅茶を少しだけ口に含ふくんだあと、カップの中をじっと見つめた。

「美う味まいだろ？　この茶葉はな──」

「なかなか良い茶葉を使ってるじゃない」

　おっ！　違いのわかる女だな。

「それをよくもまあこんなに不ま味ずく淹れられたものね」

「なん……だと？」

　そんなはずあるか。

「あたしは美お味いしいと思うけど」

「ほらみろ、陽成美は美味いってよ。ちゃんとした手順をふんで淹れたんだぞ」

「手順ねえ……どうせにわか知識なんでしょ？　道具はどれを使ったの？　はぁっ？　電気ポットなんて温度がたりないじゃない。それにこんな硬こう度どの高いミネラルウォーターを使って……。ああもう！　せっかくのセカンドフラッシュが台無しだわ。ちょっと待ってなさい！」

　絵麗奈は紅茶の缶とティーセットを抱かかえてテントを出ていった。

「なんなんだあいつ？」

「さあ……？」

　俺と陽成美は顔を見合わせた。




　絵麗奈を待つことしばし。

「さあ、これが本当の紅茶よ」

　戻ってきた絵麗奈がもつトレーには、湯気の立つティーセットが載っていた。

「どれどれ？　うぅ……しぶーい。でもおいしいわ。これ本当に同じ葉っぱ？」

　絵麗奈の淹れた紅茶を一口飲んだ陽成美は目を丸くした。

「お茶を淹れるのだって料理と一いつ緒しよよ。火加減、タイミング、そして恋こい心ごころが美味しさの秘ひ訣けつよ」

「そこは恋じゃなくて愛だろ。あと……その、なんだ。恋とか籠こめられてもこまる」

　たしかにかわいさピカ一の陽成美に対し、絵麗奈は美人度最上級だ。だが、まだ俺は絵麗奈のことをよく知らないし、暴力的な女はちょっと好みじゃない。

「なんか勘かん違ちがいしてない？　好きな人に飲ませるつもりで淹れたって意味よ」

「そんなはっきり言われるとテレるが」

「ばっかじゃないの！　あんたのことじゃなくて、い、いいい、いいんちょうのことよ！」

「くっ……はめられた……いてっ！」

　へこむ俺の脇わき腹ばらに陽成美が肘ひじを入れてきた。

「デレデレしちゃってみっともない……ただの自じ爆ばくでしょうよ。だいたい、神無宮さんもなんで今いま更さらテレてんのよ。あなたが委員長に惚ほれてるのは周知の事実でしょうに」

　陽成美が面おも白しろくなさそうに唇くちびるを尖とがらせている。

「ど、どれ。俺も一杯ぱいいただこうかな」

　勘違いがバレた照れ隠しに、俺は紅茶をぐいっと飲む。

　うむ。違いがさっぱりわからん。だがここで違いのわからない男だなんて思われたくない。

「美味い……」

　と思わせぶりにつぶやいておく。

「ほんとに味、わかってるんでしょうね？」

　絵麗奈が訝いぶかしげな顔で見てくる。

「も、もちろんだ。でもちょっと苦いな。失敗か？」

「その苦味も紅茶の重要な旨うまみの一部なのよ。それがわからないとはまだまだお子様ですわね」

「うるさいな。甘いものが好きな大人だっているだろ。…………ですわね？」

　あれ。今絵麗奈の語ご尾びがおかしくなかったか？

「う……これは……」

「なんかお嬢じよう様さまみたいだな」

「その……久しぶりに紅茶なんて淹れたから、実家の花はな嫁よめ修業を思い出しただけですわ……ですだよ」

　直ってない直ってない。むしろ悪化してる。

「高校生なのに花嫁修業なんて、ほんとにお嬢だったのか」

　言動と行動ががさつだったからわからなかった。

「良き嫁になるよう、生まれた時からしこまれてきたんだわよ」

　まだ動どう揺ようの跡あとが見られるなあ。

「じゃあさ、じゃあさ！　許嫁いいなずけとかいたりしたの？」

　陽成美が盛せい大だいにくいついた。

「会ったこともない許婚とは、私が中二病にかかったその日に婚こん約やく破は棄きになったわよ」

　絵麗奈は吐はき捨てるように言った。その顔には悲しみよりも悔くやしさが滲にじみでている。

「なあんだ。フラグはクラッシュ済みかあ」

　陽成美はがっくりと肩かたを落とした。

　重い話の時でもマイペースだな陽成美は。

「大だい丈じよう夫ぶ！　そんな人のために我がＴ２Ｔがあるのです！　せっかくかかった中二病。爪つま弾はじきにされるだけじゃあもったいない。こんな面白能力、楽しまなきゃソンソンよ。シューティングゲームの話じゃないわよ？」

　いきなり営業スマイルを浮うかべた陽成美は、テレビ台の下をごそごそと漁あさりだした。出てきたのは新旧様々なゲーム機だ。

「せっかくだから何かで遊んでく？　あっちの棚たなにはアナログゲームもあるわよ」

　陽成美が指さした先には、人○ゲームをはじめとした様々なボードゲームが並んでいる。

「ずいぶん色々あるのね。ふふふっ……じゃあ、格ゲーで勝負よ！　吠ほえ面づらかかせてあげるわ！」

「おお！　格ゲーいけるの？　女の子の対戦相手っていなかったから嬉うれしいわ！　何ができる？」

「ここ数年流は行やったタイトルならひと通り。『姉あねかなハート』とかどうかな？」

『姉かなハート』とは登場キャラが全員姉というイカレタ設定の対戦格かく闘とうゲームだ。俺も少し遊んだことがある。キャラの中に一人、実は妹なのに姉と偽いつわっているというどうでもいい設定までついている。

「またマニアックなゲームを……でもコンボゲーは嫌きらいじゃないわ」

「ふふふ……陽成美がどれほどの腕うで前まえか知らないけど、コンボゲーなら……アケコンはある？」

　絵麗奈は口の端はしをくいっと持ち上げた。悪役の笑みだよそれ！

「アケコン使い！　これは期待できそうね」

　陽成美は手近の棚からゲームセンターのようなスティック付きコントローラーを取り出すと、ちゃぶ台の上にセットした。

「久しぶりだから腕がなまってるかもしれないけど」

　そう言う絵麗奈の顔にはもう陰かげりはなく、闘志にあふれていた。

　自分勝手に見えて、これは陽成美なりの気の遣つかい方なのかもしれないな。

　……………………と思ったが前言撤てつ回かいだ。

　陽成美は絵麗奈が涙なみだ目めになってもぼっこぼこにし続けた。

　その戦績、百戦九十九勝。

　素人しろうと目めに見て絵麗奈も強い。ためしに俺も対戦させてもらったが、三連敗したところであきらめた。だが陽成美はそれに輪をかけて強かった。俺の目には何が起こってるのかわからないくらいだ。

「ふふふっ。やるじゃない。あたしから一本とるなんて、全国でもトップレベルよ」

　陽成美は得意げに笑う。

「くうううっ！　これでも少しは自信あったのに！　執しつ拗ようなまでに自分の強みをおしつけて殺しきる戦い方……そしてこの異常なまでの強さ……もしかしてあなた……地じ獄ごく固めのＨＩＮＡＭＩ……？」

「あらあら、気づかれてしまったようね。ふふんっ」

　陽成美は得意げに鼻を鳴らした。

「こんなところに実物が！　ネット上での大会ではほぼ無敗を誇ほこるのに、全く表には出てこない謎なぞの人物がまさか同級生だったなんて……」

「そういうあなたは蟻あり地獄のエレーナでしょ？」

「気付いてたの？」

「そんなのちょっとやればわかるわよ。百戦やるまで気づかないあなたが鈍にぶいのよ。ネット上での大会で何度か対戦もしてるしね」

　なんだかわからんが楽しそうだなこいつら。

「なんで表の大会には出てこないの？」

「ちょっと事情があってね…………。そんなことより対戦しましょ」

　一いつ瞬しゆん悲しげな表情をした陽成美だったが、すぐ笑顔を作り、コントローラーのスティックを握にぎった。

　そのまま下校時刻まで対戦は続き、結局絵麗奈があげたのは二勝のみだった。
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「きいいいいいいいいぃぃぃぃぃっ！　この私がこんな！　こんなぁっ！　ぎぎぎ……あなたのこと、ライバルと認めてあげるわ！　感謝しなさい！」

　絵麗奈はびしっと陽成美を指差した。

「え～？　ライバルって実力が拮きつ抗こうしてないと言わないんじゃなぁい？」

　陽成美はポニーテールの先を指でくるくる弄もてあそびながら、わざとらしく細めた目で絵麗奈を見た。

「くぅ～～っ！　ヤッカイさんのくせに！　彼氏ができる気配もないくせに！」

「ヤッカイさん言うな！　彼氏ができないのとゲームは関係ないでしょ！　なんでもそっちにもってく恋れん愛あい脳なんとかしなさいよ！」

「うるさい！　悔しかったらデートの一つもしてみなさいよ！」

「そ、それくらいいるわよ！　ちょ、ちょうど明日あしたは土曜日だし、親しん睦ぼくもかねてぜひデートして下さい、って慧に頼たのまれてるんだから！　仕方なく明日はデートなのよ！」

　初耳だ！　親睦をかねたデートって何その妙みようにかたい名目！

「あなた……正気なの？」

　絵麗奈が哀あわれむような視線を俺に向けてくる。

　その隣となりでは真っ赤になった陽成美がちらりと俺を見ると、恥はずかしそうに視線を逸そらせた。そして、もう一度俺をちらり。何かを言いかけ、口を開くがすぐに閉じて、また目を逸らせた。

　助けて……ほしいんだろうなあ。

　くそっ！　ここで、「当然話を合わせるわよね」みたいな顔をされたら断ってやるところなんだがな。助けを求めるってんなら、その手を払はらい除のけるなんて選せん択たくは、俺にはないんだよ。だから俺は絵麗奈にこう言ってやるんだ。

「正気で本気さ。明日は陽成美とデートだ」

「慧……」

　陽成美は驚きよう愕がくの表情で俺を見た。少し顔が上気している。もしかして照れてるのか？　よし、ここはクールにキメてやるか！

「出会った美少女はお誘さそいするのが紳しん士しのマナーだからな」

　俺の名めい台詞ぜりふになぜか女性陣じんはぽかんとしている。ちょっとレベルが高すぎたか？

「なんてイタイタしい……ま、まあいいわ……それで、デートはどこにいくのかしら？」

　絵麗奈は陽成美に疑いの眼まな差ざしを向けている。

「スピニングバードランドよ」

　陽成美があげたのは、学園のすぐ隣にある日本屈くつ指しの巨きよ大だいテーマパークだった。

「じゃあ明日の朝八時にランド正門集合ね」

「絵麗奈も来るのっ？」

「当たり前じゃない。ヤッカイさんのくせに、この私を差し置いてデートだなんて、実際に見てみないと信じられないわ」

「…………うらやましいの？」

「ち、違ちがうわよ！　こんな男とデートなんてこちらからお断りだわ！　明日は楽しみにしてるわよ！」

　さらりとひどいこと言った！

「あなたと遊びに行くわけじゃないんだからね？」

「わかってるわよそんなこと！　ヤッカイさんがデートで失敗するのを見るのが楽しみだって言ってるの！　今のうちにせいぜい予習でもしておくことね！」

　絵麗奈は捨て台詞を残してテントを飛び出していった。

「あいつ、ここに来た目的を完全に忘れて帰ったな……」

「………………？　ふっ……作戦通りよ」

　陽成美は一瞬ぽかんとしてから腰こしに手を当てて胸を張った。

　こいつも忘れてやがったな。







　寮りようの自室に戻もどった俺は、ドアを閉めた瞬間、思わずガッツポーズをしかけ、その手をそっとひっこめた。

　俺は別にデートが楽しみだとかそういうことではないのだ。相手が陽成美だとはいえ、美少女と二人でデー……いや、だから楽しみになんてしてないってば！

　だいたい、人生の初デートが決まる日は、もっとキラキラしたものであるべきなのだ。

　キラキラどころか、傍そばにいたのはギラギラした目の美少女だった。

　おっとそういえば！

　俺はまだ荷ほどきのされていない段ボールに手を突つっ込んだ。たしかここに入れたはずだ。

　くくく……っ、あった！　こんなこともあろうかと、転校が決まったその日に買っておいた秘伝の書。

『必勝!!　初デートマニュアル！　意中のあの人もめろめろめろ～ん』

　全国書店売上ランキングベストテン入りという、この手のマニュアル本にしては破格の売れ行きを誇った傑けつ作さくだ。

　これさえあれば勝てる！

　──とうるるるるるる。

　うおっ！　びっくりした。電話が鳴ることなんてめったにないからどうもなれないな。二日連続で電話が鳴るなんて珍めずらしい。

　おおかた陽成美だろう。デートの打ち合わせに違いない。

　ふむ。うわついたところを見せるわけにはいかないな。ここはクールに電話をとろう。

「どうした陽成美。何か相談ごとかい？」

　我ながらしぶい声が出せたと思う。

「………………」

　しかし電話の向こう側からは何の返事もない。

「……陽成美？」

『陽成美って、誰だれ？』

　小学生と言っても通じそうなかわいらしい声に、中学生とは思えないはっきりとした話し方。間違えるはずなどない。俺のかわいい妹、恵めぐみだ。

　しまった。電話の発信者を見るの忘れてた。

　慌あわてて携けい帯たい電話を見ると、そこには『恵』の一文字。

「いやいや、なんでもないよ。それより恵、元気にしてたかい？」

　久しぶりに聞く妹の声に、俺の声も弾はずむ。

　恵は全ぜん寮りよう制せいのお嬢じよう様さま学校に特待生として通っている。そこはとても規律が厳しく、学外への電話は週に三十分までと決められているらしい。

　恵はその三十分をいつも、俺との会話に使ってくれるのだ。

『ふうん……。お兄ちゃん、新しい学校は慣れた？』

　恵の声が少し不ふ機き嫌げんになったようだが気のせいだろう。機嫌を悪くする理由がないしな。

「まあな。変な奴やつがいっぱいいるけどクールにやってるよ」

『クールに……上う手まくやってるなら今いま更さら何も言わないけど……』

　なんだか引っかかる物言いだな、妹よ。

「問題なくやっているさ。ヤッカイさんに目をつけられたのは誤算だったけどな」

『ヤッカイさん？　問題児さんなの？　大だい丈じよう夫ぶ？　いじめられてない？』

「問題児なのは間違いないなあ。でも別にいじめられては……」

　あれ？　もしかして、とりようによっては俺ってイジメられてる？

『大丈夫？　お兄ちゃん』

「大丈夫さ。昨日なんて、人助けをしたんだぜ」

『お兄ちゃんが人助け!?　助けたつもりで迷めい惑わくかけてたりしない？』

　兄をどんな目で見てるんだよ。

　俺は『ヤッカイさん』に迷惑をかけられていること、倒たおれた女の子を助けたことを話した。

「いやあ、大変だぜまったく」

『ふうん……楽しそうだね』

「いやいや、けっこう大変なんだって」

　今の苦労話を聞いて、なぜ楽しそうだなんて思うのか。

『で、その助けた相手ってのが、陽成美さんって人なわけね？』

「ん？　陽成美は違うぞ。助けたのはベルだ」

『え？　じゃあ陽成美さんって？』

「さっきから何度も出てきてるだろ。ヤッカイさんだよ」

『ヤッカイさんも女の子なの!?』

「そうだが？」

『ぐぐぐ……お兄ちゃんのクセに、めぐみ以外の女の子に囲まれて楽しそうに……』

「いやいや、そんないいもんじゃないって。今週末も強ごう引いんにデートさせられるんだぜ。せっかくの初デートがこんな風に決まるなんて、ちょっと切ないぞ」

『～～～～～～っ！　もうお兄ちゃんなんて知らない！』

　ガチャン！

　電話の向こう側から、やたら重たそうな受話器の音と共に通話は切れてしまった。

　恵のやつ、何を怒おこっていたのだろう。

　よくわからないが、どうせ一週間たったらまた電話をしてくるのだ。その時に聞けばいい。

　今はとにかく、マニュアル本を読むのに集中しよう。







　どうせ同じ寮から出るのだから、一いつ緒しよにランドまで行こうと提案したのだが、なぜか陽成美は現地での待ち合わせにこだわった。

　というわけで、家族連れやカップルがぞろぞろと入園していくのを横目で眺ながめながら、俺より数分遅おくれてやってきた絵麗奈と、ランドの入り口で待ちぼうけをくっているところだ。

　絵麗奈は白いワンピースに白い日ひ傘がさという、普ふ通つうの人が着るとコスプレかと思いかねない格好も、彼女にはばっちり似合っていた。まさに深窓の令れい嬢じようといった感じだ。

　背景に溶とけ込めるよう白にした、とのことだったが、余計に目立っている。道行くお父さんが、絵麗奈に見み惚とれて、お母さんに耳をつままれていく姿を何度も見た。

「おっそいわね、ヤッカ……陽成美は」

　絵麗奈は俺よりイラついているみたいだ。

「どうしたんだ？　その呼び方」

　昨日まで絵麗奈は陽成美のことを『ヤッカイさん』と呼んでいたはずだ。

「自分のライバルをいつまでもヤッカイ呼ばわりはできないでしょ。この私が認めてあげた女なのだから」

　絵麗奈は少し照れているようだ。

「友達が嫌いやがってるのを見て反省したってことか？」

「友達じゃないし、反省もしてないわよ！」

　絵麗奈はムキー、と両手を振ふり上げた。

　そんなやりとりをしつつ、「となりのは彼氏かしら、つりあわなーい」という通行人の陰かげ口ぐちを聞くことそろそろ十回。

「ごめーん、まったー？」

　陽成美が大きく手を振りながら笑え顔がおで走ってきた。

　美少女と待ち合わせ。彼女が手を振りながら走ってくる。こんなシチュエーションはドラマの中だけだと思っていた。

　実際にやられると恥はずかしいことこの上ない。道行く人がみんな振り返っていく。

　ちなみに、隣となりでは絵麗奈が全力で他人のフリをしている。

「おそい」

　時計を見れば、集合時間を三十分もオーバーしている。

「むう……普通そういう反応するわよね。誰かしら、こんなパターンを考えだしたの。遅れてきて悪かったわ」

「お、おう……」

　今日の陽成美は、デニムのホットパンツに、水色のノースリーブという活発……というか、目のやり場に困る格好をしている。胸むな元もとにはファッションなのだろう、ドッグタグが光っている。ところで、ホットパンツって温かいパンツみたいでなんかやらしいな。

「じゃあ入場料払はらって」

「俺が二人分はらうのか？」

　毎月振り込まれる学内通貨は、このランド内でも使用可能だ。かといって遊園地の入園料をおごるほど財さい布ふに余よ裕ゆうがあるわけでもない。

「デートって男がお金をだすものでしょ」

「たしかにそうらしいが……」

　なんとも納なつ得とくいかない。同じ遊びをするのに、なぜ男だけが負担をするのか。金持ちのおじさまが若い女をたぶらかすのなら話は別だが。

　俺が入場料を払おうとしたところ、陽成美もまた不服そうに言う。

「二人で楽しむのに、なんであたしの負担はないわけっ？」

「そこで俺が怒られる意味が全然わからん！　陽成美が言ったんじゃないか」

　俺の反論にも陽成美は不満顔のまましばらく考えたあと、

「おごってもらうなんて、対等じゃないじゃない！　やっぱりおかしいわよ！」

　と言って手て提さげカバンから財布を取り出した。

　なるほど。男にぶら下がって遊ぶような女にはなりたくないってことかね。陽成美らしいこだわりといえばそうだな。

　園内は噂うわさに違たがわぬ混こみっぷりだった。人気アトラクションには、まだ開園したばかりなのに、一時間以上の待ち時間が表示されているものもある。

「何か乗りたいものはあるか？」

「待たなくていいやつ」

「身も蓋ふたもない奴だなぁ」

「一時間も列ならびたいの？」

「嫌だけどさ……」

「じゃあコーヒーカップなんてどう？　ほとんど列んでないみたいよ」




　早朝は人気アトラクションに人が集中するため、どの遊園地にもあるようなアトラクションはガラガラだ。

「じゃああれにするか」

　ちなみに絵麗奈は俺達の数メートル後ろをぴったりくっついてきている。コーヒーカップに乗るつもりはないらしく、アトラクションの外でカメラを構えている。保護者かお前は。

　ランドのキャラクターである鳥人間がカップにプリントされてはいるが、コーヒーカップの作り自体はオーソドックスだ。中央のハンドルを回せばカップが高速回転するのもお約束である。

　カップはがこん、と一いつ瞬しゆん大きく揺ゆれると、ゆっくりと回転を始めた。

「よっし、やるわよ。これを回すのよね」

　ぺろりと舌なめずりをした陽成美は、カップのハンドルを全力で回し始めた。それと同時にカップが高速で回転する。

　周囲の景色が急速に変化していく。楽しげだった遊園地の景色は、あっという間に光の帯にしか見えなくなった。

「手加減！　手加減してくれ！」

　俺としたことが、今すっごい情けない声を出してる！　でもしかたないよ！　コーヒーカップってこんなに高速で回転するものだっけ？　リミッターとかついてないの？　内臓がカップの外側にぶっとんでいきそうな勢いなんだが！

「ふふっ……手加減なんてしたら相手に失礼でしょう」

「お前は誰だれと戦ってるんだよ！」

「きゃははははははははははっ！」

　陽成美は心底楽しそうに笑っている。

　一瞬となりのカップの幼女と目があった。こちらをきみわるそうに見ていたが、気のせいだろう。

　うぇっぷ……気持ち悪くなってきた。これって何分続くんだっけ？

　ここで俺だけがダウンするわけにはいかない。クールになるんだ。腕うでと脚あしを組み、平気なフリをする。

　だが、高速で回転するカップの中で脚を組んだのはまずかった。

　俺の体はぐらりと傾かたむいたかと思うと、腕と脚を組んだまま、手をつく暇ひまなどあるはずもなく、横よこ倒だおしになった。

　倒れた先は陽成美の太ふと腿ももだった。ホットパンツでむき出しの太腿は柔やわらかく、すべすべだ。

　頬ほおずりしたくなるのをこらえ、急いで身を起こす。

「ななななな、何してんのよ！」

　顔を真っ赤にした陽成美はハンドルを急停止。

「うわっ！　急に止めるなって！」

　その勢いで、今度は陽成美の胸に顔面からダイブしてしまう。

　うお……やわらけえ……。ノースリーブの下はスポーツブラなのか。下着の硬かたさがなく、柔らかさがよりダイレクトに伝わってくる。それでいて、布の感かん触しよくも忘れてならない。スポーツブラって素す晴ばらしいな。

　いかんいかん、早く体を起こさなければ。

「はっ……」

　そう思ったときには時既すでに遅おそし。顔を上げると、鼻が触ふれそうな距きよ離りに、陽成美の般はん若にや顔があった。

「このド変態が！」

　陽成美の拳こぶしが俺のみぞおちにめり込んだ。

　それが合図であったかのようにアトラクションが停止する。




「うう……気持ち悪……」

「なっさけないわね。あの程度で酔よったの？」

「半分以上は陽成美のパンチのせいだがな」

「それは慧が悪いんでしょ！」

　陽成美が怒るのも無理はないが、不ふ可か抗こう力りよくだろ。

　アトラクションを降りた俺と陽成美が言い争っていると、不ふ機き嫌げんな顔をした絵麗奈が、デジカメを見せびらかしながら近寄ってきた。

「ばっちり撮とれたわよ！　バカップルの痴ち態たいがね。しかも動画で！」

　目的の恥ずかしい映像はとれたのに、なんで不機嫌なんだこいつは。

「消しなさいよ！」

　デジカメを取り上げようとする陽成美だったが、絵麗奈は陽成美を小こ馬ば鹿かにしたように、ぎりぎりでひらりとかわす。

「私のことなんて気にせずデートを続けてくださいよ。見本をみせてくれるのでしょう？　ボディタッチを誘ゆう発はつするのにコーヒーカップを使うとはさすがデートの達人ね」

　絵麗奈の挑ちよう発はつに、陽成美は一瞬言葉をつまらせつつも反論する。

「そ、そうでしょ！　あたしにかかればこんなもんよ！　さ、次行くわよ！」

　陽成美は腰こしに手を当て、胸を反らせるとスタスタと歩き出した。その背中を追いかけながら、声をかける。

「次は何にするんだ？」

「あれなんてどう？　あそこなら絵麗奈に邪じや魔まされずにすみそう」

　陽成美が指さしたのは観覧車だった。

　カップルで乗る観覧車と言えばキスの定番、と恋れん愛あいマニュアルに書いてあった。昼間から観覧車とは陽成美も大だい胆たんだ。しかも二人っきりになりたいかのような口ぶりじゃないか。

「俺達にはまだ早いんじゃないかな」

「なんか勘かん違ちがいしてない？」

　陽成美がじと目で見てきた。そっちから観覧車に誘さそっておいてなにその目！　持ち上げておいて落とすなんてひどい！

「か、勘違いさせないでよね！　勘違いなんてしてないんだから！」

　動どう揺ようして間違ったテンプレツンデレみたいなこと言っちまったじゃないか！

「どっちなのよ！　………………まあいいわ。さっさと乗るわよ」

　陽成美はなんだか残念そうにため息をつくと、観覧車へと足を向けた。

　朝から観覧車に向かう酔すい狂きような客は少ないらしく、殆ほとんど列ばずに乗ることができた。俺と陽成美は向かい合わせになって座る。

　すると、陽成美は唇くちびるを尖とがらせて言った。

「カップルは隣となり合わせで座るものよ」

　女の子ってこんなに不機嫌になるもんなの？　デートってめんどくさい！

　妙みようなこだわりを見せる陽成美に従い、俺は陽成美の隣となりに腰こし掛かける。

「ああ……重心に偏かたよりが……でも……あう、あたしはどうすれば」

　何やら一人頭を抱かかえる陽成美と、それを眺ながめる俺を乗せたゴンドラは、静かに空へと昇のぼって行く。陽成美はいつになくそわそわしている。遠くを見たり、足あし下もとを靴くつでそっと叩たたいてみたり、明らかに挙動不ふ審しんだ。
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「ちっ……ついてくるのね」

　一つ後のゴンドラに絵麗奈が乗り込んでいるのが見える。絵麗奈は窓から首と手を出し、なんとかこちらを撮さつ影えいしようとしている。このゴンドラは天てん井じようがガラス張りなため、上から下は見やすいが、絵麗奈の位置からでは、ゴンドラの底が見えるだけだ。

『ゴンドラの窓から顔を出さないで下さい』

　あ、放送で怒おこられてる。

「下ばっかり見てないで、なんか喋しやべったら？　高いところに昇ったら言うことなんていくらでもあるでしょ。ふはは、人がゴミのようだ、とか」

「なんで特務の青二才のモノマネをしないといけないんだよ」

「大たい佐さと言わないところがなかなか通つうね」

　それきり長い沈ちん黙もくが続く。ゴンドラはちょうど頂点付近に差し掛かかろうとしていた。観覧車が止まって閉じ込められたり、ヒーローが助けにきたり、別のゴンドラに美少女を連れて飛び移ったり、なんてイベントは起きないまま折り返し地点だ。

「な、なんか喋りなさいよ。こういう時は男が盛り上げるものだと聞いた……じゃない、ものでしょ」

　陽成美の暴言にもいつものキレがない。いったいどうしたんだろうか。

「日本ではデートと書いて接待と読むのか？」

「あたしにはそう思えたけれど……おかしな話ね」

「なんでそんな他ひ人と事ごとなんだ」

　俺はガクっと肩かたを落とした。

「とにかく、何かあたしの気が紛まぎれるような……じゃない、楽しい話をしてよ」

　今気づいたが、よく見ると陽成美の白い脚は小刻みに震ふるえていた。

「もしかして、高いところ苦手なのか？」

「そそそそんなわけないじゃない」

　さっきから様子がおかしいのは、怖こわかったからか。

　ガタン。

　ゴンドラが小さく揺ゆれた。

「ひゃうっ？」

　陽成美が腰を浮うかした状態で硬こう直ちよくしている。怖がる陽成美！　これはレアな気がするぞ！　なんだかむしょうにかわいい。ちょっとだけ意地悪を言ってみたくもなる。

「誰だれが怖くないって？」

「明日あしたには克こく服ふくする予定なのよ！　明日のあたしは怖がってない予定なんだから、今日のあたしだって高いところは怖くないのよ」

　陽成美はそうとう混乱しているのか、めちゃくちゃな理り屈くつをぶちあげた。

「高いところ苦手なら、なんで観覧車になんか乗ろうって言い出したんだよ」

「それはもうすぐわかるわよ。高くない高くないたかくないタカクナイ……」

　震える陽成美がシャツの裾すそをぎゅっと握にぎってきた。

　か、かわいいかもしれない。これから陽成美に会うときは、常に高いところがいいなあ。

　上からは絵麗奈がカメラでこちらを狙ねらっている。今度データをコピーさせてもらおう。

　こういうときは肩を抱だいたりしたほうがいいのだろうか。そんなことをすれば、鉄てつ拳けんが飛んできそうだ。でもこんなかわいい娘この肩を抱く機会なんて一生ないかもしれない。

　ぬおお……俺はどうすればいいんだ。

　と悩なやんでいるうちにゴンドラは地上へと着いた。

「さっさと降りるわよ！　降りたらダッシュ！」

　地上に着いた途と端たん元気になった陽成美は、ゴンドラを降りると同時に走りだした。

「そんなに観覧車が嫌いやだったのか」

　陽成美に並走しながら訊きく。走りながらも陽成美は慌あわてて否定する。

「違うわよ！　これで絵麗奈をまけるでしょ。一日中撮影されるなんてまっぴらよ」

　気持ちはわからなくもない。勝手に撮影されるというのは気持ちのいいものではない。陽成美の恥はずかしい姿は観覧車で撮影済みなので、これ以上絵麗奈に付き合う必要はないだろう。

　ちらりと後ろを振ふり返ると、絵麗奈が両の拳をふりあげつつ何か叫さけんでいる。

「だったら観覧車より次の人との間かん隔かくが広いアトラクションがあっただろ」

「それだと出口で待たれるかもしれないじゃない」

「俺の能力で逃にげるってのは？」

「絵麗奈から逃げるためだけに、退学の危険は犯おかせないわ」

「そういや、学外での能力の使用は厳禁だったな」

　中ちゆう二に病びよう患かん者じやが集まっている以上、学園には特別なルールが存在する。その一つが学外での能力使用禁止だ。学外で能力を使うと何かと問題の起きるケースが多いであろうことは想像に難かたくない。バレれば一発退学という重い罰ばつが待っているのも、納なつ得とくできないこともない。

「そゆこと。ここに入るわよ！」

　曲がり角で急停止した陽成美は、古びた門の中へと俺を引きずりこんだ。

「おい何す──」

「黙だまって。ここに入ってやり過ごすわよ」

　古びた門は、お化け屋や敷しきへの入り口だった。

　このアトラクションは、お化け屋敷とミラーハウスが合体しているのが特とく徴ちようだ。

「さあ行くわよ！」

　観覧車の時とは打って変わって、陽成美は実に楽しそうだ。

　先へとずんずん進んでいく。

「おい、あんまり先行くなよ」

　アトラクション内は、無数の鏡が立ち並んでいる上に、ゾンビや幽ゆう霊れいに扮ふんしたスタッフが徘はい徊かいしていたり、スチームや音、光などで客を脅おどかす仕し掛かけが多数配置されていたりする。一いつ旦たんはぐれると合流するのは難しいだろう。

「あいたっ……たたたた……」

　陽成美は鏡にぶつけたおでこをさすりつつ先へと進んでいく。たまに立ち止まっては空間に投とう影えいされた立体映像を興味津しん々しんに眺めている。

「ふうむ。コンセプトはこれと言ってないみたいね。ゾンビと垢あか舐なめを一いつ緒しよに出してどうするのかしら。怪かい談だんはバックボーンがあって初めて恐きよう怖ふを味わえるのに、これじゃあ拍ひよう子し抜ぬけだわ。冒ぼう険けんがわくわくするのは、トラップによる命の危機もそうだけど、伝説に即そくした謎なぞ解ときだったり、悲ひ哀あいの籠こもった強大な敵だったりするわけじゃない？」

「じゃない、と言われても……」

　そんなこと知らねえって。

「お兄さんの衣い装しよう、なかなかイカしてるわね！　爛ただれ顔のメイクなんてプロ並みじゃない。こういうのってどれくらい時間がかかるものなの？　あ！　こっちのロッカーは自動で震えるしかけなのね。なかなか凝こってるじゃない」

　スタッフさんが怖がってるだろ。やめてあげろよ。

　俺は正直お化け屋敷があまり得意ではないのだが、あまりに楽しそうな陽成美を見ていると、恐怖など感じるはずもない。

「はっ……！　しまったわ。忘れてた」

　突とつ然ぜん立ち止まった陽成美は、ぽりぽりと頬ほおを掻かいていた。

「今度は何だ？」

「ううん、こっちの話。先に進みましょ」

　陽成美はきょろきょろしながらゆっくりと手て探さぐりに進んでいく。

　どこかからものすごい悲鳴が連続して聞こえてくる。

「あきらかに人間がつくったものに、そこまで怖がる意味がわからないわ」

「身も蓋ふたもないなあ」

　などと無む駄だ話ばなしをしていると、突然、天井から壊こわれかけの血みどろマリオネットが降ってきた。宙ちゆう吊づりになったマリオネットはこちらを向いてケタケタと笑い声を上げる。

「きたっ！　きゃー」

　棒読みで悲鳴を上げた陽成美は、俺の腕うでにしがみついてきた。しがみつくと言っても、遠えん慮りよがあるらしく、そっと触ふれる程度だ。胸が腕に微かすかに触れたり離はなれたりを繰くり返す。

　そのたびに、押し上げられた胸の谷間がちらちら見える。

「おお……」

　いかん、顔がにやけないよう気を付けないと。

「ちょっと、なんて顔してんの！　このスケベ！」

　陽成美の拳こぶしが俺のみぞおちにめり込む。顔に……出てたか……。

「ぐはっ……」

　床ゆかに崩くずれ落ちた俺の前には、髑どく髏ろがごろごろ転がっている。その中には腐くさりかけの肉がついたものもある。ひええ、飛び出した眼球と目があった。

「なんなのよもう、あの本通りにしてもロクなことにならないじゃない。何が初デート必勝マニュアルよ」

「お前、やっぱりデートは初めて……」

「う、うるさいわね！　さっさと行くわよ」

　陽成美は一人で先へと進んでいく。

「おい……あんまり先に行くなって……」

　殴なぐられた腹が痛くてあまり早く歩けない。そもそも、おでこを鏡にぶつけても気にせず突つき進むという、ミラーハウスの楽しみを無視して突とつ撃げきする陽成美のスピードに、まともについていこうというのが無理なのだ。

　ほんとにしょうの無いやつだ。はぐれたら大変なので、ちゃんと追いかけ……追いかけ……？　あれ？　もしかしてもうはぐれた？

　周囲に見えるのは鏡に写った自分と、怪物達ばかり。

　とりあえず、デタラメに歩いてみることにするが、誰でも出口に出られるはずの作りなのに、一向に出口へ辿たどり着かない。

　すると突然、ぽん、と後ろから手を置かれた。

　このアトラクションのルールとして、スタッフと客は絶対触れ合わないというものがある。そう入り口に注意書きがしてあった。ということは……もしかして……ホンモノ？

　恐おそる恐る振り返ると、そこには白い服を着た美人が怒いかりの形相で立っていた。

「ひゃうううっ？　やっぱりホンモノだ！」

「誰がホンモノよ！」

「え、絵麗奈……？」

　現れたのは涙なみだ目めの絵麗奈だった。こいつ、今にも泣き出しそうじゃないか。

「はぁ……やっと追いついたわ。まったく、なんてところに入るのよ……一人でお化け屋敷に入る女の子なんて聞いたことないわ」

「一人で遊園地に来てる時点でそこは気にする必要ないだろ」

「あなたは今、言ってはならないことを言ったわ！」

「やっぱ気にしてたんだな」

　絵麗奈は「うぅ～」とスカートの裾を握り、上うわ目め遣づかいで俺を睨にらんだ。

「観覧車に乗ったあたりで、もしかして私ってイタいかもしれないと、少しだけ思ったわよ」

「それでも少しなのかよ、気づくの遅おそいし！」

「ところで陽成美は？」

　ツッコミをスルーしやがった。

「先に行っちまった」

「はぐれたの？　だったらさっさとこんなところ出まキャーッ！」

　絵麗奈が突然鼓こ膜まくが破れるほどの悲鳴をあげて、俺の腕にしがみついてきた。前を見ると、さっきも出会った血みどろマリオネットが天てん井じようからぶら下がっていた。

　胸！　胸が！　おっぱいが腕にあたってるから！　あたってるというより、腕が二つのましまろさんに挟はさまってるから！

　涙目になって震ふるえる絵麗奈は、あっち、あっち、とうわ言のようにつぶやきながら、ある方向を指差している。

「どっちどっち？」

　面おも白しろいのでちょっとおちょくってみた。

「あっちあっちあっちあっち！　出口あっち」

　ちょっとかわいそうになってきた。とりあえず涙目絵麗奈さんの指す方に進んでみる。

「そこ、右。そこ、右」

　壊れたロボットみたいで面白いなあ。指示通りに歩くと、一度も鏡にぶつかることなく、先へ進むことができた。

「なんでこんなに詳くわしいんだ？　実は好きなのか？」

　俺の問いに絵麗奈はぶんぶんと首を横に振る。

「もし入るはめになってもすぐ出られるように、アトラクションの構造をネットで調べて、覚えてきた」

　そこまで調べてくるとは……よっぽど苦手なんだなあ。

　腕にしがみつかれたままというのは歩きにくいことこの上なかったが、おっぱいの魔ま力りよくに負けたのと、ここまで怯おびえた絵麗奈を引き剥はがすのは気がひけたのとで、そのまま歩くことにした。

　途と中ちゆう出会ったゾンビにあからさまな舌打ちを何度かされた。

　こんな美人を連れて歩けばそれくらいはされるだろう。俺だったら心の中で百回は呪のろい殺すしね。

　しがみついて震える絵麗奈が、だんだん妹かなにかのように思えてきた。

　お化け屋敷の暗くら闇やみも手伝って、俺は絵麗奈の頭を撫なでてしまった。普ふ段だんの俺なら絶対にしないことだ。

「な、なによ。気安く触さわんないでよ！」

　自分が俺にしがみついていることを棚たなに上げているのか、それとも気付いていないのか、絵麗奈は唇くちびるを尖とがらせ、俺を真まっ直すぐ見つめてくる。

　絵麗奈は女子にしては身長が高めで、ヒールを履はいている今の状態で俺と同じくらいの身長がある。

　顔も近寄りがたいほど整っているため、ビジュアル的には俺がイメージするところの姉属性だ。

「妹っぽいかわいさもあるんだなと思ってな」

　今日の俺はどうかしているのかもしれない。久しぶりの、そして初めて女の子と来る遊園地に舞まい上がってるとしか思えない。女の子に面と向かって『かわいい』などと言うなんて。

「かわいい……？　私が？　綺き麗れいとか言われたことはあるけど、かわいいだなんてキャーアアアアアッ！」

　ぬりかべでも怖こわいのか。重じゆう症しようだねこりゃ。

　その後も何かが出てくる度たびに、絵麗奈は悲鳴を上げ、おいしい客が来たとスタッフに追い回されるのを繰り返しながら、やがて出口へとたどり着いた。

　ぐったりしている絵麗奈に肩かたをかし、半ば引きずるようにしてゲートを出た。

「大だい丈じよう夫ぶか絵麗奈？」

「うう……太陽さんってステキ……えぐえぐ……」

「ああもう、完全に泣いちゃってるじゃねえか。これで涙ふけよ」

　こういう時のために持ち歩いている、未使用のハンカチを差し出す。持っててよかった、対女の子用ハンカチ。

「うぐ……ありがと」

　絵麗奈は顔を真っ赤にして俺を見上げてくる。こんなに赤くなるほど泣いちまって……よっぽど怖かったんだな。

「おっそーい！　もう、はぐれるなんて。しっかりついて来なさ……なんで、絵麗奈と一いつ緒しよにいるわけ？」

　出口で待っていた陽成美が俺を見つけ、駆かけ寄ってきた。しかし、俺の陰かげに絵麗奈がいるのに気づくと、立ち止まって眉み間けんに皺しわを寄せた。

「いや……これは……ちが……」

　なんで俺がオロオロしてんだ。

「なんであんたらがイチャイチャしてんのかって訊きいてんのよ！」

「イチャイチャなんてしてねえよ！　俺は絵麗奈を外に連れて来ただけだ！」

「黙だまれ！　これはあたしとのデートでしょ！　そりゃ、成り行きだけど……でも……」

　歯を食いしばって拳を握にぎりしめた陽成美が口を開いたその時、

「きゃあああああああ──────っ！」

　園内に悲鳴が響ひびいた。







　周囲の反応は、無関心を決め込む者が半分、野や次じ馬うま根こん性じようを出して悲鳴の方へと向かう者が半分といったところだ。俺達は後者だった。

　やがて、広場に人だかりが見えてきた。テーマパークにはそぐわない緊きん張ちよう感が、これがショーではないことを物語っている。

　人だかりの中心にいるのは、髭ひげ面づらのむさいおっさんだった。デニムのパンツにカッターシャツという特とく徴ちようのない格好をしているが、その手に握られた大ぶりのナイフが太陽の光をギラギラと反射している。

　ナイフと反対の手には、小さな女の子が捕つかまっていた。胸むな元もとのペンダントや、高そうな生き地じのワンピースから、お金持ちのお嬢じようちゃんだと一見してわかる。男は女の子の髪かみをつかみ、引っ張り上げている。

「いだいぃっ！　びええええ」

「うるせえ！　黙らねえとブッ殺すぞ！」

　泣き叫さけぶ女の子を男が恫どう喝かつする。デタラメにナイフを振ふり回し、野次馬を牽けん制せいする男は、マスコット達が突とつ発ぱつでパフォーマンスをするための、ちょっとしたステージへと上がった。

　ふと野次馬達をみると、その中にイヤモニターをつけた黒服が何人か混ざっている。あれが噂うわさのＳＰセキユリテイー・パーソンという奴やつだろうか。

　男は女の子の首筋にナイフを突き付けた。

「要求を言うぜ！　この娘むすめを殺されたくなかったら、中二病研究機関アグリツパにいる化物どもを全員殺せ！」

「（なんだ、中二病研究機関アグリツパって）」

　俺は隣となりの陽成美に小声で訊いてみる。しかし、陽成美は目を大きく開いて男を見つめたまま、ピクリとも動かない。

「（陽成美……？）」

「（え……？　あ、なに？）」

　陽成美は俺の声にも上の空だ。

「（どうかしたのか？）」

「（なんでもない……）」

　陽成美にしては珍めずらしく歯切れが悪い。

「（もしかして、アグリッパについて、何か知ってるのか？）」

　俺の問いに、陽成美は少し迷ったようだが、静かに語りだした。

「（中二病を研究し、軍事利用を企たくらむ……各国政府と強い繋つながりを持った死の商人よ。能力者を洗脳して直接『商品化』することもあれば、能力を解かい析せきして武器に転用することもあるわ。大方、あの男は反はん中ちゆう二に病びよう団だん体たいの過激派ってところね）」

　反中二病団体については聞いたことがある。中二病患者は全員隔かく離りすべきだとか言っている団体で、その中でも過激派は、中二病患者を全員殺すべきとしているらしい。

「返事がねえなあ！　こいつも化物だから助ける必要はないってか？」

　男は女の子の胸に下がるドッグタグをナイフでつついた。それを見た陽成美は、自分の胸に下がるドッグタグをぎゅっと握りしめる。

「（そのドッグタグって……）」

「（アグリッパに登録された能力者に着用が義務付けられるものよ。奴らがデータをとれると判断すれば、多少のわがままが利きくかわりに、ＧＰＳ機能つきのコイツのせいで行動は筒つつ抜ぬけ。まさに首輪ってところね）」

　陽成美は自じ嘲ちよう気味に笑った。

　そうか、陽成美が以前言っていた、金をだしてくれる『機関』というのがそのアグリッパなのだろう。

　男はなおも続ける。

「知ってるんだぜえ？　コイツは政府のお偉えらいさんの娘なんだろ？　そこらの奴とは命の重みが違ちがうよなあ？　俺はどっちでもいいんだけどねえ。中二病研究機関アグリツパの化物共が死ぬのもヨシ、ここで一人化物が死ぬのもヨシだ。俺の娘と同じ目に遭あわせてやる！　警察は事故だって言ってやがったがなあ。中二病の阿あ呆ほうに殺されたんだよ！　さあ、十数える間に結論を出せ！」

　男は自分がどうなるかなど考えていない目だ。脅おどしではなく確実にやるだろう。

　──十！　九！　八！

　男はナイフを振り上げ、カウントダウンを始めた。

「ふざけてるわ……」

　陽成美の髪がざわりと逆立った。

「おい陽成美、何するつもりだ」

　──七！　六！　五！

「二人がちょうどいいかしらね」

　陽成美は俺の手をぎゅっと握り、反対の手で男を指さした。

「ロック！」

「ああん？　なんだてめえ！」

　陽成美の上げた声に、男がこちらに気付いた。

「シュートッ！」

　陽成美がそう叫んだ瞬しゆん間かん、まるで何かに吸い取られたように、俺の全身から力が抜ぬける。

　それと同時に、空一面が一瞬強く輝かがやき、ナイフの切っ先を中心に、刃やいばをすっぽり覆おおうくらいの太さをした光の柱が天空を貫つらぬいた。

　やがて、円形に溶とけたアスファルトを残し、光の柱は消えた。

　男の持つナイフの刃は溶けて無くなり、柄えは赤熱している。

「熱あつぁっ！」

　男がナイフを取り落とす。

　黒服達の動きは早かった。男をあっという間に取り押さえ、女の子を確保した。

　女の子は怯えた表情で陽成美を見ている。それに気付いた陽成美は、一瞬だけ悲しげな顔をした。

「これがあたしの能力。指定した座標に太陽光を集める『太陽の柱サンシヤイン・ピラー』よ。手をつなぐ人の体力と数が増えるほど、その威い力りよくは加速度的に大きくなるわ。手をつないだ人は体力を大きく失うけどね」

　見覚えのある光だった。何度も夢に見る光。あれはまだ小学生の頃ころだ。早くから中二病にかかった生徒が妙みように多いクラスでのキャンプ学習。これと同じ光──あのときはもっと大きな光だったが──が小島を消し飛ばした。光の柱を作りだした女の子は翌日から学校にこなくなり、急なクラス替がえが行われた。あの子、名前はなんといったか──

「二十人も集めれば、島を消しよう滅めつさせたりもできる？」

「慧……それをなんで……痛っ！」

　何かを言いかけた陽成美の腕うでが、突とつ然ぜん背後に捻ひねりあげられた。副委員長っ!?

「動かないで。私の『思考盗聴ブレイン・バギング』のことは知っているでしょう？　妙な考えをおこせば、このまま腕を折ります」

　副委員長は冷れい徹てつな瞳ひとみのまま、平へい淡たんな声で言った。

「なんでこんなところに委員長の腰こし巾ぎん着ちやくがいやがる！」

「残念ながら、僕もいるよ」

　いつのまにか俺達から離はなれ、遠巻きに見ていたギャラリーの中から、真臣が現れた。

「監かん視ししてやがったのか？　休日だってのにご苦労なことだ」

　俺は皮肉たっぷりに言ってやった。

「なあに、仕事だからね。それより、夜や会かい君。校則を破ったね？　学外での能力の使用は厳禁だと知っているだろう？　特にキミはね」

　陽成美の奴、それをわかってて女の子を助けたのか！

　こいつ、俺が思っている以上に、中二病患者のことを考えてる……？

　陽成美はちらりと俺に視線を向けた。

　それに気付いた副委員長の瞳が一瞬、金色に輝いた。

「ふうん、そういうこと」

　副委員長が俺と陽成美を見比べ、薄うすく笑う。

「他人の心を覗のぞいてんじゃないわよ！　ぎぃっ──」

　陽成美が食ってかかるも、腕を強く捻り上げられる。

「陽成美……あなた一体何者なの？」

　なりゆきについていけなかったのか、今まで放心していた絵麗奈が続ける。

「この学校に来たとき、委員長にみんな言われるわ。『夜会陽成美には関かかわるな』と。そんなに深い意味があるとは思ってなかった。でも、こうして休日にまで監視されてる。なぜ……？　いいえ、問わなくてもわかるわね。あなたの能力は使い方によっては……」

　絵麗奈は瞳に怯おびえの色を浮うかべ、一歩後ずさる。それを見た陽成美は寂さびしげに微笑ほほえんだ。

　こんなときこそ、クールな男の真価が問われる。学外で能力を使ったらどうなるかがわかっていてなお、陽成美は女の子を助けたのだ。俺だって……俺だって何かしないと！

　だが、何を言っていいのか、気の利いたセリフも行動も思いつかない。

　俺はただ口を噤つぐんで立ち尽つくすことしかできない。

「その辺にしてもらえるかな。僕達はこの女を連れ帰らなければならない」

　真臣は副委員長に顎あごで合図をすると、陽成美を連れていこうとした。

　待てよ……どこに連れて行くんだよ！

「待って！」

　人々が黙だまって見守る中、声を上げたのは、陽成美に助けられた女の子だった。

　ＳＰに抱だきかかえられた女の子は、涙なみだでぼろぼろになった顔で笑え顔がおをつくり、

「お姉ちゃん！　ありがとう！」

　と、大きな声で言った。

「いいのよ……」

　陽成美は顔をくしゅっと歪ゆがめながらも、涙を流すことなく、女の子に手を振ふった。

　副委員長に促うながされ、陽成美はこちらに背中を向けて歩き始める。その姿はまるで罪人のようだ。

　だめだだめだ！　ここで黙だまっている男なんて絶対クールじゃない！

「俺たちのリーダーを連れて行くな！」

　子供か俺は！　そんなことを叫さけんだところでどうこうなる相手じゃないことはわかってる。だけど、黙ってるだけなんて絶対ダメだ！

　さあ陽成美、いつもみたいに命令してくれよ！　ここから逃にげ出す作戦とかあるんだろ！

　陽成美は首だけこちらに向けると、

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　とだけ呟つぶやいた。その表情は垂れた横よこ髪がみに隠かくれて見ることができない。

「なんだよそれ……大丈夫って……全然大丈夫そうじゃないだろ！」

　こんなにしおらしい陽成美なんて初めて見たぞ！

　しかし、俺の言葉に陽成美は肩かたを一いつ瞬しゆん震ふるわせただけで、何も応こたえてはくれなかった。

　俺は思わず陽成美の背中に向かって手を伸のばす。空を掻かいた手は触ふれるものを見つけられず、だらりと垂れ下がるだけだった。

「さよなら」

　こちらに背中を向けたまま、ただその一言だけを残して、陽成美は二度と振り返ることはなかった。








　第三章　恋こいなど粘ねん膜まくが作り出す幻げん想そうにすぎん




　陽ひ成な美みはもういない。

　めんどうな奴やつだと思った。だがそれ以上に尊敬し始めていたと気付く。

　急にいなくなると、心にぽっかりと穴があいたようだ。心の隙すき間まを埋うめてくれそうな怪あやしいセールスマンに頼たよりたいくらいだ。

　やっと睡すい魔まがやってきたのは、太陽が昇のぼり始めたころだった。

　何もする気が起きない。俺はそのまま日曜をベッドの上でぼんやりと過ごし、月曜がやってきた。

　教室へ向かう途と中ちゆう、空っぽの頭に生徒達の話し声が飛び込んできた。

　陽成美はもう戻もどってこない。そんな内容ばかりだった。

　全ぜん寮りよう制せいだけあって噂うわさが回るのは早いようだ。

　俺は教室の入り口に立ち、中を見み渡わたした。

　心なしかクラスの空気が暗い。

「おはよ」

　後ろからぽんと肩を叩たたいてきた絵え麗れ奈なの目には、メイクでごまかしきれないクマがうっすら見える。

　そこへ、鉄てつ平ぺいがかけよってきた。

「ヤッカイさんがいなくなったってどういうことだ!?」

「一昨日おととい、遊園地でちょっと色々あってな……」

「遊園地での噂ならなんとなく聞いたが……いつもの『まあ、ヤッカイさんだからな』じゃすまないことが起こったのか？」

　休日だったというのに、土曜の噂は既すでに回っているらしい。だが、詳くわしいことは鉄平も知らないようだ。

「校則違い反はんで真さね臣おみに捕つかまっちまったんだよ」

　詳しい説明をする気にもなれず、そうとだけ言うと、鉄平はがっくりと肩を落とした。

「ヤッカイさん、いなくなっちまうのか……」

　気付けば、登校しているクラス全員が俺に注目し、鉄平と似たような表情をしている。

　なんだ、陽成美の奴、ヤッカイ扱あつかいはされてるけど、嫌きらわれてるわけじゃなかったんだ。

　なんでかわかんないけどちょっと嬉うれしいな。陽成美が中ちゆう二に病びよう患かん者じやのことを考えて動いてるってのをみんな少しは感じてくれてるのかもしれない。……面おも白しろがってるだけかもしれないが。

　これなら少し救われる────なんて言うわけねえ！　不覚にも今の今まで凹へこんで動けなかったが、そんなのはクールな男のすることじゃねえよなあ！

「なあ鉄平！　陽成美を助ける方法ってのはないのか？」

　俺は鉄平の肩をがくがく揺ゆすった。

「やめろやめろ！　ないって！　校則違反で委員長に捕まって、退学にならなかった奴はこれまで一人もいない。抗こう議ぎをしようにも教員は委員長の言いなりだし、その委員長は処分が下りるまでは行方ゆくえ知れずだ」

「処分が決まるのはいつだ？」

「捕まったのが土曜なら、今日中には決まるはずだ」

「よし、わかった」

　その答えを聞いた瞬間、俺は教室を飛び出していた。




「おい！　無む駄だだって！」

　鉄平の声を背中に聞きながら、俺は廊ろう下かを駆かける。

　無論、真臣を捜さがすためだ。もう直じか談判しかない。

　職員室では相手にされず、委員長室には誰だれもおらず、そこらの生徒に聞き込みをしても何の情報も得られなかった。

　わかったのは、真臣はどこかで陽成美を退学にする手続きを進めているらしいということだけだった。

　俺はひたすらに校舎内を走り回った。入学案内を流し読みした時のおぼろげな知識を頼りに、思いつく場所を片かたっ端ぱしから訪おとずれてみる。

　全すべての教室を見てまわり、使用中の会議室に飛び込んでは教師に怒おこられ、体育館では飛んできたボールが顔面に当たり、テニスコートでは誤解からラケットを投げつけられた。一部の戦せん闘とう系能力者のために用意された闘技場では、武器庫の中までのぞいてみた。

　しかし、何の成果も得られないまま、やがて下校時刻となり……俺は見回りに来た守衛につまみ出された。







　またしても眠ねむれない夜を越こえた翌朝。俺は真臣の教室の前で、廊下をキョロキョロと見回していた。

　上級生達が奇き異いの視線を向けてくるが、そんなことは気にしていられない。

　クラスの半分くらいが登校してきた頃ころだろうか。目的の真臣がピンと背筋をのばし、規則正しい歩行で廊下を進んできた。

「委員長っ！」

　俺は真臣に駆け寄った。

「陽成美の退学を取り消せ！　あいつは人助けをしただけだろう！　それなのに退学なんておかしい！」

　真臣は詰つめ寄る俺に一いち瞥べつをくれると、無視して廊下を進む。

「てめえ！　無視してんじゃ──」

　後ろから真臣の肩に手をかけようとした瞬間、俺の視界がぐるりと回転、その直後、背中に鈍どん痛つうが走った。

「がはっ──！」

　投げられた？　何をされたのか全くわからなかった。こ……呼吸ができない……。

「僕に気安く触れないでもらおうか。貴様も退学にするぞ」

　真臣は抑よく揚ようのない声でそう言うと、自分の教室へと入って行った。




　その後も俺は休み時間の度たびに、真臣につきまとった。

　しかし、ことごとく軽くあしらわれ、全く相手にされない。そうしているうちに、昼休みになってしまった。このまま真臣をつけまわしてもらちが明かない。

　どうすりゃいいんだ……何か……何か方法はないか……。

　まとまらない思考を抱かかえながらふらついていると、勝手に俺の足が向かったのは、Ｔ２Ｔテイー・ツー・テイー本部だった。

　テントの入り口で自然と足が止まる。ここにはもう陽成美はいないのだ。

「…………帰ろう」

　俺が踵きびすを返したその時、

「遅おそいじゃない！　Ｔ２Ｔ会員たるもの、ホームルームが終わる前には本部に集合しなさいよね！」

　背後から聞き慣れた……それでいて、もうずっと長いこと聞いていなかったような気がする声。

「陽成美……？」

　振り返ると、そこにいたのはやはり陽成美だった。

「やっほー」

　陽成美は何事もなかったかのような笑え顔がおで、手をひょいっと上げた。

「やっほーじゃねえだろ！　土曜日はあんな別れ方をするからてっきり……」

「二度と会えないと思って寂さびしかった？」

「べ、別に寂しくなんてねえよ！　校則違反の件はどうなったんだよ！」

「ん？　んーとね、なんとかなった」

「なんとかって……あの委員長がそう簡単に許してくれるわけないだろ。一体何があったんだよ！　それにもう昼休みだぞ！　今までどこにいたんだ！」

「そのうち機会があったら話すわよ。だいじょーぶ、慧けいに迷めい惑わくはかけないから」

　陽成美はいたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「迷惑はかけないってのは全く信用ならねえけどな！　……でも、今いま更さら少しくらい迷惑かかってもいいから、困ったことがあったら言うんだぞ？」

「あぅ……な、なかなか部下としての自覚がでてきたようでよろしいじゃないの」

　陽成美は顔を赤らめつつ、俺から目を背そむけた。

「それからな、犯罪はだめだぞ？」

　これはちゃんとツッコンでおかないとな。

「捕まるようなことはしてないわよ！」

「全然説得力ないなあ！」

　あの真臣が簡単にルールを破るとは思えないが、陽成美がここにいる以上、なんとかしたのだろう。中二病研究機関アグリツパの人間であることが効いたのかもしれないが、これ以上詳しいことは訊きいても教えてくれそうにない。陽成美を信じるしかないな。

　まずは、陽成美が戻ってきたことを良しとしよう。

「さて、めでたくあたしも戻ってきたことだし、今日から四日間、Ｔ２Ｔの活動強化期間にするわよ！」

「いきなり全力全開だ!?　ちょっと落ち着こうぜ！」

　つっこみつつも、俺は違い和わ感を覚えていた。

　一見、いつもの元気な陽成美なのだが、どこか焦あせりのようなものを感じる。いや、あくまで俺の勘かんだけで、根こん拠きよなんてないんだが。

「乙女おとめの命は短いのよ！　ガンガンいかないと！」

「ガンガン行く陽成美に付き合ってたら、こっちの寿じゆ命みようが縮むんじゃないかなあ！」

「ごちゃごちゃ言ってないで！　依い頼らいは自分から取りに行かないとね！　事件は現場で起きてるんだから！　さっさと校内パトロールに行くわよ！」

「その有名なセリフは、事件にどんどん首をつっこもうぜって意味じゃねえからな！」

　何を言ったところで陽成美が止まるはずもなく、俺は校内パトロールへ付き合わされることになったのだった。




「ちょっとあなた。なにか困ってることはない？　Ｔ２Ｔが万ばん事じ解決しちゃうわよ！」

　俺を伴ともなった陽成美は、校内で見かけた生徒に片っ端から声をかけていった。

　声をかけられた生徒は決まって、陽成美に驚おどろいた後、じっと俺の方を見る。おそらく陽成美が誰かを連れて歩いているのが珍めずらしいのだろう。

　うぅ……ダメな意味で有名になっていく……。

「ほら慧！　あなたも何か言いなさいよ！」

　陽成美に促うながされるまま、しぶしぶ俺も生徒に話しかけてみる。

「困ってることはないか？　陽成美に任せられないことでも俺がクールに解決するぜ？」

　と、俺が精せい一いつ杯ぱいの笑顔でクールに問いかけても、生徒達の表情が和やわらぐことはなかった。

　生徒達の反応は大方こんな感じだ。

「まさに今！　ヤッカイさんに話しかけられて大変こまっています！」

「ないないないです。ヤッカイさんの手を煩わずらわせることなんて！」

「うええええん、ごめんなさあああい！」

「あなたもヤッカイさんの仲間なの？　ヤッカイ二号？」

　おい！　最後の奴やつ！　失礼にもほどがあるぞ！

「ちょっと！　なんで逃にげるのよ！　助けてあげるってばぁっ！　ちぇー……」

　陽成美は逃げていく生徒の背中を眺ながめながら、カカトで床ゆかをがすがす蹴けっている。

　すると、廊下の先から言い争う声が聞こえてきた。

「腕うでずくでも阻そ止ししてやる！」「バカめ！　僕が君に力で敵かなうか！　必死ににげてやる！」

　声からするに男二人だ。

　それを聞いた陽成美は、とたんに瞳ひとみに輝かがやきを取り戻もどした。

「トラブルよトラブル！　行くわよ慧！」

　陽成美はスカートを翻ひるがえし、全力で駆けて行く。

　テンションの落差についていけねえ！




　もめているのは、シルバーフレームの眼鏡をかけたやせぎすの男子生徒と、ラグビーかレスリングでもやっていそうなごつい体格の男子生徒だった。

「しつこいぞ石いし田だ！　僕を捕つかまえることなどできやしない！」

　石田と呼ばれたごつい方が、やせぎすの男子を捕まえようと腕を振ふり回している。

「ええいちょこまかと！　さっさと捕まってしまえ風かざ祭まつり！　全力で逃げるとは、それはそれで潔いさぎよしだがなあ！」

　やせぎすの男子生徒──風祭──は石田の腕をまるで動きを読んでいるかのごとく、ひょいひょい避よけている。

　そうは言っても、場所は狭せまい廊ろう下かだ。逃げる風祭が徐じよ々じよに追い詰められていく。

　急転回しようとした風祭が足を滑すべらせた。

「しま──っ！」

　尻しり餅もちをついた風祭は奥歯を噛かみしめ、石田を見上げた。

「風祭、覚かく悟ご！」

　石田が風祭に襲おそいかかろうとしたその時、

「喧けん嘩かはよくないわよ！　やめなさいよ！　なんならあたしに事情を話してくれてもいいのよ？」

　陽成美が二人の間に割って入った。こいつ、喧嘩の仲ちゆう裁さいにしては笑顔すぎる！

「「陽成美ちゃん！」」

　なんでちゃん付けだよ！　うぅむ……よくわからないがもやもやする。

「これは良い機会だね。せっかくだから本人を前にして勝負しようよ」

「望むところだ！」

　風祭と石田は二人で盛り上がっている。

「何の話よ？」

　困こん惑わくする陽成美に風祭が詰め寄った。

「僕達は陽成美ちゃんのことが好きなんです！　だからどっちが告白するかでもめていたというわけです」

「え……好きって……？　あたしを？」

　こういう事態には慣れていないのか、陽成美はおろおろと目を泳がせている。

「そう！　俺はあなたに恋こいしている！　愛している！」

　石田も風祭に続いて陽成美に詰め寄る。今にも飛びかかりそうな勢いだ。

「ここここここ恋!?　愛って何!?　それってあれよね……貢みついだり貢がれてどろりどろーり」

　陽成美の目はもはやぐるぐると渦うずをまいている。女の子をこんなに困らせるなんて、どう考えてもクールじゃない。

「お前ら！　陽成美が困ってるだろ」

　俺は陽成美を庇かばうようにして二人の前に立ちはだかった。
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「なんだぁ？　お前はぁ？」

　石田が昔の不良のようにガンをつけてくる。

「お、俺は不知火しらぬい慧！　不本意ながらＴ２Ｔの会員だ！」

　俺はやけくそで自じ己こ紹しよう介かいしてやった。

「陽成美ちゃんと同じ団体だって？　まさか……キミも陽成美ちゃんのことが好きなのか！」

　風祭がろくでもない勘かん違ちがいをはじめた。

　ち、ちが──ぐぬぬっ！

　いや、ここで無理に否定するのもクールじゃないな。スマートに違うことを伝えよう。

「俺はただ、（仮にも女の子である）陽成美を（自分のクールさを磨みがくためにも）守ってやりたいと思ってるだけさ」

　ふっ……なかなかのセリフじゃないか。これなら、陽成美を傷つけることなく、クールに否定できたはずだ。

「慧……そこまであたしとＴ２Ｔのことを考えてくれてたなんて……」

　我に返った陽成美は、キラキラした瞳で俺を見つめている。

　あれ？　もしかして変な方向に勘違いさせた？

「わかったわ！　あたし今、考えてたの！　恋とか愛ってまだよくわからないけど、それはきっとお金なのよ！」

　陽成美は握にぎり拳こぶしを胸の前でグッとつきだした。

「この数分でいったい何を考えてたんだよ！」

　なんでそういう結論に至ったんだ！

「何もあたしに貢げって言ってるんじゃないわ。あたしと添そい遂とげてくれる人は、Ｔ２Ｔも盛り上げてくれないと困るもの。つまり、活動資金を稼かせいでほしいってことね」

　人差し指をぴっと立ててかわいく言ったって、内容はかなりえげつないから！

「人の心を金にかえるようなマネはだめだろ！」

「だって……好きとか言われても、他ほかにどうしていいかわかんないんだもん……」

　涙なみだ目めで「だもん」て……キャラブレじゃないですかね！　俺を楽しそうに脅おどした陽成美はどこに行ったんだよ。

「よっしゃ！　資金稼ぎ勝負に勝てば、陽成美ちゃんとつきあえるってことだな！」

「なるほど！　それはわかりやすいね！」

　しかし二人はノリノリだ！

「え？　あれ？　そういうことになっちゃうんだっけ……？　うぅ……ああもう！　わかったわよ！　も、もちろん慧もこの勝負に参加するのよね!?」

　なぜだかラジオ体操第二を始めた二人を見た陽成美は、ぐるりと俺に向き直った。若じやつ干かん涙目である。

　こいつ……あんまり考えずに発言したな……。

　しょうがねえ。ここで見捨てるなんてのはクールじゃないからな。俺が勝負に勝って、全すべてなかったことにしてやるか。

「はぁ……わかったよ。俺も勝負に参加してやる」

　俺はやれやれといった雰ふん囲い気きで勝負への参加を表明した。ううむ、クールだぜ。

「「やっぱり陽成美ちゃんのことが好きなんじゃないか」」

　勘違いして騒さわぐ二人はめんどくさいから無視しよう。こら陽成美！　困った顔で俺を見るんじゃない！　そこは喜ぶところだ！

「んで。どんな方法で勝負するんだ？」

「そうねえ……手っ取り早くお金を稼ぐとなれば……銀行強ごう盗とうとか？」

「犯罪だそりゃ！」

「判断力、行動力が総合的に評価できるのになー」

「社会適合力が著いちじるしく下がるわ！」

「あたしのは下がらないわよ？」

「俺たちを切り捨てる気まんまんじゃねえか！」

　俺のツッコミに陽成美はしばし考えると、やがて手をぽんっ、と打った。

「じゃあ、アイドルデビューして印税がっぽがっぽ！」

「この三人を見てアイドルって発想にいけるのがすげえよ！　それに勝負つくまでにどれだけ時間かかるんだ」

　どう考えても俺以外の二人は芸人枠わくだろ。ちなみにクールな俺は俳優枠な。

「じゃあブログを作って……」

「アフィリエイトで稼いだ金額で勝負か？」

「そんな額の小さい勝負してどうすんのよ。転売サイトとして運営すんのよ」

「トラブルがおこりまくる未来しか見えねえ！」

「お金持ちの幼女を営利誘ゆう拐かい──」

「犯罪に戻るなって！　しかもなんで幼女限定!?」

「幼女と戯たわむれて癒いやされたいじゃない！　プリ○ュアごっことかしたいじゃない！」

「こっそり町の公園にでも行ってくれ！」

　ちなみに俺はやるならブ○ビーさん役がいいな。

「もう！　なんだったらいいのよ！」

「普ふ通つうにバイトで稼ぐとかじゃだめなのかよ」

「それじゃ勝負にならないでしょ！」

　ぐ……一理ある。

　陽成美は腕うで組ぐみをして考え込むと、小さくため息をついた。

「今回、活動資金はあきらめるわ。Ｔ２Ｔを盛り上げる上で、お金の次に大切なもので勝負しましょう」

「やる気……とか？」

「そんなのあって当たり前よ！」

　俺はないけども！　脅されての入会だし！

「じゃあ何だってんだ？」

「それはね……腕っ節よ！」

「金よりある意味もっと直接的なのきた！」

「中二病患者を助けるためには、色んな能力の問題を解決しないといけないわ。そういうときにモノを言うのは腕っ節なのよ」

　陽成美は得意げに演説している。要するに、俺たち三人で戦えということだろう。いくらなんでも、他の二人が承しよう諾だくするわけが──

「わかりやすくていいな！　やろうぜ！」

「僕の能力は戦せん闘とう向きではありませんが、やりようはあるってところを見せますよ」

　のりのりだあ！　こいつら……なんでもかんでもノッてるだけじゃあるまいな。

「二人はやる気みたいよ。どうするの、慧？」

　陽成美は俺を見てにやりと笑った。

　俺がここで引くなんてクールじゃないこと、するわけないだろ。

「やるさ。勝って陽成美を助ける！」

「バ……バカ！　何恥はずかしいこと言ってんのよ！」

　陽成美は真っ赤になって俺から顔を背そむけ、二人へと向き直った。

「じゃああなたたち二人から戦ってみて。慧はＴ２Ｔ会員特権ってことでシードにするわ。かまわないわよね？」

「いいぜ。陽成美ちゃんに強さをアピールするチャンスが増えるってもんだ」

「僕もかまいません」

　二人は真しん剣けんな顔で頷うなずくと、ゆっくり間合いを取る。

「おっけいっ！　じゃあ……はじめ！」

「視線視聴ウオツチ・ユア・アイズ！」「岩の腕ロツク・アーム！」

　陽成美の声を合図に、風祭と石田が能力を発動した。

　風祭の目が赤く輝かがやく。それと同時に床ゆかにつけた石田の手を中心にリノリウムがめくれ、コンクリートがむき出しになる。そのコンクリートが石田の腕に纏まとわり付いた。

「うおおおおらあああ！」

　石田がコンクリートを纏った腕で風祭に殴なぐりかかった。

　しかし、風祭は石田が腕を振ふり始めるより早く回かい避ひ行動に移る。

「そんな大ぶりが僕に当たるわけがないだろう？　僕の能力を忘れたのかい？　僕にはキミの視線が見える。つまり、キミの動きを予測できるということさ」

　武道の達人でもなければ、大たい抵ていは殴る場所を見るものだ。

「うるせえ！　おらおらおらおらおらあ！」

　石田はそんなことおかまいなしにパンチを連打する。

「いくらやっても無む駄ださ」

「ちょろちょろしやがって！　その顔面へこませてやる！」

　石田はまっすぐ風祭の顔を見たまま、腹へと拳を突つき出した。

　フェイントか！

「おっと危ない」

　石田はぎりぎりながらもそれをかわした。

　読んでいたか！

「けっ！　だが逃にげてるだけじゃあ、いつかは俺が勝つぜ」

「いじめられっ子歴十年以上のキャリアを舐なめてもらっては困るね。護身術の一つくらい身につけているよ。そして、視線が見えるということは、力の流れも見えるということさ！」

　石田の腕を取った風祭が、ひょいと手首を返すと、巨きよ体たいが宙を舞まった。

「がはっ！」

　床に叩たたきつけられた石田はかなりのダメージがあったようで、脚あしが小刻みに震ふるえている。

「くそっ！」

　石田が殴りつけた床が砕くだけた。

「負けを認めたらどうだい？」

「そうは……いくかよ！　俺は陽成美ちゃんが好きなんだ！」

　石田は風祭を睨にらみ上げながら叫さけんだ。

「あぅあぅ……」

　陽成美は目を白黒させながら俺と二人を見比べている。すまん、恋れん愛あいごとのイロハを解決するにはクールポイントが足りないんだ……。

「キミは陽成美ちゃんのどこが好きだって言うのさ」

　風祭が少しこばかにしたように石田に問いかける。

「Ｓっぽいところだ！　あれほど極ごく上じようのＳの匂においがする女はそうそういない！　罵ののしられたい乗られたい踏ふまれたい！」

　立ち上がった石田が堂々と宣言した。

「うぇ……？」

　そんな石田を陽成美はぽかんと見つめている。

「そういうお前はどうなんだ！」

　石田の問いに風祭が答える。

「キミも意外に見る目があるんだね。おおむね同意するが、僕は……そうだな……魔ま道どう士しのコスプレでムチうちなんてしてくれそうなところだな」

「くっ！　なんという想像力！　すばらしき妄もう想そう力りよく！　じゃあ俺はセーラー服にピンヒールの組み合わせでぐりぐりしてもらう！」

「どこを!?　くっ……やるな！　これは意地でも勝たなければならないようだね」

「それはこっちのセリフだ！　いくぞ！　お前の妄想を打ち砕く！」

　熱くなった二人は、お互たがいに陽成美への歪ゆがんだ愛を叫びながら殴り合うのだった。

「しないよ……？　あたし、ムチうちなんてしないよ!?　あと、コスプレを校内に隠かくしてるのをなんで知ってるの!?」

　二人を見た陽成美はどん引きしている。……最後のセリフは聞かなかったことにしておいてやろう。

　陽成美はあわあわしつつ、助けを求めるような視線を俺に送ってきた。

「ち、ちなみに慧はあたしのどこが好きなの？」

　こいつ！　俺を巻き込もうとしてやがる！　陽成美のことを好きだなんて言ってないだろ！

　この流れでどんな回答をお望みなんですかね!?　あいつらと張り合わせようったって、俺はノーマルだからな！




　二人はどれくらい殴り合っていただろうか。疲ひ労ろうが溜たまってきた風祭はさすがに石田の攻こう撃げきを避よけきれなくなり、あちこち傷ついている。

　対する石田は、コンクリートのまとわりついた自分の腕に、振り回され始めている。

　やがて二人は、激しく肩かたで息をしながら、同時に大の字になって倒たおれた。

「はぁ……はぁ……やるじゃねえか……石田……」

「くっ……ふぅ……お前もな、風祭」

　倒れた二人は震える手をガシッと握にぎり合った。

「勝負は引き分けね」

　陽成美が倒れた二人のそばにちょこんとしゃがみこむ。

「しかたありませんね……」

「ぐっ……悔くやしいが、もう立ち上がる気力さえないな」

　そういう二人の顔はどこかすがすがしい。

「あなたたちと付き合うことはできないけれど、告白してくれたことには何か応こたえたいと思うの……何が良いかしら……」

　陽成美は人差し指を顎あごにあて、うーん、と考えている。

「じゃあムチ──」

「それは却きやつ下かだから！」

　キラキラした瞳ひとみでの提案を、陽成美に全力で拒きよ否ひされた風祭はしょんぼり顔だ。

「Ｍなあなたたちには……そうね、放置プレイ！」

　陽成美は倒れた二人をびしっと指さした。

　一いつ瞬しゆんぽかんとする二人。

「あれ？　だめだった？」

　不安げな陽成美に、石田が答える。

「シチュエーションを下さい！」

　いいんだ!?　シチュエーションもらえれば今のでいいんだ!?

「ばかめ！　そんなものは自分で妄想するんだよ！」

　そこへ風祭が得意げに割って入った。

「さすがは我がライバル！」

　石田も満足そうだし、まあいいか……。

「うへへ……」

「ぐへへ……」

「じゃ、じゃあ二人ともがんばってね」

　陽成美は気持ち悪くにやける二人から目をそらしつつそう言うと、俺に向き直った。

「あと慧も、大事な会員があたしのためにがんばってくれたんだから、何かご褒ほう美びをあげたいわ」

　これはえっちなお願いとかしてもいい展開かな!?

　俺が陽成美のことが好きだという誤解については、この際無視だ。

　そうだなあ。どんなお願いを──

「見習い会員から平会員に階級アップしてあげるわね！」

「いらねえ！　そもそもそれはご褒美なのかなあ!?」

「あたしからの頼たのみ事をよりたくさんされるようになるわ。なんて名めい誉よ！」

「なんて迷めい惑わく！」

　もしかして、陽成美の好感度が上がるほど、陽成美からの頼み事が増えるのか？　システムにバグがありますよーっ！




　俺と陽成美はＭ男二人を放置し、廊ろう下かを並んで歩く。

「今日は収しゆう穫かくがあってよかったわ」

　そう言う陽成美の表情は朗ほがらかだ。

「収穫なんてあったか？」

　今日やったことと言えば、生徒に逃げられまくったのと、Ｍ男二人を戦わせたことくらいだ。

「あの二人が能力を使って存分に暴れられたじゃない？　それで十分よ」

　陽成美は笑え顔がおでぐっと伸のびをした。

　自分の能力を使えないというのは、中二病患者にとってかなりのストレスになるのだ。常時手足に重りをつけている感じと言えば伝わるだろうか。

　重りを外してむしょうに駆かけ回りたい衝しよう動どうにかられることはよくあるのだ。

　陽成美は彼らを戦わせることで、そのストレスを解消してやったのだろう。陽成美は本当に中二病患者のことを考えているのかもしれない。

　だとしたら、陽成美を手伝うことは、とてもクールなことなんじゃないだろうか。

「なあ陽成美、Ｔ２Ｔの活動大変じゃないか？」

「いいえ。Ｔ２Ｔはあたしの生きる目的だもの。……でも、手伝ってくれる人がいたらいいなとはずっと思ってわ」

「そっか……じゃあさ、俺が手伝ってやるよ」

　こういう時、女の子にするクールな対応といえば……。

　俺は陽成美の頭にぽんと手をのせると、やさしくなでてやった。

「あ、当たり前でしょ！　あなたはもう平会員なんだからね！」

　陽成美は夕日よりも顔を真っ赤にすると、俺の手を払はらいのけ、ぷいっとそっぽを向いてしまった。

「なんで怒おこるんだよ」

　てっきり喜んでくれると思ったのに。

「け、慧が急に頭をなでたりするからでしょ！　もう！　びっくりするじゃない！」

「わるかったよ」

「べつにいいけど……さて！　お昼休みは終わっちゃうけど、放課後にもう一働きするわよ！」

「いやいや、今日はもう十分だろ。この辺にしとこうぜ」

「なあに言ってんのよ。ちょっとは慧のこと見直したところなんだからがんばってよね」

「のんびりがんばるって」

「今すぐ結果を見せてほしいのよ！」

　そう言う陽成美はいつもの軽口ではなく、どこか真しん剣けん味みを帯びたものだった。

「陽成美……？」

「な、なんでもないわ！　とにかく、放課後もちゃんと活動するんだから！　いいわね！」

　陽成美は大おお股またで去って行ってしまった。どうしたんだ、アイツ？







　退たい屈くつな授業が終わり、やっと放課後がやってきた。

「さあ！　Ｔ２Ｔの時間よ！」

　そう言って陽成美は俺の手首をつかみ、屋上へと無理矢理引っ張って行く。ちょっと一息つくくらいさせてくれないかなあ！

　ズンズンと廊下を進む陽成美が、急に立ち止まった。

「サイフが落ちてるわね……」

「サイフが落ちてるな」

　廊下のどまんなかにピンク色のサイフが落ちている。

「誰だれのかしら」

　陽成美はおもむろにそのサイフを拾うと、中をあらためだした。

「おいおい、勝手に見ていいのかよ」

「落とし主も困ってるでしょ。届けてあげなきゃ」

　まずはカード類から見ていく。最初に目についたのは学園のＩＤカードだ。身分証であると同時に、図書館での本の貸し出しや、寮りようの鍵かぎも兼かねている。ＩＤカードの写真に写っているのは、バッチリメイクで流し目をくれる絵麗奈だった。

　どうやらこのサイフは絵麗奈のものらしい。

「とまあコレはおいといて。持ち主がわかるようなモノは入ってないカナ～」

「いやいや、今のでばっちりわかっただろ！」

　どうしてそんなことを言うんだ。白々しすぎる！

「まだ証しよう拠こが足りないわ。たまたま落ちてたＩＤを拾っただけかもしれないじゃない」

　陽成美はいたずらっぽい笑みを浮うかべてサイフをあさり続ける。

「なぜそんなムリのある否定を……？」

「いいものはっけーん」

　サイフの奥、一番目立たないところに、折れ曲がった写真が入っていた。写っているのは校庭を歩く真臣だ。

「これ、見たらまずかったんじゃ……」

　いくら絵麗奈が真臣に想おもいを寄せているのが周知の事実とはいえ、写真を持ち歩いていることを暴あばいていいということにはならない。

「ふむなるほど。このサイフは委員長のものね」

　陽成美はにやにやしながら言い切った。

「どうしてそうなった!?」

「だって、委員長の写真が入ってるじゃない」

「自分の写真なんてサイフに入れないだろ」

　撮とったばかりの証明写真を入れてるなんてことならともかく、いかにも隠かくし撮りな写真を入れる意味がわからない！

「ナルシストな委員長ならやりそうじゃない」

「あれ……？　たしかにそうだな……。いやいや、でも自分の写真を入れるならこんな隠し撮りじゃなくて、カメラ目線でばっちりキメたのを入れるだろ」

「よくわかるわね。経験あるの？」

「ねえよ！　見た目にはそこまで自信ねえから！」

「見た目『には』？　他ほかならイケてるって言い方ね？」

　泣いていいのかね、この扱あつかいは。

「とりあえずこのサイフを持ち主に返しにいきましょ。あたしはちょっと急用があるから、一いつ旦たん解散。二十分後、対策委員長室前に集合！　いいわね！　ふふふ……難なん攻こう不落だった絵麗奈攻略の糸口を掴つかんだわ」

　陽成美はそう言い残すと、どこへともなく走り去っていった。

　対策委員長室ってどこだよ。しゃあない、鉄平にでも訊きいておくか。







　中二病対策委員長室。そう名がつくだけあって委員長専用の個室だ。広さこそ大したことはないが、机や椅い子すなどの調度品は立派なものがそろっている。一いつ般ぱん的な校長室を思い浮かべてもらえればよいと思う。生徒一人に与あたえられるには過ぎた部屋だ。

「僕の顔など見たくもないと豪ごう語ごしているキミが訪ねてくるなんて、どういう風の吹ふき回しだ？　入室を許可した覚えは無い。帰れ」

　真臣は革かわの椅子に座り、書類に印いん鑑かんを捺おしながらチラリと目だけを陽成美に向けると、すぐ作業に戻もどった。

「ずいぶんつれないわね。落とし物を届けに来てあげた善良な生徒に対してその扱いはないんじゃない？」

「そんなものは事務室か職員室にでも届けろ」

「持ち主がはっきりしてるから直接持ってきたのよ。適切な用事がある場合、一般生徒の入室を拒きよ否ひできない、でしょ？」

　陽成美は例のピンクのサイフを真臣の前に置いた。ご丁てい寧ねいに写真と手紙も添そえてある。

　真臣はめんどくさそうに舌打ちをした。

　あれ？　手紙なんてあったか？　白い封ふう筒とうに小さなハートマークのシールで封ふうをしたシンプルな手紙だ。宛あて名なは『出雲いずも真臣様』となっている。

「僕のではないな」

「サイフにあんたの写真とあんた宛の手紙が入ってたわ」

「たしかに僕は自分の写真を持ち歩いているが、こんな少女趣しゆ味みのサイフは使わん。手紙の宛名は確かに僕だな」

「ほんとに持ち歩いちゃってるのかよ！」

　おもわず突つっ込こんでしまった俺に、真臣は「それが何か？」という視線を一いつ瞬しゆん送ってきただけだった。

「なんだ、ＩＤカードが入ってるではないか」

　おもむろにサイフを開いた真臣は絵麗奈のＩＤカードを見つけた。こいつらはなんで躊ちゆう躇ちよなく他人のサイフを開くかね。

「それじゃあね。ちゃんと返したわよ」

「おい待て、持って帰れ」

　陽成美はサイフと手紙を真臣に押し付けると、真臣の制止を振ふりきって部屋を出た。

「何がしたかったんだ？」

「すぐにわかるわよ。さて、移動移動！」




　陽成美に連れていかれた先は体育館裏だった。

　告白されるなんて勘かん違ちがいはしないんだからね！　…………まさかリンチされるんじゃなかろうな。体は頑がん丈じような方だが、ケンカはそんなに自信ないぞ。

　そうなった時のために、シュッシュッとシャドーボクシングをしてみる。

「何してんの？　さっさと隠れるわよ」

　陽成美は俺を茂しげみの奥へと引きずり込んだ。

「え……ちょっと、さすがにそれはまだ早いんじゃ……」

「なに勘違いしてるか知らないけど、静かにしてよね。二人ともそろそろ来るわ」

「二人って、一人は委員長か？」

「うん。さっきの手紙で呼び出しといた」

　あの委員長を偽にせの手紙で呼び出すとか……怖こわいもの知らずにもほどがあるだろ！

「素す直なおに応じるとは思えないけど、何を書いたんだ？」

「差出人を神かん無な宮みやさんにしてね、『毎日放課後、能力を使って暴れている人がいます。あなたのことが好きなので、今日の放課後、体育館裏に来て下さい』って書いたの」

「文脈めちゃめちゃだなおい」

「しょうがないでしょ！　ラブレターなんて書くの生まれてはじめてで……そ、その緊きん張ちようしたんだから！」

「ニセモノだけどな、そのラブレター」

「とにかく！　委員長を呼び出すにはルール違い反はんをエサにするのが一番なのよ。あいつ、ルール、ルールってうるさいから。それにちゃんと告白文も加えてあるわ。これで神無宮さんの気持ちも伝わって一石二鳥よ」

　余計なお世話以外の何物でもないと思うがなあ。

「神無宮さんは……委員長名義で呼びだしたんだろ」

「そういうこと。さて、しばし待ちましょうか」

　陽成美はにやりと笑うと、近くの茂みに隠れた。俺もそれに続く。

　茂みはそれほど密集しているわけではないので、隠れるためには自然と肩かたが触ふれあう距きよ離りにならざるをえない。

　隣となりからは甘い匂においと静かな吐と息いきがただよってきて、脳がくらくらする。触れ合う肩が熱い。

　ちらりと陽成美の横顔を見ると、彼女は真しん剣けんに茂みの向こう側を覗のぞいている。その横顔がまた美しすぎてじっと見つめてしまう。

　ふとこちらを見た陽成美と目が合った。心臓がどくんっ、と跳はね上がる。

　陽成美は一瞬目を見開いたが、すぐに茂みの向こうへと視線を戻した。

　先にやってきたのは絵麗奈だった。

　絵麗奈は体育館の壁かべに背を預け腕うで組ぐみをした。周囲を見回したり、腕組みをやめて手をもじもじさせたりと落ち着かない。

　やや遅おくれて真臣もやってきた。肩からは黒いショルダーバッグを提さげている。

「真臣様！」

「暴れている輩やからというのは？」

　真臣は絵麗奈の話など全く聞く気がないようで、いきなり彼にとっての本題に入った。

「え……？　何のことです？」

　肩かた透すかしを食くらった絵麗奈は口をポカンと開けている。

「ふむ……その反応からするとあの手紙は嘘うそか。あのヤッカイ女は何がしたかったのか知らんが、コレは無む駄だになったようだな」

　真臣は黒いショルダーバッグをポンと叩たたくと、踵きびすを返そうとした。

「ちょっと真臣様……え……？　なにこれ？　話があると呼びだしたのは真臣様でしょっ？」

　今にも泣き出しそうな絵麗奈の顔を見て、胸がチクリと痛む。陽成美はほんとにこんなことがしたかったのか？

「知らんな」

　呼び出しは偽物だ、陽成美のせいだと説明もできたはずなのに、真臣は無視して立ち去ろうとする。

「くぅっ……なんだかわかんないけど……これはチャンスよ絵麗奈。真臣様と二人きりになれることなんてめったにないんだから……がんばれ絵麗奈。がんばれがんばれがんばれ…………待って下さい！」

　うつむいて拳こぶしを握にぎり、必死に歯を食いしばっていた絵麗奈は、がばっと顔を上げた。

「なんだ」

　真臣は立ち止まり、めんどくさそうに顔だけ絵麗奈に向ける。

「あ、あなたのことが好きです！　私と付き合ってもらえませんか！」

　絵麗奈は顔を真っ赤にして大声で叫さけんだ。潤うるんだ瞳ひとみ、紅潮した頬ほお、震ふるえた声、まさに乙女おとめそのものだ。

「（やるじゃないあの娘こ……さて、ここからね）」

　陽成美が嬉うれしそうに隣でつぶやいている。

「好きだと言うなら証しよう拠こを見せてみろ」

　告白してくれた女の子に対して、すっげえ上からだなおい。

「証拠……？　どうすれば信じてもらえます？」

「脱ぬげ。でなければ帰れ」

「（どっかのロリコン司令みたいな奴やつね）」

　陽成美が顔をしかめる。

「脱げって……真臣……様？」

「ふんっ……そんな覚かく悟ごも無しに軽々しく『好き』などと口にするな」

「ひどい……」

　絵麗奈は視線を地面におとし、ぐっと唇くちびるを噛かかみしめた。その瞳には涙なみだが溜たまっている。

「いい機会だから言っておいてやろう。うるさく付きまとわれて目め障ざわりだ。僕の前に二度と顔を見せないでもらおうか」

　真臣のセリフに、絵麗奈は大きく目を見開き、ぎゅっと拳を握りしめた。噛みしめた唇は紫むらさきに変色し、憤ふん怒ぬに顔が歪ゆがんでいる。

「こんな……こんな人だとわかっていたら、好きになったりしなかったっ！！！」

　絵麗奈は唇を震わせながら叫んだ。

「理解してもらえたようで何よりだ」

　一方真臣は、まったく表情を変えない。

「バカに……するなぁっ！」

　絵麗奈は真臣に向かって拳をつきだした。平手じゃなくてグーかよ！

　常人なら反応不可能なほど速い突きを、真臣は片手で軽く払はらいのけた。

「恋れん愛あいにうつつを抜ぬかす者の拳などこんなものだ」

「だまれだまれだまれ！」

　絵麗奈は流れる涙も拭ふかず、突きや蹴けりを繰くり出していく。

　俺なら十回は死んでいるであろう攻こう撃げきを真臣は簡単にいなしていく。

　やがて、絵麗奈の攻撃は急激に鋭するどさを無くしていった。

　がっくりと膝ひざをつき、肩で荒あらい息をする。うつむくその横顔は真っ青だ。

　体力が尽つきたにしては急激すぎる。

　さすがに見ていられない。飛び出そうと腰こしを浮うかせた俺を、陽成美が手で制する。

「（なぜ止める──）」

　抗こう議ぎしようとする俺だったが、陽成美の表情を見て息を呑のんだ。いつものいたずらっぽい笑えみではなく、その顔は真剣そのものだったからだ。

　額にうっすら汗あせすらにじませている。

　絵麗奈のあまりに不自然な変化を、真臣も訝いぶかしんでいるようだったが、何かに気付いたように口の端はしを吊つり上げた。

「そうか……貴様の能力は『恋こいをするほど強くなる。しかし、恋をしていなければ、体調不良をひきおこす』だったかな。常時発動型だから恋をしていなければ常人以下の力しか出せなくなる」

「よく……知ってるじゃない。私のこと……少しは気にしてくれてたんだ？」

　絵麗奈は真臣を睨にらみ上げながら息も絶え絶えに軽口を叩く。

「僕に不利益を与あたえる可能性のある生徒はチェックしている」

「くっ……」

　絵麗奈は胸をおさえ、呻うめいた。

「苦しそうだな。男が必要なら僕が当てがってやろうか？」

「どこまで……バカにすれば気が済むのよっ！　叶かなわない恋だとは思ってた……振られるってわかってたけど、こんなのってないわ！」

　立ち上がろうとする絵麗奈だが、脚あしをもつれさせ、前のめりに倒たおれこんだ。

「その辺にしてもらおうかしら」

　陽成美は突とつ然ぜん立ち上がり、茂みをかきわけて前に出る。俺もそれに従う。

「やはり貴様達か。とんだ茶番だな」

　真臣は吐はき捨てるようにそう言うと、今度こそこの場を立ち去った。

「追わなくていいのか？」

「いいのよ。それより今は神無宮さんを保健室に運びましょ」

　絵麗奈は地面につっぷしたままピクリとも動かない。仰あお向むけにしてみると大きな胸が小さく上下している。よかった、息はあるようだ。

「彼女のことお願い」

　俺は陽成美に言われるまでもなく、絵麗奈を背負った。

　たくらんだのは陽成美だとはいえ、絵麗奈がこうなった責任は俺にもある。それくらいはしないとな。

　細く荒い息をする絵麗奈を背中に感じながら、俺の胸はチクチクと痛んだ。

　背中にあたる大きな胸にどきどきしつつも、冷たくなった脚が俺のスケベ心を押し込めた。




　保健室はあいにくと言うべきか、都合良くと言うべきか、無人だった。

　俺は絵麗奈をベッドに寝ねかせ、陽成美に向き直る。

「なんでこんなことをしたんだ！」

　俺の語気が荒くなるのは仕方のないことだろう。

「悪かったとは思ってるわ。彼女を傷つけてしまったことにはかわりないもの」

　陽成美は微かすかに眉まゆ根ねをよせ、絵麗奈の寝顔を静かに見つめている。

「見み損そこなったぜ！　俺は陽成美のことを、ちょっとはクールな奴だと思ってたのに……」

　俺の言葉に陽成美は少し驚おどろいたようだ。

「それでも……必要なことなのよ！」

「女の子をこんな風にしちまうことが必要だってのか！」

　何かにうなされているように、真っ青な顔で短い呼吸を繰り返す絵麗奈は痛々しいことこの上ない。




「まったく……余計な、お世話だわ……」

　目を覚ました絵麗奈が、よろよろと上半身を起こした。真っ青な顔には自じ嘲ちよう気味の笑みが浮かんでいる。

「起きて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「大丈夫よ。ヤッカイには言いたいことが山ほどあるけど、まずは……本当に悔くやしいけれど、お礼を言っておこうかしらね。嫌いやなことは先に済ませたいし」

「礼を言う要素なんてあったかっ？」

「乙女の寿じゆ命みようは短いのよ。ハズレを引いている暇ひまはないってこと。自分でも気づいてたのよ。絶対に芽の出ない恋だってね。すっぱりあきらめるきっかけをくれたという意味では、感謝してあげないこともないわ」

　そう言う絵麗奈の表情を見た今の俺は、どんな顔をしているのだろうか。

「すっぱりって……じゃあなんで、泣いてるんだよ」

「恋を失えば、女の子は泣くものなのよ。泣いて、忘れて、前に進む。ただそれだけのことよ」

　両の瞳から涙を流しながら、絵麗奈は笑ってみせた。もとからの美しさと相まって、それは有名な絵画の世界のような光景だった。

　陽成美はこうなるとわかっててわざと真臣と絵麗奈を会わせたのか……。

「陽成美……見そこなったなんて言ってわるかった」

　俺は深く頭を下げた。本当に謝るべきときは謝る。それってクールだと思う。

「い、いいのよ別に。それより！　恋に焦こがれる乙女に、新しい恋を紹しよう介かいしましょう」

　陽成美はなんだかあわてた様子でベッドの下に上半身を突つっ込むと、一台のノートパソコンを引っ張りだした。

　絵麗奈にむかって見せた画面には、男子生徒の顔写真がずらり。

「ちょっとナニコレ！　すごいじゃない！」

　絵麗奈は食い入るように画面を覗のぞき込んだ。

「ふっふっふ。まだ全校の三分の一程度だけどね。Ｔ２Ｔ会長としては学園生徒の情報を把は握あくしておくのは義務よ。これからは顔写真と名前だけじゃなく、プロフィールも充じゆう実じつさせていくつもりだから」

　掲けい載さいされている写真は証明写真から明らかに隠かくし撮どりしたものまで様々だ。どうやって集めたかは……聞かないほうがよさそうだな。

「うわぁ……また手間のかかることをするわね……」

　絵麗奈はあきれた顔をしつつも、その目は画面に釘くぎ付づけだ。そんな絵麗奈の反応に満足げな陽成美は、次々に男子生徒を紹介していく。

「コイツなんてどう？　ルックスは及きゆう第だい点てんだと思うけど」

「えー？　いかにも作ってますって笑顔がキライ」

「じゃあこっちは？　校内モテ野や郎ろうベストファイブの一人よ。今は恋人募ぼ集しゆう中ちゆうらしいわ」

「私と似たような能力持ってる奴よね。女を取っ換かえ引っ換えする奴はキライ」

「じゃあこっちは──」

「ソイツは──」

　なんでこいつらは校内の男子にここまで詳くわしいんだよ。しかもやたらと厳しいし。おっかねえ……。

「趣しゆ味みが細かいわね！　こんだけ厳しいのになんで委員長なんかになびいたのかしら」

「う、うるさいわね！　学校のトップってステータスにやられちゃったんだからしょうがないでしょ！」

「あたしのオススメはもういないわねえ……。慧は誰だれかいないの？」

「転入したてなのに無茶言うなよ……」

　俺が紹介できるのなんて鉄平くらいだ。

「しょうがないわねえ。良い男がいたら随ずい時じ紹介していくわ。大丈夫。いつでも連れん絡らくが取れるように、携けい帯たいのアドレスならあなたが寝てる間に登録しといたから。慧の分も」

　俺のもかよ！　個人情報を勝手に流すなよ。

「そんなことまでっ！　私のプライバシーが全然大丈夫じゃな……い……わ……あれ……眼めの前がしろく……」

　絵麗奈はベッドにどさりと倒れこんだ。

「…………眠ねむっただけだわ。でも消しよう耗もうが激しいみたい。予想より深刻ね」







　絵麗奈は彼女の部屋に運んで寝かせておいた。顔色はよくなかったが、表情は和やわらいでいるようだったので、あの分なら大丈夫だろう。

　その日の夜、俺は自室の一人がけソファに座り、今日のできごとを思い返していた。

　勢いだけで行動しているように見える陽成美だが……いや、実際かなりの部分はそうなのだろうが、能力者を助けようとしているのは本当らしい。

　それも、本気の全力でだ。

　どこの誰が自分の時間を全て、他人を助けるために使えると言うのか。

　すごい奴やつだと認めざるを得ない。今まで見てきた奴で一番クールかもしれない。

　俺にもあんな……能力者のために何かするなんてことができるだろうか。

　──とうるるるるるる。

　思考に没ぼつ頭とうしていると、携けい帯たい電話が鳴った。ディスプレイに表示されているのは知らない番号だ。

『もしもしゃ』

　聞こえてきたのは女の声。

「もしゃ？　誰だか知らないが、口にものを入れてしゃべるのはよくないぞ」

『ちょっと噛かんだだけでしょ！　男の人に電話するのなんて初め──それはともかく、私よ私、絵麗奈』

　陽成美の手によって、俺の番号は絵麗奈の携帯に登録されたんだった。

「なんか用か？」

　妹以外の女子と電話するなんて初めてのことで、心臓はばくばく、口の中はかさかさだ。おちつけ、俺の体よ。たかだか電話じゃないか。そんなことではいつかやってくるエロエロイベントに耐たえられないぞ。

　そんなイベントがいつくるのか知らないが。

『ちょっと部屋に来て』

　案外すぐきたぁっ？　いやいや、ここでがっついてはいかん。ここは少しじらして、気を持たせるべきだな。

「ふむ、どうしようかな」

『すぐね』

　ぷつっ。ツーツーツー。

　切りやがった。結局行くんですけどね……他人の話はちゃんと聞けよ。







　というわけでやってきたのは絵麗奈の部屋。

　全体的に淡あわいピンクを基調として大小様々なぬいぐるみの並んだファンシーな部屋だ。部屋の中央に置かれた大型プラズマテレビと、小さなテーブルにしっかりネジ止めされたゲームのアーケードコントローラーだけが妙みように浮ういている。

「よくきたわね」

　ネグリジェ姿でベッドに腰こし掛かけて脚あしを組む絵麗奈の顔はまだ青白い。

「無理やり呼び出したんじゃ……」

「ちょっとそこに座りなさい」

　眦まなじりを吊つり上げた絵麗奈が指さしたのは、カーペットに置かれたクッションだった。

「床ゆかに正座とかじゃなくてよかった」

「まだそういうプレイをするほど仲良くないでしょ」

「まだって……」

　仲良くなったら扱あつかいが悪くなるのかよ。

「さっそく本題だけど、陽成美の弱点を教えなさい」

　絵麗奈は組んだ腕うでにその大きな胸をのせ、えらそうにふんぞり返っている。

「お前はなんでさっきから命令形なんだ」

「ヤッカイの仲間なんて命令で十分よ」

「仲間じゃねえ……とは言わないけどさ」

「なんでもいいから弱点教えなさいよ。委員長のダメさに気付かせてくれたのはさておき、私をハメたことについては仕返しをしないと気が済まないわ」

　気持ちはわかるけどな。偽にせ物もののラブレター出されたり、好きな相手の名前で呼び出されたりすれば、その狙ねらいがどうあれ怒おこって当たり前だ。

「弱点なんか知らねえって。あ、格かく闘とうゲームで負けると悔しがるかもな」

「それができりゃ苦労しないっての！　散々練習してみたけど勝てる見込みが全くないわ。他ほかになんかないの？　彼女だからって庇かばい立てするといいこと無いわよ？」

「彼女じゃねええ！」

　何を言い出すんだ。叫さけんじまったじゃないか。

「違ちがうの？　でも噂うわさになってるわよ？」

「違うよ！　まだ会って数日だぞ」

　誰だそんな噂してる奴！

「そりゃそうか。まともな神経で陽成美の彼氏なんて務まるとは思えないからね」

「同意はするが、それって俺のことをまともじゃないって思ってたってこと？」

　こんなクールガイをつかまえて！

「陽成美の弱点をあなたでも知らないとなると……どうしよう……かしら……ね……」

　顎あごに手を当てて考えていた絵麗奈は、ゆっくり目を閉じると、そのままベッドにゆっくり倒たおれた。

　恐おそる恐る体をゆすってみるが、全く起きる気配はない。

　まだ体調が回復していないのか。

　どうしようこれ。ネグリジェからこぼれそうな胸をチラチラ見つつ、俺は途と方ほうにくれるのだった。







「むにゃ……？」

　そろそろ起きてくれないと遅ち刻こくだなあ、と思っていた矢先、絵麗奈が目を覚ました。起き上がった勢いで額から落ちた濡ぬれタオルが、ぺたんと胸にのっかる。

「私、どうしたんだっけ……？」

　ネグリジェの肩かた紐ひもが片方ずりおち、おっぱいがこぼれ出てきそうだ。眠たげな瞳ひとみがとても色っぽい。

「昨晩ぶっ倒れたんだよ」

「うそっ、もう朝じゃない。もしかして一晩中私の部屋にいたの？」

「そうだ」

　絵麗奈をずっと看病していた。陽成美のような行動力はないが、俺も何かしたかったのだ。

「このド変態！」

　絵麗奈は布ふ団とんで自分の前を隠すと、鬼おにのような目付きで俺を睨にらんできた。

「なんで罵ば倒とうされるんだよ！」

「私が寝ねてる間にあんなことやこんなことを……はっ!?」

　布団の陰かげで自分の体をまさぐる絵麗奈。一体何を疑ってるんだよ。

「何もしてねえって！」

「嘘うそよ！　私の体を前にして、一晩何もしないなんて、あなたそれでも高校生男子なのっ？」

「お前は悪戯いたずらされたいのかされたくないのかどっちなんだ」

「やっぱりなんかしたのねっ？」

　めんどくさい奴だなあ。

「看病してただけだよ。何もしてねえって」

　そりゃもちろん、あんなことやこんなことを妄もう想そうしまくったけどな！

「看病……？　他の男達みたいに私の立派な胸だけが目的じゃないの？」

　絵麗奈は呆ぼう然ぜんと俺を見ている。確かに立派な胸だが、自分で言うかね。

　スケベなだけの男だと思われるのは心外だなあ！

「クールな男として、女の子を守るのは当然だろ？　優やさしさってのはクールな男の第一条件だからな」

「ふーん？　誰にでも優しくしちゃうんだ？」

　なんでそんなに不満そうなんだよ！　女の子には優しくしろってみんな言うじゃないか！

「でも、寝ずの看病なんて誰にでもするわけじゃないぞ。絵麗奈は特別だからな」
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「特別……私が……？」

　真臣にフラれるところまで見ちまったからな。ここまで関かかわっておいて、ただのクラスメイト達と同じなんてことはないだろ。

　いくら俺がクールだと言っても、倒れた女の子みんなに寝ずの看病なんてしない……というか、部屋に入れてもらえない。

「それに、絵麗奈は俺を頼たよって電話をくれたんだろ？　だったらそれに応こたえるのが男ってもんだ」

「電話をしたのは陽成美の弱点を聞き出すためで……うぅ……慧のくせにか、かかか──」

「かかか？　壊こわれたからくり人形のマネか？」

「違うわよバカ！　か、看病って何をしてくれたのかなって思っただけよ！」

「何していいかわからんかったから、とりあえず濡れタオルを頭にのせて、とりかえてた」

「あのねえ……。私のは風か邪ぜじゃないんだから、そんなことで良くなるわけないでしょ」

「まじかよ……」

　とんだ道どう化けじゃないか。

「でも…………ありがと」

　絵麗奈はぷいと横を向いて礼を言った。頬ほおが真っ赤だ。そんなに嫌いやなら礼なんて言わなきゃいいのに。

　俺は絵麗奈に背を向け、ドアノブに手をかけた。

　それにしても眠ねむい。転校早々授業中に寝るのは気が引けるが、こりゃ居眠り決定だ。

　俺があくびをかみ殺しつつ、絵麗奈の部屋から出るとそこには──

「なんで慧がそこから出てくるの？」

　既すでに制服に着き替がえた陽成美がいた。

　陽成美は肩かたをふるわせてこちらを睨んでいる。

「い、いや、なんでもない。別に何もしてないぞ」

　何で俺はどもってるんだよ。事実を言っただけだろ。

「ふうん。ま、あたしには関係ないけどね」

　不ふ機き嫌げんオーラ全開の陽成美は、舌打ちまでかますと、廊ろう下かをずんずんと歩いて行った。

　なんだってんだ……。








　第四章　サモンデイズ




　──ぴちょん。

　額に冷たいものが当たり、俺は目を覚ました。妖よう怪かいのヨダレではない。ましてや、起こしに来てくれた幼なじみのヨダレでもない。

　天てん井じようにだんだんとシミが広がっていく。天井からの水みず漏もれだった。

「なんだなんだ!?」

　このままではお気に入りの一人掛がけソファが水みず浸びたしになっちまう。Ｔシャツにハーフパンツという部屋着のまま、上の階へとダッシュした。

　部屋のナンバープレートの下には『ベルヴァーナ』とポップ体で書かれたネームがぶらさがっている。

　ベルってたしか、俺が転校してきた日に血ち糊のり芸をかました十歳だったな。

「おい、何かあったのか？　水が下の階に漏もれてるんだけど！」

　俺はドアをどんどんノックする。

「ひやあああ！　水！　水がああ！」

　中から悲鳴が聞こえてくる。

「開けるぞ！」

　ドアを開くと、部屋の中は玄げん関かんまで水浸しになっていた。排はい水すい口こうがつまったくらいじゃここまでにはならないだろう。

「たすけてええ。びえええん」

　声は奥から聞こえる。

　部屋全体が、黒くろ魔ま術じゆつの祭さい壇だんのようになった内装はとりあえず無視。ちょっとかっこいいので、後でじっくり見よう。

　部屋の奥を見ると、大事なところだけを包帯で隠かくした殆ほとんど裸はだかのベルが、濡れた床ゆかの上に座りこんでいた。

　ベルの前には、魔ま方ほう陣じんの描えがかれた黒い布が広げられており、その中央には手のりサイズの……ええと、上半身は美しい女性、下半身は魚……ってことは人魚？

「それにしちゃあ、黒くろ縁ぶちメガネの上に貧ひん乳にゆうだなあ」

「セイレーンにだって乳ちちの小さい奴やつもいんのよん！」

　セイレーンは透すき通った声で怒いかり声を上げるという器用な芸当をかまし、尾おひれをぴちぴち動かした。そのたびに、何もない床から水が溢あふれてくる。水漏れの原因はこれか。

「けいおにいちゃん！　どうしよう、水の幻げん獣じゆうを召しよう喚かんするのなんて初めてで……」

　ベルは口元に両拳こぶしをもっていき、おろおろしながら俺を見上げてくる。

　いきなり部屋に入ってきた男に助けを求めてくるとは、人ひと懐なつっこい幼女だ。実にかわいい。同年代の女子にもこれくらいモテたいものだ。

「それより怪け我がは大だい丈じよう夫ぶか？」

　ベルは体中に包帯を巻いていた。巻き方は基本をかなり無視している。なんなら俺が直してあげよう。

　美少女が山で転んだときのために、包帯の巻き方は勉強しておいたのだ。

「今日は包帯少女属性で行こうと思っただけだから大丈夫」

　うむ。頭の中身は大丈夫じゃなさそうだが、怪我がないのならよかった。

「これがベルちゃんの能力なのか？」

「そうっ！　『幻獣召喚サモン・ザ・フアントムビースト』だよ。毎朝幻獣を召喚しないといけないの。出てくる幻獣はランダムだから困っちゃうんだよね。水の幻獣なんて初めてで」

「とりあえずそのセイレーンを風ふ呂ろ場ばに──」

「セイレーンって呼ばないでん！　クロセールって名前があるん！」

「わかったって！　とりあえずつれてくぞ！」

　わめく手乗りセイレーンを手に乗せると、俺は風呂場へと直行した。

「ちょっと！　おしりさわらないでほしいん！」

　セイレーンは尾ひれで俺の手をペチンと叩たたいた。

「んなミニマムサイズの尻しりを触さわったってどうとも思わないよ！」

「失礼しちゃうん！」

　クロセールは俺の掌てのひらでビチビチと暴れ、周囲に水をまき散らしている。早くバスタブにでも放ほうり込まなければ、俺の部屋がさらに水浸しになってしまう。

「あ！　だめ！」

　ベルが思い出したように俺を止めようとしたが、迷ってる暇ひまはない。

　俺はバスルームのドアを開けた。寮りようには大浴場があるが、各部屋にバスルームも付いている。

「ベルのぱんつぅー！」

「ぐはぁっ？」

　恥はずかしい叫さけび声と同時にやってきた背中からのタックルに、俺は浴室へと頭から突つっ込んだ。天井に干してあった布に手をかけたが、そんなものが俺の体重を支えきれるはずもなく、掴つかんだ布と一いつ緒しよにユニットバスの床へとダイブした。

　顔面をしたたか打ち付け、鉄の匂においが鼻の中に広がる。

「はなぢはなぢ……」

　クールな俺が間ま抜ぬけにも鼻血を出したなど、みっともなくて誰だれにも見せられない。俺は極きわめて冷静に、手に握にぎった布で優ゆう雅がに鼻血を拭ふいた。

「ああああああっ！　ベルのぱんつがあああ！」

　ベルの悲鳴に自分の手元を見ると、鼻血を拭ぬぐった布は、ピンクと水色の縞しま々しまパンツだった。パンツの一部が鼻血で赤く染まっている。

　浴室の上を見ると、そこには大量のぱんつが干してあった。こんなシーンを誰かに見られたら、あらぬ疑いをかけられてしまう。

「なななな何してんの！」

　そう、たとえば陽ひ成な美みだったらこんな感じで慌あわてたあと、

「幼女に手を出すなんて、人間のクズだわ！」

　なんてことを言って、

「ぐほあぁっ！」

　みぞおちに今みたいなきつい一いち撃げきを入れてくることだろう。

　………………？

　想像じゃなくて、ほんとに腹がいた……い……。

　あまりの痛みに意識が遠のく中、俺が見たのは怒いかりに顔を歪ゆがめて仁に王おう立だちになり、ナイスコレクションね、などとベルを褒ほめている陽成美だった。







「気がついたみたいなのん」

　一いつ瞬しゆん気を失っていたらしい。浴室でひっくり返っていた俺のすぐ横には、洗面器に入ったクロセールが、俺にむかってぴちぴちと水を尾ひれでかけていた。

「ちょっとやりすぎたわねー。ごめんごめん。事情はベルちゃんから聞いたわ」

　陽成美はカラカラと笑いながら、俺を見下ろしている。

「それにしても、偉えらいわ慧けい！　あたしがいない間にも、中ちゆう二に病びようで困っている人を探してたのね。しかも、あたしが前々から気になっていたベルちゃんを助けるなんて！　この娘こ、毎日違ちがう幻獣を連れてるのよ！　幻獣よ、幻獣！　くああああっ！　たまらんっ！」

　陽成美は嬉うれしそうに浴室の入り口で手足をばたつかせている。

　ベルはというと、いつものゴスロリ服に着替えたようだ。片目を包帯で隠している。ほんとに今日は包帯少女属性とやらで行くんだな。

　そういえばこの娘は、大きなリボンだったり、錫しやく杖じようだったりと、毎日違う小道具を持ってきていた気がする。クラスの誰もつっこんでいなかったが。

「ねえねえ、クロセールだっけ？　セイレーンってことは歌で男を惑まどわしたりできるの？」

　陽成美はぐっとクロセールに顔を近づけた。貧乳メガネ人魚はちょっと迷めい惑わくそうだ。

「セイレーンだから歌が好きだと思ったら大間違いなのん。そんなのより今は、インターネットの方がおもしろいん」

「なんか夢のない話ね。じゃあ特とく殊しゆ能力とかないの？」

「ハッキング！」

「それって、特殊能力じゃなくて技術なんじゃ……」

　陽成美はものすごいがっかりしている。

「どんな所でも侵しん入にゆうできるん。セイレーン歌声ランキングなんかもちょいちょいっといじってるん。これでお給料も安あん泰たいなのん」

　セイレーン界も世せ知ち辛がらいんだな。

「ほほう……」

　陽成美は顎あごに手をやり、にやりと笑った。こいつ絶対に何かたくらんでやがる！

「決めたわ！　あたしに残された残り三日間、ベルちゃんの悩なやみを解決しましょう！」

　陽成美は腰こしに手を当てると、どどーんと胸を張った。

「あたしに残された？」

「あ……いや、残されたＴ２Ｔテイー・ツー・テイー強化期間の三日間って意味ね」

　陽成美は慌てて顔の前で手をぶんぶん横に振ふった。

　その強化期間が延長されないことを願うぜ。

「ひなみおねえちゃんに手伝ってもらうと、ロクなことにならないような……」

　ベルはおたおたと困こん惑わくしている。

　俺はそんなベルの肩かたにぽんと手を置き、静かに首を横に振った。

「あきらめろ。陽成美に目を付けられた時点で、野の良ら犬いぬに噛かまれたようなもんだ」

「うえええ……」

　俺の慰なぐさめにもならない慰めに、ベルは半泣きになったのだった。

　陽成美の無茶振りを見て、日常が帰ってきたと感じることになるとはねぇ……。残念でたまらないぜ。







　でかい金きん魚ぎよ鉢ばちに入れたクロセールを大事そうに抱かかえた陽成美に急せかされるまま、俺達はＴ２Ｔ本部へとやってきた。ちゃぶ台に載のせたクロセールをぐるりと囲んで座る。

「まずはベルちゃんの能力について整理しましょうか。毎朝幻獣をランダムに召しよう喚かんしなければいけない他ほかに制約はないの？」

　陽成美が人差し指をピンと立てて言った。

「召喚した幻獣の能力はその日が終わるまでに使わないとだめ」

　ベルがオレンジジュースをペロペロ舐なめながら答える。

「そうしないと暴走するのね」

「うん。一回だけ朝に召喚するのを忘れて暴走させちゃったことがあるんだけど、猿さるみたいなモンスターがたっくさんわいてきたの。それでね、学校のみんなが……」

　ベルは何かを思い出すように目を細めると、小さく震ふるえた。この娘も中二病により、嫌いやな思いをした一人なのだろう。

「ごめんね、嫌なこと思い出させて。でもそうするとなかなか面めん倒どうね」

　現れる能力がランダムとなれば、その都度能力を安全に使う方法を考えなければならない。
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「ひとまず対症療りよう法ほうしかないんじゃないかなあ」

　根本的な解決にはならないが。

「そうよね……ベルちゃんはこれまでどうしてきたの？」

「その辺の男の子を捕つかまえて、お願いをしていたよ。ベルが上うわ目め遣づかいでちょっとお願いすれば、みんな言うことを聞いてくれたの。男ってちょろいよね。でも最近みんな言うこと聞いてくれなくなってきたの……どうしてだろう」

　そんな考え方してるからだろ……この幼女、将来とんでもない小こ悪あく魔まにならないか心配だ。絶対美人に育つだろうし。

「慧の言うように、とりあえず対症療法しかないかしらね。これから一生助けてあげられるわけじゃないから、ただの問題先送りだけど……」

　陽成美の表情は暗い。

「とりあえず、まずは今日を乗り切るか」

「そうね。……ええっと……迷うわねえ……どこにハッキングしてもらおうかしら……」

　陽成美がにやにやしながら迷っていると、テントに絵え麗れ奈なが入ってきた。

「聞いたわよ！　その能力、私に使わせなさい！」

「絵麗奈!?　体調はもういいのか？」




「すっかりよくなったわ。一応礼を言っておくわね、慧」

　俺の問いに、絵麗奈は笑え顔がおで髪かみをかき上げた。

　あれ？　今、俺のこと名前で呼んだか？

「ずいぶん簡単によくなるものなんだな」

「恋こいする乙女おとめの体からは無限のパワーがわき出すものなのよ」

「恋って……誰に？」

「……おかしいわね、新しい恋は見つかってないのだけど」

　絵麗奈は小首を傾かしげている。

「ねえ絵麗奈……もしかして、仲間に入れてほしいの？」

　陽成美は舌打ちしそうなほど不ふ機き嫌げんだ。

「ち、違うわよ！　こ、こんなおいしい話を聞いて帰れるわけないでしょ！　全校生徒の恋れん愛あい事情をダウンロードよ！」

　絵麗奈は一瞬ひるんだあと、無む駄だに堂々と宣言した。他人の能力なんだけどなあ。

「さすが色ぼけ乳ちち女おんなは考えることがピンク色ねー。あー、ヤダヤダ」

「女子高生が恋愛に興味持つのは当然でしょ！」

　陽成美と絵麗奈は顔を近づけ、ものすごい表情で睨にらみ合っている。

「ねえねえ、こんな能力ならベルも使いたいんだけど……」

　女子高生二人の勢いに押され、黙だまっていたベルがおそるおそる口をひらいたが、

「「子供は黙ってなさい！」」

　きれいにハモった二人により一いつ蹴しゆうされてしまった。

「えぇ……ベルの能力なのにぃ……」

　俺はしょんぼりしたベルの頭をなでてやる。すると、「くくく、この男もちょろいな」と聞こえた気がしたが、気のせいということにしておく方が、この先楽しく生活できるだろう。

「ふむ……なあクロセール、生徒のプロフィール程度なら、どんな奴やつが相手でも調べられるか？」

　陽成美と絵麗奈がいがみあっている隙すきに、俺は気になっていたことをクロセールに小声で訊きいた。

「何かを企たくらんでそうな顔が不安だけど……このクロセールちゃんにかかれば、チョチョイのチョイなのん」

「じゃあさ──」

　俺はクロセールに耳打ちをした。

「……ふうん？　なんでそんなこと知りたいのん？」

　クロセールは尾おヒレをぴちんと鳴らした。

「ちょっとな」

「おっけー。あの二人よりはまともそうだし、腕うでがなるわ。ちょっと待っててねん」

　頷うなずいたクロセールの体がぼんやり光ったかと思うと、その姿は光の粒りゆう子しとなって、無線ＬＡＮのルーターへと吸い込まれて行った。

　女子二人のケンカをバックに待つこと数分。クロセールが帰ってきた。

「上う手まくいったわん。あなたの脳に直接情報を送るわん。なかなか面おも白しろい情報がとれたわよん」

　クロセールが俺の額に手を触ふれると、情報が流れこんできた。

「あああー！　ちょっとそこ！　なにこそこそしてんのよ！」

　絵麗奈がこちらに気付いた時には、既すでにクロセールから情報を受け取った後だった。

　クロセールは俺に情報を渡わたすと同時に、虚こ空くうに出現した魔ま方ほう陣じんへと吸い込まれていった。

「ちょおっとお！　もしかして能力使っちゃったのっ？」

　絵麗奈が俺の襟えり首くびを締しめ上げる。

　苦しくて声がでないため、首を縦にカクカク振って応こたえる。

「くあああ！　何を聞いたの！　答えなさい！」

　陽成美が俺の頭を両手でロックし、ぐわんぐわんと左右に振る。

　うげえ……きもぢわるい……。これは何かを答えないと収まりそうにない。

「校内美少女の……スリーサイズ……」

「「し、しねえええええええっ！」」

　他にもっと安全な言い訳があっただろう。と思いついたのは、陽成美と絵麗奈にボコられはじめてすぐのことだった。







「みんな元気ないなあ。朝なんだからしゃきっとしないと！　強化期間もあと二日なのよ！　さあて、今日はどんなコかしら？」

　セイレーン事件の翌日、朝からＴ２Ｔ本部に集合した俺、ベル、そして絵麗奈は元気いっぱいの陽成美にげんなりしていた。

「今日はこのコだよ……あふぁ……」

　アイパッチをしたベルが眠ねむそうに片目をこすりながら、自分の肩を指さした。

　そこにちょこんと座っているのは、ちっちゃな白人のおっさんだった。着古した赤い帽ぼう子しと服、ヤギの下半身、そして頭には小さな二本のツノ。

「イタリアの妖よう精せい、フォレッティね」

　ベルのかわりに陽成美が紹しよう介かいする。

「なかなか物知りではないか、娘むすめよ」

　ちっちゃなおっさんは、しゃがれた声で言った。

「まあねまあね。西洋の伝説なんかはひと通り調べたから」

「なかなか殊しゆ勝しような心がけではないか。我はフォレッティの中でも夢ゆめ悪あく魔まとよばれる──」

「フォレッティで夢ってことはバレットね！」

「ぐぬ……そう、悪夢を──」

「人間の胸の上で踊おどって悪夢を見せたりするのよね！」

「ぐぬぬ……銀やハ──」

「銀やハーブなんかの悪魔よけにも強い種族なのよ！」

「ええい、だまらんか小娘！　我が説明しておる！」

「ごめんごめん、幻げん獣じゆうを見るとつい興奮しちゃって。西洋系の幻獣っていいわよね！　ひゃっほう！」

　陽成美は振り上げた拳こぶしをぶんぶん振り回している。

「あ……改めて自己紹介をしよう。我はバレットのゼバルじゃ」

　ちっちゃなおっさんは、陽成美のテンションに若じやつ干かんひきつつも、しゃがれた声で言った。

「あたしは陽成美、よろしくね。早さつ速そくだけど、ゼバルはどんな能力が使えるの？」

　陽成美はゼバルの顔を覗のぞきこんで訊いた。

「我はあらゆる生物を強制的に眠らせ、悪夢を見せることができる」

「なら話は簡単ね。そこの慧に悪夢を見せてあげて。それで今日のノルマは達成だわ」

「なんで俺に決定なんだよ！　じゃんけんとかにしようぜ！」

　迷いもなくご指名とか酷ひどすぎるだろ。うはうはな夢を見られるなら喜んで立候補するけどさ。

「でも、ベルちゃんは依い頼らい人にんだし……」

「ベル、依頼した覚えはないよっ？」

「絵麗奈は部外者だし……」

「え、ちょっとハブなの私っ？」

　いつのまにかＴ２Ｔに溶とけ込んでいる絵麗奈だが、なんでコイツは自分から陽成美に関かかわって来ているのだろう。犬けん猿えんの仲にしか見えないんだがなあ。

「でもって、あたしは会長だし……。となると、選せん択たく肢しは慧しかないじゃない」

　おかしい。どう考えても理り不ふ尽じんなのだが、反論する余地がない気がする。

「ヒナミと言ったか、娘よ。我が主、ベルヴァーナのノルマについて話しているのなら、そこの小こ僧ぞう一人では足りんぞ」

「そうなの？　二人とか？　それならしょうがないから絵麗奈も犠ぎ牲せいに……」

　犠牲って言いやがったよこいつ。

「いいや、二人でもない。十トンじゃ」

「トンッ？　単位が質量なのっ？」

　人間にすると何人分くらいなのだろうか。簡単に計算してみる。

「一人五十キロとしてざっくり二百人以上だな。今日中にそんな人数を眠らせるのはムリじゃないか？」

　俺は腕うで組ぐみをして考える。陽成美も妙みよう案あんはなかなか思いつかないらしく、そろって腕組みだ。

「授業中を狙ねらえば入れ食いだけど、さすがに騒さわぎが起こるわね。ううん、どうやったら面おも白しろく能力を使えるかしら……」

「おいおい。いきなり趣しゆ旨し変わってないか？」

　ベルを助けるのではなかったのか。

「中二病を楽しむという目的は最初からよ。それに、面白い方がベルの心も楽でしょ。楽しむクセをつけていったほうがいいのよ。面白いことをする人の周りに人は集まってくるんだから」

「ほんとっ？　ちやほやされるようになる？」

　ベルが目をキラキラさせている。

「なるなる！」

「えへへ、やったあ……ぎゃくはーれむ……わくわく」

　この娘は今のうちにちゃんと教育しといた方がいい気がするなあ。

「そうだゼバル。眠らせるのって、人間じゃなくてもいいの？」

　陽成美は何かを思いついたようだ。またロクでもないことでなければいいが。

「夢を見る程度の知能があれば、なんでもかまわんよ」

「なら……いい考えがあるわ」







「で、なんで水着なんだ？」

　陽成美の指示に従い、俺達は水着を着て裏門に集合していた。

「今にわかるわよ。ちょうど来たみたいね」

　白いＴシャツの下に黄色いビキニを着込んだ陽成美がいたずらっぽく笑った。Ｔシャツの裾すそからすらりと伸のびる太ももと、歩くたびにチラチラ見える脚あしの付け根がたまらなくエロい。

　ベルはスクール水着だ。胸に大きく書かれた『べる』の文字を引っ張っては、俺に視線を送ってくる。

　これが絵麗奈なら、胸の谷間がちらちらするのだろう。しかしベルの場合、ぺったんこの胸とスク水の間に空間ができるだけだ。

「そんなに水着をひっぱると、中が見えるぞ」

　我ながら冷静な指し摘てきだ。

「むうぅっ！　そこは、せくしーだねって褒ほめるところだよ！」

「はいはい。セクシーだな」

「気持ちがこもってないよ！」

「子供にセクハラしない！」

　陽成美の平手が俺の後頭部を強打した。

「いてえ！」

　なんで俺が殴なぐられるんだよ。

「あなたたち……よくそんな簡単に水着になんてなれるわね……」

　絵麗奈だけはいつものサマードレス姿のままモジモジしている。

「いいじゃない、水着なんだから。見せるためのものでしょ？」

　あっけらかんと言う陽成美だが、絵麗奈は顔をほんのり赤くして、自分の胸を抱だいている。そうすることで、より谷間が強調されているのだが、そのことに本人は気づいていないらしい。

「隠かくれてる面積は下着と一いつ緒しよじゃない」

「デザインも布の厚さも違ちがうでしょ。どうせ絵麗奈もそのひらひらしたサマードレスの下に着てきたんでしょ？　とっとと脱ぬぎなさいよ。ほらほら」

　陽成美は絵麗奈の肩かた紐ひもを掴つかむと、強ごう引いんにずり下ろそうとする。

「ちょっとやめて、確かに着てきたけど……もう！　触さわらないでよ」

「観念しなさいよ、えい！」

　陽成美は絵麗奈の肩紐を一気に引き下ろした。

　サマードレスの下からはピンクのビキニが──ドレスと一緒にずり落ちたぁ！

　ピンクのビキニどころか大迫はく力りよくのぷるんぷるんの先っちょに、ピンクの突とつ起きが鎮ちん座ざましましていて、ぽちっと押したら爆ばく発はつしそうだ。俺の脳が。

「きゃああああああああああああっ！」

　絵麗奈は自分の胸を抱き、しゃがみ込んだ。その細い腕うでの隙すき間まからこぼれる肉が俺の意識を掴んで放さない。

　絵麗奈は顔を真っ赤にし、涙なみだ目めで俺を見上げてくる。

「見た……？」

　なんとも言えない表情に、胸がキュンとなる。

　こんなときこそクールになるんだ。

「最高のピンクだったぜ。水着も、先っちょもな」

「ふええええええん！」

　絵麗奈は自分の胸に顔を埋うずめてしまった。すごい光景だな！

　でもなんで泣いたんだろう。ばっちり褒めたのに。

「だからセクハラをやめなさいっての！」

　陽成美の平手が再び俺の後頭部を襲おそった。

　脱がしたのは陽成美じゃないか。

　泣きじゃくる絵麗奈をなだめ、裏門を出て原っぱの中心を貫つらぬく道をしばらく歩くと、そこには大きな湖があった。

　湖の向こう側まで学園の敷しき地ちだというのだからすごい話だ。

「湖で泳ぐのか？」

「違うわよ。そろそろ来るはずなんだけど……ふふふ、おでましね」

　これから始業だというのに、女生徒が現れた。ショートカットの似合うかわいい娘こだ。

「うげ、ヤッカイさん……」

　女生徒は陽成美を見て、露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。

「はあい宮みや崎ざきさん、うげ、とはご挨あい拶さつよねぇ。水すい龍りゆうの処理を手伝ってあげたのを忘れたの？」

　陽成美は宮崎ににっこりと笑え顔がおを向ける。

「確かに暴走したときは助けてもらったけど……全校生徒に裸はだかを……ああもう！　思い出すだけで恥はずかしいわ！　あれからしばらく、陰かげで『パ○パン女』なんて呼ばれてたんだからね！」

　宮崎は悔くやしそうに口を引き結んだ。

　何があった？　すごく気になるぞ。

「宮崎さんがパ○パンなのはあたしのせいじゃないわよ？」

「そこに怒おこってんじゃないわよ！」

　宮崎は頭から湯気が出そうな勢いで怒っているが、陽成美は全く意に介かいさない。

「ここに来たってことは、今日はやっぱり水龍の日よね？」

「くっ……相変わらず他人の話を聞かない……。そうよ。これから湖に捨てにいくところ」

　宮崎はあきらめたように呟つぶやいた。

「やっぱりね。週に一回、制せい御ぎよできない巨きよ大だい水龍を召しよう喚かんしないといけない能力。水に放ほうりこめば溶けて消えるのを発見したのはあたしなのよ」

「それは……感謝してる。最初から湖で召喚してしまえば、もう学校で暴れられることもないし」

　宮崎はなんとも悔しそうだ。陽成美に助けられたと同時に、ひどい目にあったんだろうなあ。

「それでね、宮崎さんの水龍って、すごく大きいの。十トンは余よ裕ゆうであるわ」

　陽成美は俺達の方を向き直り、にやりと笑った。

　なるほど、そういうことか。

「というわけで宮崎さん、ちょっとここで水龍を召喚してくれない？」

「全然話が見えないんだけどっ？」

「いいからいいから。責任はあたしがとります」

　急に真ま面じ目めな顔をして、キリリッ！　と明後日あさつての方向を見る陽成美。そのセリフ、言ってみたかっただけだろ。

「……まあ、何か起こっても、ヤッカイさんに脅おどされたって言えばみんな信じるだろうからイイケド」

「失礼な物言いは気になるけど、とりあえずやっちゃって！」

「もう……なんなのよいったい……」

　宮崎は膝ひざをついて胸の前で手を組み、祈いのるようなポーズを取った。

　すると、原っぱの上に幾いく本ほんもの水が迸ほとばしり、それは巨大な魔ま方ほう陣じんを描えがいていく。やがて完成した魔方陣は、蒼あおい輝かがやきを放ち始めた。

　輝く魔方陣からうねったツノを生やした水龍の頭がじりじりと現れ始め、やがて全身が地上に出てきた。とぐろを巻いたその姿は巨大なヘビのようにも見える。市営プールなど簡単に満まん杯ぱいにできそうなサイズだ。

「ぐるるるるるる……」

　水龍は低い唸うなり声をあげ、こちらを睨にらんでいる。

「ゼバル！　すぐ眠ねむらせて！　じゃないと暴れるわ！」

「ふむ。言い忘れておったが、我は相手に直接触ふれねば眠らせることはできんぞ」

「なんですってえおわああああぁっ！」

　水龍がその長い尻尾しつぽをゆっくりとこちらに向けて振ふった。

　避さけられるはずもないその巨大な一ひと薙なぎに、俺達は全員呑のみ込まれた。幸いだったのは、尻尾にはじき飛ばされるのではなく、体内へ取り込まれたことだ。

　といっても息もそう長くは続かない。体の表面に向かって、水龍の体内を泳ぐ。

　ふと周囲を見ると、皆みなが泳いでいる中、ベルだけがじたばたともがいていた。あいつ泳げねえのかよ！

　俺は慌あわてて潜もぐり直す。女の子に「泳げないの、プールで教えて♡」と頼たのまれたときのために、泳ぎの練習をしておいてよかった。

　相手が幼女ってのがいまいちだが、子供は助けてやらないとな。

　俺が助けに行くと、ベルはぎゅっとしがみついてきた。動きにくいことこの上ないが、なんとか体の表面まではもちそうだ。

　そう思って泳ぎ始めた途と端たん、水龍が暴れ出した。くそっ！　思うように泳げない！

「がぼぅっ──」

　ベルが大量の泡あわを吐はき出した。しまった！　ベルの体は俺よりもずっと小さいのだ。当然肺活量も小さい。

　ベルが水を飲んでしまう前に空気を与あたえなければならない。その選せん択たく肢しはただ一つ。

　──さらば、俺のファーストキス！

　俺はベルの鼻をつまんで空気が逃にげないようにし、その小さな唇くちびるに自分の唇を重ねて、空気を送り込んだ。

「んーっ！　んーっ！」

　最初は抵てい抗こうしようとしたベルだったが、俺の意図が伝わったのか、すぐ大人しくなった。それと呼応したかのように、水の流れも止まる。

　どうやら水龍は眠ったようだ。とぐろを巻いた状態で、静かな寝ね息いきを立てている。

　俺はベルを抱かかえ、体の外に出た。

「うへぇびちゃびちゃだ」

　水の中にいたのだから当然だが、全員ぐしょ濡ぬれだった。

「危なく溺おぼれ死ぬところだったよ。やっぱりヤッカイさんに関かかわるとロクなことないー。わたし、着き替がえてからそのまま学校いくことにする。じゃあね」

　宮崎は言うことだけ言うと、濡れ鼠ねずみのまま、さっさと寮りようへと戻もどって行った。

「ねーねーおにいちゃん」

　宮崎の背中を見送っていると、ベルがスクール水着から水を滴したたらせながら寄ってきた。

「なんだ？　水を飲んだか？」

　もし大量に水を飲んでしまっていたとしたら、気持ち悪くなっているかもしれない。

「責任とってね……ぽっ」

　ぽっ、て口で言うな。悪くなっているのは頭の方だった。

「ませたことを言うんじゃない。あれは人命救助だから、ノーカンなの！」

「ぶぅ……いじわる！　あ、あれ……？　くっ……封ふう印いんの眼帯が！　魔ま眼がんがさらけ出されてしまう！」

　ベルは眼帯を無くしてしまったらしい。おろおろしながらも、ちらっ、ちらっとこちらを見てくる。

「魔眼が！」ちらっ。「発動する」ちらっ。「ベルを見たものは苦しみ悶もだえるのだぁ」ちらっ。

　これは付き合ってあげたほうがいいのだろうか。ベルはみんなにちやほやされたくて、いろんな属性をひっぱりだしてくるようだが、逆効果な気がしてならない。

「カラコンならほっぺについてるぞ」

「ええっ？　ベルのカラコ……じゃない、バジリスクの王より授さずかりし魔眼が！　……おにいちゃんとってぇ……ぐすっ」

「はいはい、ほらよ」

　俺はベルのほっぺについていた赤いカラコンを人差し指でとってやる。

「ん。ありがと」

　こうして普ふ通つうに笑えば、かわいい幼女なのになあ。その方が人気出ると思うんだが。

「ベルちゃんに何してたああっ！」

　突とつ然ぜん、陽成美が背後から首をがっちりロックしてきた。濡れたＴシャツと水着を通して胸の膨ふくらみが背中に当たる。乾かわいた服よりも密着感が増すというか、水気そのものがというか、とにかくエロい。

「こんな小さな子供の唇を奪うばうなんて！　一度ならず、二度までも！　そこまで変態だとは思わなかったわ……」

　絵麗奈も濡れたサマードレスの前を腕で隠かくしながら、俺を睨んでいる。ドレスはぴっちりと肌はだにはりつき、その完かん璧ぺきなボディラインが露あらわになっている。

「違ちがう！　一回目はともかく、今のはコンタクトを──」

「問答無用！」

　陽成美に固められた首がギシギシと悲鳴を上げる。

「待て、水中のはだな、俺はベルを助けたんだぞ」

「そんなのわかってるわよ！　でも一発殴なぐらないと気が済まないわ！」

「そーよ、そーよ！」

　陽成美と絵麗奈がぴったり息を合わせ、俺に詰つめ寄ってくる。

「理り不ふ尽じんだ！　なんつー意味のわからん意気投合の仕方ぐはぁっ！」

　陽成美に羽は交がい締じめにされた俺のみぞおちに、絵麗奈のヤクザキックが炸さく裂れつした。

　濡れて太ふと腿ももに張り付いたスカートがめくれ、ピンクの水着がちらりと見えた。いくら水着とはいえ、さすがにスカートの中を見るのはマナー違い反はんだ。蹴けられながらも目を逸そらす俺ってマジで紳しん士しだと思う。

「ピンク……」

「ひっ……またしても！　このスケベ！」

　しまった、口に出てた！

　絵麗奈は顔を真っ赤にしつつ、サマードレスの肩かた紐ひもに手をかけた。

「これから服を脱ぬぐから後ろ向いててよね。こんなべちゃべちゃなままじゃ帰れないわ。寮の廊ろう下かに水が垂れちゃう」

　俺の視線に気付いた絵麗奈が、俺の首を後ろへぐりんと捻ひねった。

「いてててっ！　千切れるっての！　別にいいじゃねえか、着替えるんじゃなくて、ただ脱ぐだけだろ」

「服を脱ぐところを見られるだけでも恥はずかしいのよ！　陽成美だってそうでしょ？」

　絵麗奈の問いに、陽成美はきょとんとした顔で答える。

「あたしは別に平気だけど」

　絵麗奈が蹴りを入れると同時に俺を解放した陽成美は、あっさりＴシャツを脱ぎ捨てた。

「なっ……じゃあベルちゃんは……」

　ベルはもともとスク水だ。

「ほらみろ。恥ずかしがってるのなんて絵麗奈だけじゃないか」

「うう……私がおかしいのかしら……」

　絵麗奈は戸と惑まどいながらもゆっくりドレスの肩紐を外す。

　恥ずかしそうにもじもじと脱ぐ姿は、思っていた以上にエロいものだった。

　スカートが地面に落ち、ピンクのビキニが露わになる。絵麗奈はこちらに背を向け、水着にパンプスという姿勢で脱いだドレスをたたみ始めた。形の良い尻しりがぷるぷると揺ゆれる。

「さ、さあ帰りましょう」

　絵麗奈は顔を真っ赤にして、脱いだドレスを胸の前に抱えた。隠しているようだが、ふにゃりと歪ゆがんだ乳ちちが、生き地じの隙すき間まから見えている。

「何言ってるの？　これから泳ぐんじゃない。下の景色が見える巨きよ大だいプールよ。ふっふっふ。ねらい通りだわ。これで入場料を取れば、Ｔ２Ｔの活動資金ががっぽがっぽと……」

　コイツ、そんなこと考えてたのか。

「う……確かに楽しそうだけど……授業をさぼるわけには……」

　絵麗奈は心配そうに校舎の方を見た。

「いいじゃない。ベルも慧も泳ぐでしょ？」

　こんな美少女に囲まれての水遊びなど、断る理由などなかった。

「ベルもあそぶー！」

　ベルはさっそく水龍へと飛び込んだ。

　さっき溺れたばっかりなのに強気だなおい！　と心配したのもつかの間。「ベルは天才だもの～」と鼻歌を歌いながら、水龍の表面を上へ向かって泳いでいく。

　飲み込み早すぎだろ……俺が泳げるようになるために、どれだけプールに通ったと思ってるんだ。学校の連中に会わないよう、隣となり町まちまで出かけてたんだぞ。この天才め。

「まあ無理にとは言わないわ。絵麗奈だけ帰ってもいいのよ。水の龍へ愛をこめてダイバージェーンス！」

　陽成美は意味の分からないかけ声とともに、勢いよく水龍の体へと突とつ撃げきして行った。そのまま体内を泳ぎ回っている。

「うう……そうやってすぐ仲間外れに……。べ、別に仲間外れが嫌いやとかじゃないんだからね！　監かん視し……そう、これは陽成美が妙みようなことを始めないか監視するためなんだから！」

　絵麗奈もまた水龍へと飛び込んで行った。

　この水龍プールは上からの眺ながめも良いのだろうが、下からの眺めも最高だった。

　美少女達の水着姿をこれだけ下からじっくり見ることなど、そうあるものではない。

　陽成美の整ったプロポーションもいいけど、絵麗奈の巨きよ乳にゆうが水圧で揺れる様子もたまりませんなあ。

　俺が美少女達に見とれていると、木々の向こう側から、強く厳しい声が聞こえた。

「あなたたち、授業中に何をしているの!?」

　やべえ、先生か？　よく考えたらここは、教室棟とうからは見えない裏口側とはいっても、校舎からそう離はなれているわけではない。誰だれかに見つかる可能性は十分にあった。よし、ここはクールに言い訳だ。

「これはですね。中二病能力で困っている人がいて、その手助けを……副委員長っ!?」

　背後にいたのは、中ちゆう二に病びよう対たい策さく委い員いん会かい副委員長の詩し穂ほだった。

　陽成美を連れて行った真さね臣おみの直属の部下。今回はなんとかなったようだが、いつまた陽成美を連れて行ってしまうかわからない相手だ。

「何の用だ！　陽成美をまた連れて行く気か！」

　俺は思わず身構えた。絵麗奈も水龍から詩穂を睨にらみ付けている。

　和なごやかかつアホな雰ふん囲い気きから一転、緊きん張ちようが張り詰める。

　しかし、詩穂はそんな俺たちには目もくれない。

「やっほー、副委員長」

　陽成美は詩穂に手すら振ふりながら、水龍から飛び降りた。軽いなおい！

　ポニーテールの水気をぎゅっと絞しぼる。

「あなたは、貴重な時間に何をしているの？」

　詩穂は相変わらず感情の読みとりにくい鉄面皮だが、どうやらあきれているらしいことはわかる。そりゃ時間は有限だが、貴重とはまた大げさだな。

「あたしが時間をどう使おうと勝手でしょう？　あなたこそ授業はいいの？」

　陽成美の表情は不ふ機き嫌げんそのものだ。

「勉強なら自分でやってる。私の仕事はあなたを監視すること」

「まあったく、つまんない女ね」

　半ばばかにしたような反応をする陽成美に、詩穂はただ眼鏡をくいっとあげただけだ。

「それはあなたが決めることではない」

「ちょっと、人生の楽しみ方って奴やつを教えてあげるわ」

「何をす──」

　陽成美はいきなり詩穂をお姫ひめ様さまだっこしたかと思うと、水龍に向かって放ほうり投げた。

　当然のことながら、詩穂は水龍から出ようとしている。

「暴れたら溺おぼれるわよ！」

　そこへ陽成美は飛び込み、詩穂の腰こしにタックル。強ごう引いんに水龍の上方へと引きずっていく。

　最初は抵てい抗こうしようと見せた詩穂だったが、水をたらふく飲んで目を白黒させたところで、抵抗しても溺れるだけだと悟さとったのか、陽成美にされるがままとなった。

　水着を着用している陽成美達と違って詩穂は制服だ。

　そのまま水に入れば、当然下着は透すけるし、スカートはめくれあがる。

　なんと意外なことに、黒……だっ！　しかも、着き痩やせするタイプらしく、全く無いと思っていた胸は絵麗奈並み……ほどではないものの、かなりの大きさだった。

　ありがとう陽成美。これが見られただけでも、この先に待っているであろう真臣からのお咎とがめにも耐たえられそうだ。

　眼福、眼福、と眺めていると、陽成美の動きがぴたりと止まった。絵麗奈とベルも同様だ。

　三人は全身を脱だつ力りよくさせると、ゆっくり沈しずんでいく。

　なんだ？　一体どうしたんだ？

「ひひっ……。眠ねむりの術を受けた水龍の水を飲んだんじゃろ。体内で術が発動しとる。水で薄うすまっとるから短時間じゃが、簡単には目を覚まさんぞ」

　赤と白の縞しま模も様ようが入った浮うき輪でぷかぷか浮かぶゼバルが、イヤらしい笑みを浮かべながらこちらを見下ろしている。

「なんだってっ？」

　水龍の中にいるのは四人。このままでは全員溺れてしまう。

　こんな時、陽成美なら迷わず助けに行くだろう。なにかと騒さわがしい奴だが、陽成美のそういうところだけは、尊敬していると言ってもいい。そんな陽成美をこっそり──本人にばれるのは恥ずかしいし悔くやしいので本当にこっそりだが──見習うことは、クールな男を目指すという俺の目的と合がつ致ちするのだ。

　詩穂は中に入ってまだ時間がたってないせいか、意識があるようだ。助けるのは他の三人からだな。

　人間って呼吸が止まってからどれくらい生きられるのだったろう。美少女に人工呼吸をするときのため、緊きん急きゆう対応訓練を受けにいったことがあるのだが、人工呼吸以外の講義はほとんど眠っていたので覚えていない。

　いや、今はそんなデータよりも全員を一刻も早く助けだすしかない。

「副委員長！　早くその水龍から出るんだ！　できれば一人助けだして欲しい！」

　敵に頼たのむのはしゃくだがそうも言ってられない！

　俺は叫さけぶと、水龍へと飛び込んだ。まずは体の小さいベルからだ。小さな体を水龍の外に出し、再度中へ。詩穂はもう出ているはず。一人助けだしてくれれば楽に……って、詩穂も寝ねてやがる！

　陽成美に引っ張られたとき、大量に水を飲んだようだったから、術が効くのも早かったのだろう。

　しかたない、最後に眠った詩穂は後回しだ。残り三人、間に合え！

　まずは陽成美、次に絵麗奈だ。二人とも柔やわらかい……なんてことを言ってる場合じゃないが、彼女達のいろんなところが俺のいろんなところに当たって柔らかい！

　最後に詩穂をお姫様抱だっこで水龍から助け出す。この抱き方って憧あこがれてたけど、意識のない人間を持つには全く向いていない。やってみればわかるが、むちゃくちゃ重い。

　そこに、今一番聞きたくない声が響ひびいた。

「副委員長から連れん絡らくを受けて来てみれば……貴様、何をしているっ！」

　この偉えらそうな声は間ま違ちがいなく真臣だ。

　ルールにうるさいこいつのことだ。授業をサボっていたとなるとめんどくさいことになる。

「ちょっと事故があってな。みんなを助けてるところだ。授業をサボったのはしかたなく──」

　俺の必死の言い訳を遮さえぎって、真臣は怒いかりの声を上げた。

「そんなことはどうでもいい！　どこを触さわっているんだ！」

　自分の手を見ると、お姫様抱っこをした詩穂の胸を下から鷲わし掴づかみにしていた。

　慌あわてて手を放すと、詩穂は尻から地面に落下。

「ぎゃふっ」

　詩穂は声を上げながらも目を覚まさない。悪夢に顔を歪め、はぁはぁと短く荒あらい息をしている。

「貴様、詩穂に何をした！」

「待て、自分の部下がやられて怒おこる気持ちはわかるが、何もしてねえよ！」

「何もしなくてこんなずぶ濡ぬれになるものか！」

　もっともすぎて反論できねえ。実際、水龍に放り込まれたわけだしな。

「命に別状はねえよ。眠ってるだけだ……から……あ……れ……？　俺も眠く……」







　悪夢には二通りある。現実からかけ離れたものと、過去の経験をなぞるものだ。

　俺が今見せられているのは後者だ。

　嫌な映像が頭のまわりをぐるぐるぐるぐると駆かけ巡めぐる。

　中二病にかかって程ほどなく、ある事件をきっかけに友達だと思っていた奴らから向けられる冷たい目、そうして中二病に対し後ろ向きになっていた頃ころの自分、転校を勧すすめてきた昇しよう竜りゆう門もん学がく園えんにあっさり俺を売った両親──

　やがて映像はなくなり、しばらく暗くら闇やみが続いたと思ったら、何度となく見たいつもの夢が始まった。

　島を消し去った光の柱の夢。クラスをバラバラにし、仲良しの女の子がいなくなるきっかけとなった、俺が中二病にかかる前の出来事。
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　ただ違うのは、小さな女の子の隣となりにいるのが、昔の自分ではなく、今の自分であることだ。

　いつものように、光の柱で小島が消し飛び、女の子がへたりこんでいる。

　今ならこの子がなぜいなくなったのか理解できる。あれほど強力な能力だ。研究機関とやらに目をつけられるのも当然だろう。

　だが、俺はもうあのときのヘタレた俺じゃない。クールな俺に生まれ変わったんだ。

　女の子は俺を見上げ、震ふるえる手を伸のばしてくる。

　かつてはこの手を掴つかんでやることができなかった。

　だが今度こそ──っ！

　俺はぎゅっと女の子の手を握にぎった。

　もうどんなことがあっても、差し出された手は絶対に掴む！

　あの時みたいな失敗は絶対にしないんだ！

　すると、俺の視界を眩まばゆい光が包み込んだ。

　ただひたすらに優やさしく温かい輝かがやきの中、瞬まばたきの間に成長した女の子が、とびっきりの笑え顔がおで微笑ほほえんだ気がした。







「真臣のことだから、すぐにでも処しよ罰ばつが下ると思ったんだがな」

　俺はＴ２Ｔ本部で首を捻ひねっていた。

　昨日は目を覚ましてから、水龍の件についていつお咎めがあるかとドキドキしていた。

　しかし、放課後はおろか、翌朝の今になっても真臣からなんのアクションもない。実に不気味だ。

　陽成美、そして絵麗奈も不安げな表情をしている。

「ベルちゃん遅おそいわね」

　陽成美がテントの入り口をじっと見つめる。そう、ベルだけがまだ姿を見せていない。

「昨日水に入ったし、風か邪ぜひいたとか」

「そ、そうよね」

　いまいち納なつ得とくしていない陽成美の返事を最後に、微び妙みような沈ちん黙もくが流れる。

「あたし、ちょっとお見み舞まい行って──なにこれ……」

　テントを飛び出した陽成美は、入り口でその足を止めた。

　陽成美の肩かた越ごしにひょいと外を見ると、屋上には猿さるのような獣けものがたむろしていた。その数、十数すう匹ひき。

　外に出た俺たち三人が思い浮かべたのは同じ事こと柄がらだっただろう。ベルは言っていた。能力が暴走すると、猿のような獣を無む尽じん蔵ぞうに召しよう喚かんすると。

　幸い獣達はこちらに興味を示さず、輪になって何かを貪むさぼり食っている。輪の中から時々風に運ばれてくるのは……鶏にわとりの羽根？　たしか飼育小屋には、鶏がたくさん飼われていたはずだ。生で……食ってるのか……？

　正面では獣達が獲え物ものの奪うばい合いをしていた。手の甲こうからアメコミヒーローのような鋭するどい爪つめを伸ばすと、仲間の腕うでをやすやすと切り落とす。やられた獣は紫むらさき色いろの血をあたりへ撒まき散らしながら反はん撃げきをする。他の獣も巻き込んで、血みどろの乱らん闘とう騒さわぎになった。

「なに……あれ……」

　絵麗奈が自分の肩を抱き、カタカタと震えている。

　なんつー好戦的な奴やつらだ。あんなのに関かかわっていたら命がいくつあっても足りない。

「（おい……俺の能力を使って、こっそり下に逃にげるぞ……）」

　俺は二人に呼びかけると、手の甲に陽成美がくれた慧マークシールを貼はり、陽成美の手を握る。

「（絵麗奈、陽成美と手を繋つなげ）」

　絵麗奈は緊きん張ちようした面おも持もちで小さくうなずき、陽成美の手を握る。

「『不可視の存在インビジブル・イグジステンス』……」

　俺は口に人差し指を当て、静かにするよう二人に合図を送ると、陽成美の手を引き、屋上から階下へと降りる。

　廊ろう下かには獣が二匹。既すでに授業は始まっており、教室のドアはどこも閉まっている。

　ひた、ひた、と無目的に歩く獣の横を、俺達三人は息をころしてすり抜ぬける。

　向かう先は寮りよう。ベルの部屋だ。

　俺の能力は持続時間が最長で一時間。寮の部屋までは十分もつ。だがもし、途と中ちゆうで見破られて能力が切れたら、発動していた時間が経過するまでは再発動できない。

　廊下をそろそろと進み、やっと玄げん関かんを出たその時、

「きゃああああああっ！」

　校内に悲鳴が響いた。

　まるでそれを合図としたかのように、校庭や廊下に獣が溢あふれる。

　──ガシャンッ！

　校舎の窓ガラスが割れ、中から獣が飛び出してきた。

　その後を追うようにして、竹刀しないを持った男子生徒が現れた。

　男子生徒に向かって、一匹の獣が跳とびかかる。

「魔ま神じん飛ひ翔しよう斬ざん！」

　男子生徒は飛び上がりながら、真っ赤に輝く竹刀を真上に振ふった。

　竹刀の先せん端たんが顎あごにクリーンヒットし、獣は無様に地面へと落下する。

「どうだ！　俺の竹刀を真っ赤にする能力！　『紅の剣ルビー・ブレード』は！」

　どや顔で竹刀の先を獣に向ける男子生徒だったが、獣は顎から紫色の血を流しつつも、むくりと起き上がった。

「ちくしょう！　やっぱり色が変わるだけじゃあ、所しよ詮せんは竹刀か！」

　意味ねえなその能力！　とはいっても、中二病能力の殆ほとんどは彼のように大した効果は得られない。

「ついに俺の見せ場がやってきたぜえ！　くらえっ！　ロックアームブレイク！」

　二階の窓から飛び出し、岩を纏まとった拳こぶしを獣に打ち付けたのは石いし田だだ。

「のけぞれ！」

　同じく二階の窓から顔を出した風かざ祭まつりが石田に指示を飛ばす。体をのけぞらせた石田の眼前を鋭い爪が通り過ぎた。

　なかなかいいコンビじゃねえか、あいつら。

　他ほかにも能力者や教員もいるのだし、学校のことは彼らに任せても大だい丈じよう夫ぶだろう。それよりもベルだ。

　先へ進もうとすると、繋いでいた陽成美の手が抵てい抗こうした。

　陽成美は校舎を見上げ、悲しそうな顔をしている。こいつは本当に学校が好きなんだな。

「（行くぞ陽成美。元を断たつ）」

　俺は陽成美に耳元で囁ささやき、その手を引いた。寮まではあともう少しだ。







　寮は校舎よりさらに酷ひどいことになっていた。

　玄関には獣が我が物顔で闊かつ歩ぽし、その奥の廊下にも獣がひしめいている。これは、獣のわきどころが寮とみて間違いないだろう。

　庭では管理人さんが高笑いを上げながら、狂くるったように刀を振り回し、獣を次々に切り捨てている。

「おほほほほっ！　久しぶりに斬きりがいのある相手だわ！　唸うなれ龍りゆう神じん丸まる！　輝け龍神丸！　おほほほほほほっ！」

　これは絶対に近づいてはいけない気がする！

　さて、三階のベルの部屋までどうやって上がるかが問題だ。これだけの獣と接せつ触しよくせずに廊下を進むことは不可能だ。

　雨あま樋どいを使えば外から上れそうだが、そうなれば手を離はなし、能力を解除することになる。

　身体強化のできる絵麗奈はいいとして、一撃の攻こう撃げき力りよくは高くとも汎はん用よう性せいの低い陽成美の能力では、獣達から逃げきることは難しいだろう。

　となると、陽成美を上らせて、彼女が狙ねらいうちされないよう、俺と絵麗奈で守る。これしかないか。

　陽成美達に作戦を説明しようとあたりを見て、俺は愕がく然ぜんとした。いつの間にか囲まれている！　まだこちらには気づいていないようだが、少し身動きすれば触ふれてしまうほど玄関前に獣がひしめいている。

　雨樋までは数メートルある。飛びついて上る間に、確実に攻撃を受ける。

「ぎゃぎゃぎゃぎゃっ！」

　──どんっ。

　どうするか迷っていると、じゃれあっていた獣の一匹が、俺の足にぶつかった。

「ぎぎ……？」

　獣は首を傾かしげ、俺の脚をじっと見ている。まだ見つかってはいない。だが……。

「ぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃーっ！」

　獣は大声を上げ、俺の顔をはっきりと見上げた。ちくしょう！　これだから本能全開の野生動物（？）は嫌きらいなんだ！

「見つかったぞ！　あの雨樋へ走れ！　陽成美！　ベルを頼たのむ！」

　もうこそこそする意味はない。結局強きよう行こう突とつ破ぱだが、やるしかない。

「まかせて！　Ｔ２Ｔの活動には雨樋上りの練習がかかせないのよ！」

　いったい何を想定して練習してたんだよ！

　陽成美は数ステップで雨樋に飛びつくと、なめらかな動作で上っていく。

　だがいくら速いといっても、獣達はのんびり見てくれているわけではない。

「絵麗奈！　雨樋の下を守るぞ！」

「おっけー！」

　俺は玄関に立てかけてあった箒ほうきを引っつかむと、雨樋の下へダッシュ──って、この箒重てえっ！　一体何でできてるんだよ！　だが助かった。これを振り回すだけでも、かなりの武器になりそうだ。

「うおおおらあっ！」

　箒を横よこ薙なぎに一振り。それだけで跳びかかってきた獣を吹ふき飛ばすことができた。ぜひ全校の女子に見て欲しい姿だな！

「ぎゃぎゃーっ！」

　箒を振ったところに、別の獣が突つっ込んできた。

「目標をセンターに入れて……スイッチ！」

　陽成美の声とともに、空が一いつ瞬しゆん輝かがやき、獣の頭を中心とした光の柱が出現した。光の直径は遊園地の時よりもずっと小さく、コイン程度しかない。それでも獣は脳天から貫かん通つうした穴が空き、その場で絶命する。

「あたしも手伝う！」

　既に三階の窓に手をかけた陽成美が叫さけんだ。

「だめだ！　いくら倒たおしてもキリがねえ！　陽成美はベルを頼む！」

「でも……っ！」

「こっちは大丈夫だ！　早くしろ！　ぐあっ！」

　獣の爪に腕を浅く切られた。

「慧っ！」

「はやくしろ！」

「──っ！　それ以上ケガしないでよ！」

　陽成美はベルの部屋の窓を破ると、中へと入っていった。

「とは言ったものの、ケガしないってのは難しいかも──なあぁっ！」

　箒で二体の獣を同時になぎ払はらう。

「ぎゃぎゃーっ！」

　背後から獣が降ってきた。

　まずい！　箒が重くて迎げい撃げきが間にあわねえ！

　爪が俺の頭部に届く瞬間──

　ごすっ！

　まっすぐ天へと突き上げられた絵麗奈の足が、獣けものの腹部を捉とらえた。

　絵麗奈はそのまま足を振り下ろし、獣を踏ふみつけた。

「油断よ、慧！」

「さんきゅー絵麗奈。身体強化系は違ちがうな！　──あぶねえ！」

　にっと笑う絵麗奈の背後からも獣がとびかかってきた。俺は絵麗奈を抱だきしめるように押しのける。

「ぐあぁっ！」

　背中に焼けたような痛みが走る。くそっ！　もっとクールに助けられればよかったが、俺の反応速度では体を盾たてにするので精せい一いつ杯ぱいだった。

「ぐおおらあああっ！」

　俺は箒でその獣を弾はじき飛ばす。が、背中の傷は思ったより深いらしい。体の力が抜け、ガクリと膝ひざをついてしまう。

　まずい、こんなところで倒れたら殺されるのを待つだけだ。

　ここで俺が倒れたら、獣の攻撃が一気に絵麗奈に集中してしまう。なんとか立ち上がらないと……くそっ！　体が動きやがらねえ！

「ちょっと慧！　大丈……これ……」

　絵麗奈は俺の背中を見て顔色を変えた。

「あんた達……慧に何してんのよ！」

　絵麗奈の髪かみがざわざわと逆立ち、その目が白目まで真っ黒に染まったかと思うと、少女マンガのように、瞳ひとみに星が煌きらめいた。

「オールマイラブモードが発動した!?　なんで!?　私が慧を……いいえ、そんなはずないわ！」

　そう呟つぶやいた絵麗奈の姿が一瞬掻かき消えると、獣が五、六匹ぴきまとめて上空高く舞まい上がった。その中心に佇たたずむのは絵麗奈だ。続いて、二波、三波と獣が打ち上げられていく。

　あっという間に、玄関前にいた殆どの獣が打ち上げられた。

　やがて……

　どしゃどしゃどしゃどしゃっ！

　無数の獣が地面に叩たたきつけられ、息絶えた。

「す……すげえ。ここまで自分を強化できるのかよ」

「ちょっと条件があるんだけど……おかしいわね。なんで発動したのかしら……」

　絵麗奈は不思議そうに首を傾げている。

「慧！　ベルちゃんがいないの！　一いつ旦たん退たい却きやくを──すご……」

　窓から顔を出した陽成美が絶句した。

「絵麗奈がやってくれたんだ」

「絵麗奈が？　たしか絵麗奈の能力って……そういうこと。ふうん……」

　陽成美の機き嫌げんが急に悪くなった。なんなんだ一体。

　それよりも今はベルだ。

「ベルがいないってどういうことだっ？」

「そのまんまの意味よ。部屋はもぬけの殻から！」

　獣がこの寮りようから湧わいているのは間違いない。部屋でないとするなら一体どこに……。

　その時、建物の陰かげから血のべったりついた日本刀をぶら下げた管理人さんが現れた。

　あれだけ獣を斬っておきながら、恐おそろしいことに返り血を一いつ滴てきも浴びていない。

　この人なら何か知ってるかもしれない！

「管理人さん！　ベルちゃんを見ませんでしたか？」

「ベルちゃんなら、朝早くに真臣君と応接室に入っていくのを見てから、会ってないわね」

　管理人さんは、うーんと小首を傾げた。

「応接室ですね！　ありがとうございます」

　応接室は寮の玄げん関かんに入ってすぐの場所だ。陽成美より俺達の方が近い。

「慧！　これを持って行って！」

　陽成美が窓から投げてよこしたのは、丸めた布だった。先日ベルの部屋で見た魔ま方ほう陣じんが描えがかれているものだろう。

「召しよう喚かんを済ませれば、暴走は止まるわ！」

「そういうことなら！」

　絵麗奈は玄関へと突とつ入にゆうしていくと、獣達を蹴けり飛ばし、道を作っていく。そのままの勢いで応接室のドアを蹴破った。

「「ベルちゃん！」」

　ベルはパジャマのまま、両手両足を縛しばられ、猿さる轡ぐつわをかまされた状態でソファに転がされていた。

　ベルの四方を囲むように魔方陣が展開しており、そこからランダムに獣が湧いている。

　小さな女の子になんつーことをするんだ！

　俺は背中の痛みを意識の外においやり、震ふるえる膝を殴なぐりつけて、箒を振ふり回した。そのままベルに向かって突とつ撃げきし、拘こう束そくを解いてやる。

「ケガは無いか？」

「うん！　いいんちょうが！　いいんちょうが！」

「わかってる。今は先に召喚をしてくれないか？」

「あ、あ、あ、そうだね。うん。召喚するよ」

　陽成美から受け取った布を広げたところで、目の前が白くなり始めた。血を流しすぎたか……最近なんだか気絶してばっかりだな……







　目覚めたのは、寮にある医務室のベッドだった。隣となりのベッドでは絵麗奈が眠ねむっている。

「気がついたわね」

　枕まくら元もと近くには、いつもの笑え顔がおで日本刀の手入れをする管理人さん。そして、心配そうに俺を見つめる陽成美とベルがいた。

　腕うでから伸のびたチューブは、スタンドにつるされた血液のパックにつながっている。

「手当てはしておいたわ。はい、輸血も終わりっと。気をつけなさいよ。治ち癒ゆ能力を持ってる子に手伝ってもらえなかったら、結構危なかったのよ。それと、傷はふさがってるけど、跡あとは消えないわね」

　管理人さんが刀を鞘さやに収めながら言った。

　まさか自分がバトルで大おお怪け我がをすることになるとはね。今いま更さらながらベッドの中で脚あしがガクガクと震えている。

　陽成美は俺の肩かたにそっと触ふれた。

「背中の傷だけど、恥はじじゃないわよ。人助けのためについたものだもの」

「いや、剣けん士しじゃないしな。そんなこと思ってねえよ」

　そう答えた俺へ、ベルがとことこと寄ってくる。

「おにいちゃん、ありがと、だいすきだよ」

　ベルがほっぺに、少し触れるだけの軽いキスをくれた。

　ナニコレ。怪我したらこんなに優やさしくしてもらえるの？　死なずにすむなら何度でも怪我をするのに！　いや、ごめん、さすがにそれは嘘うそだわ。

「おねえちゃんもありがとね」

　ベルは陽成美の手をきゅっと握にぎった。

「ベルちゃん……」

　陽成美はかすかに瞳を潤うるませた。自分のしたことが認められて嬉うれしかったんだろうなあ。

「あのね、ベルも陽成美おねえちゃんと一いつ緒しよにがんばりたいな……」

「それってＴ２Ｔに入ってくれるってこと？」

「うん！」

　陽成美は一瞬頬ほおを硬こう直ちよくさせたが、すぐにその表情を緩ゆるめ、ベルの手を握り返した。

「ベルちゃんみたいなかわいい娘こなら大だい歓かん迎げいよ！」

　──ぱち、ぱち、ぱち、ぱち。

　医務室にまばらな拍はく手しゆが響ひびいた。

「なかなか素す敵てきなお涙なみだちょうだい学芸会だったよ」

　医務室に入ってきたのは真臣だった。

「こいつ……どの面つら下げて……今回の犯人がお前だってことはわかってるんだ！」

　どれだけとぼけようとも、管理人さんの目もく撃げき証言もあるし、ベルも見ているはずだ。言い逃のがれなんてさせない。

「そうだが？」

「とぼけようったって………………は？」

　あっさり認めやがった。

「これは夜や会かい陽成美に関かかわった『君達』へのペナルティさ。キミが転校してきたときにも言っただろう？　そういう『ルール』だとね。今回はこの程度にしておいたけど、まだルールを破るというなら、もっと厳しい罰ばつを与あたえなければならなくなるからな」

「何を言ってるんだお前……。けが人も出ているってのに！」

　今朝から陽成美の様子がおかしかったのも、こいつに脅おどされていたからなのか？

「けが人を出してはいけないなんていう校則はないな。この学園はその特性上、多少の刃にん傷じよう沙ざ汰たはやむなしなのだよ」

「なんてこと言いやがるっ！　死人が出たかもしれないんだぞ！　てめえ、絶対に許さねえ！」

　俺は真臣にとびかかろうと布ふ団とんをはねのけた。

　しかし、傷はふさがったとは言え、まだ体の自由が利きかない。飛びかかろうとしたのだが、床ゆかに転がってしまった。

　くそ！　こいつだけはぶん殴らないと気が済まない！

「無茶しないで」

　なんとか起き上がろうとする俺を管理人さんが制した。

　ちくしょう……ちくしょうっ！

　真臣は冷れい淡たんな瞳のまま、鼻で笑った。

「ふんっ……キミ達が失敗しても大だい丈じよう夫ぶなように、ちゃんと何重にも予防策は張っておいたからね。死人を出すようなヘマはしないよ。君たちが自力でなんとかできなくても、大丈夫なようにはしてあったさ」

「なぜそこまでして陽成美を目の敵かたきにするんだ！」

「それが『仕事』だからさ」

　仕事!?　そんなことが仕事だってのか！

　真臣は表情を変えることなく俺を見下してくる。

　くそっ！　余よ裕ゆうぶりやがって！

「陽成美を陥おとしいれるのが仕事だと言うつもりか！」

「キミには言ってもわからないだろうねえ。うちの副委員長にセクハラをするような輩やからにはね！」

　セクハラって、水龍から助けだしたときに胸を触さわってしまったことか。なんでそれを今だしたんだよ。しかも、今までで一番声に怒ど気きがはらんでいる気がする。

「セクハラ……？」

　俺を見る陽成美の額に、びきっと青筋が立った。

　こっちは間違いなく怒おこってらっしゃる！

「その『仕事』も、もう終わるのだけどね。僕はルールに則のつとって最後まできっちりやるタイプなんだ。だから、今日もしっかり仕事をさせてもらったよ」

　なんだ、何を言ってる。真臣の言うことは、俺の認にん識しきと何かがずれてる。

「もう、終わるってなんだよ……」

　これ以上陽成美に何をするつもりなのだ。

「おや？　まだ聞いていないのかい。ふうん……」

「帰って！」

　これまで黙だまっていた陽成美が、急に大声を上げた。

「くくく。まあいいさ。明日あしたは約束の五日目だからな。わかっているね？」

　真臣は嫌いやな笑みを陽成美に向けると、医務室を出ていった。

　陽成美は真臣を睨にらみ付け、ぎりりと奥歯を噛かみしめた。

　五日目って……何のことだ？

　それから解散するまで、陽成美は一言もしゃべらず、その空気に呑のまれたベルもおろおろするだけだった。








　第五章　ラスボスと言えばこーはくのあのひと




　召しよう喚かん獣じゆう暴走事件解決後、そのままずっと寝ねていたせいで、夜中になって目がさえてしまった。大浴場に行くのも面めん倒どうなので、とりあえず汗あせでも流そうと浴室へと入る。

「いてて……さすがに痛みはまだ消えないか」

　風ふ呂ろの鏡で背中を見ると、三本の傷が背中を縦断していた。

　やっぱり傷は斜ななめに入ってたほうがかっこいいなあ。と余計なことを考えてみるが、改めて傷口を見ると、自分の身がいかに危なかったかがわかる。

　──コン……コン。

　こんな時間にドアをノックされた。一体誰だれだろうか。

「あたしよ、陽ひ成な美み」

「どうした、こんな時間に」

　俺は上着をはおり、ドアを開けた。そこには、いつもの制服姿をした陽成美が立っていた。

「ちょっと話があるの。入れてくれるかしら」

　夜に男の部屋に来て『入れろ』とはまた大だい胆たんだな。……はいはい、そんなわけないね。

「入れよ」

「お邪じや魔まします」

　なんか……大人しいな。

　陽成美にソファを勧すすめ、俺は壁かべに立てかけておいたパイプ椅い子すに腰こし掛かけた。

　何度も練習した動作だ。いかにパイプ椅子をクールに開き、スマートに座るか。男の価値の三パーセントくらいはそこで決まる。

　今回のは我ながら上う手まくいった。小さくガッツポーズをしてしまうほどだ。

　陽成美はそんなことになどさっぱり興味がないようで、ぼんやりと虚こ空くうを見つめている。

「で、話って？」

　なんだか様子がおかしい。いつもなら言いたいことをすぐ言い始めるはずだ。

「…………また絵え麗れ奈なとケンカしちゃってね」

「またかよ。その相談でもしにきたのか？」

「ううん、違ちがう」

　ですよね。陽成美がそんな相談を俺にするはずがない。

「あたしが中二病研究機関アグリツパに収容されてたのは話したわよね」

「ああ、遊園地の時に聞いたな」

「ちょっと話をしてもいいかな」

　俺は無言で頷うなずいた。

「小学二年生で収容されて、ずっと研究所に閉じ込められてた。今年初めてテストケースとして出てこられたの。あたしみたいな高レベルの警けい戒かい能力者が、社会に適合できるかどうかっていうテストよ」

「ずっとって……。遊びたい青春まっさかりの時期を監かん禁きんされていただと……？」

　いや、俺に青春があったかと問われると、悲しくなるだけだが。

「こんな能力をもってて、まともに青春を謳おう歌かできたかはあやしいけどね」

「だからって、チャンスを奪うばっていい権利なんて誰にもないはずだ！」

「怒ってくれるんだ……ありがと」

　陽成美は儚はかなげに微笑ほほえんだ。

「今日はほんとにどうしたんだよ」

「どうもしないよ。これからも、Ｔ２Ｔテイー・ツー・テイーをよろしくね」

　いつにもまして真しん剣けんな陽成美の表情に若じやつ干かん気け圧おされつつ、俺は頷く。

「半年はやめられないって言うからな。それまでは手伝ってやるよ」

　本当はずっと手伝ってやりたいし、Ｔ２Ｔがなくても、能力者のために能力を使ってみたいと思っている。だが、そんなことは言ってはやらないのだ。恥はずかしいしな。

「うん……。ここ数日、すっごい楽しかったね」

「そりゃ陽成美は楽しかっただろうさ！」

　好き放題やってたんだからな。

「変な二人組の相手したり」

「仮にも自分を好いてくれた奴やつらに向かって……」

　確かに変だったけど。

「絵麗奈の恋れん愛あい相談にのったり」

「無理矢理首つっこんだんだよな？」

「あとは……遊園地で、デ、デ、デートしたり」

「お、おう……」

　真っ赤になるほど恥ずかしいなら、言わなくてもよかったんじゃないかな。俺もなんか顔が熱いし！

「ベルちゃん救出はすごかったわよね！　Ｔ２Ｔ始まって以来の大事件だったわ！」

「ああいうクールな事件解決なら、これからもやりたいな」

「ふふ……Ｔ２Ｔ会員らしい顔つきになってきたじゃない。これからも……そうね……これからも……」

　陽成美は俺から一いつ瞬しゆん目をそらして微笑んだ。

「陽成美？」

「な、なんでもないわ。これからもＴ２Ｔをよろしくね！」

「任せとけよ」

　ここで頷くことになるだなんて、陽成美と会ったばかりの俺からは想像もできないな。

　それから俺と陽成美は、時間を忘れてここ数日のくだらない思い出話をした。

　なんだかんだ言いつつ、陽成美と出会ってからは、人生で一番楽しい時間を過ごしている気がする。認めたくはないけどな。

　今がずっと続けばいいとすら思う。

「話せてよかった。あなたのＴ２Ｔへの想おもいを聞いて安心したわ」

　陽成美はゆっくり立ち上がり、俺に背を向けた。

　結局何をしに来たのかよくわからないが、帰るらしい。

「また明日な」
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「ちゃんと歯を磨みがくのよ」

　俺の言葉に、陽成美は振ふり返らないままひらひらと手を振り、部屋を出ていった。







　翌朝、ふらりとＴ２Ｔ本部に寄ってみたが、誰も来ていなかった。本部で陽成美に会うのが楽しみになりつつある。慣れってのは恐おそろしいもんだ。

　それにしても、陽成美くらいはいると思ったんだけどな。仕方ないので、俺は教室へと向かっている。

　教室には、既すでに絵麗奈とベルが来ていた。しかし、陽成美の姿がない。既に始業時刻ぎりぎりだ。いつもの陽成美ならとっくに来ている時間だ。

　絵麗奈にでも訊きいてみよう。

「陽成美はまだ来てないのか？」

「え？　聞いてないの？」

　絵麗奈は心底意外そうな顔で俺を見た。

　なんだ、何を言ってる？

「ベルちゃんちょっと来て」

「なあに？」

　ベルがてててて、と寄ってきた。今日は額に親指の爪つめよりも大きな赤い宝石のシールを貼はりつけている。どんな設定があるのかはめんどくさいので聞かない。

「昨晩、陽成美から話はあったわよね」

「うん、陽成美おねえちゃん転校しちゃうんでしょ」

　…………は？

「なんだそれ……聞いてないぞ……」

　たしかに昨晩、陽成美は部屋に来た。もしかしてその事を言うため？

「そう……やっぱり慧けいには言えなかったのね。慧には自分からしっかり言えって、喧けん嘩かまでしたのに」

　絵麗奈は口くち惜おしそうだ。

　それにしても、こんな急に転校だなんて……ん？

「転校って言ったか？　転校ってどこに行く気なんだ？」

　俺たち中ちゆう二に病びよう患かん者じやに、ここから転校できる学校なんてない。

「そう言えば……昨日はあまりに急だったから、喧嘩別れになっちゃったけど……おかしいわね」

「ベルの件だって、まだ完全には片付いちゃいないんだ。残り三日間で解決するって、言ってたくせに……」

　三日間……？　昨日がその三日目、Ｔ２Ｔ強化期間最後の日じゃなかったか？

　そして今日は、強化期間が始まってから五日目……そういえば、真さね臣おみも昨日、『明日あしたは五日目』だからどうのこうのと言っていた気がする。

　その話になったときから……いや、Ｔ２Ｔ強化期間と言い出した時から、陽成美はなんだか様子がおかしかった。なんだか焦あせっていたような……

　もしかして、あの時点でここを去るのが決まってた？

　そうすると原因は──

「遊園地か」

「遊園地ね」

　絵麗奈も同じ結論に行き着いたようだ。

　遊園地から連行された時点で今日の退学が決まっていたとしか思えない。

　くそっ！　全然気づかなかった。昨晩まではいたんだ。今なら間に合うかもしれない。

「陽成美がどこにいるか知らないか？」

「知らないわよ。でも、そんなの聞いてどうする気？」

「引き止める！」

　教室を飛び出そうとした俺の手を絵麗奈が掴つかんだ。

「無む駄だよ！　委員長が決めたことだもの。あの人が一度決めたことを取り消すなんてありえないわ」

「いいや、なんとかするね」

「何の後ろ盾だてもない慧が、下手に委員長に盾突つくと、退学になるかもしれないのよ！　それでも行くの？」

「行く」

「なぜそこまでするのよ！」

　涙なみだぐむ絵麗奈に、俺はできるだけ優やさしい声で語りかける。

「なんでだろうな。Ｔ２Ｔの仲間……だからだと思う。誰だれだって代わりにはなれないさ」

「…………っ！」

　声を詰つまらせた絵麗奈は、目にうっすら涙をうかべながら走って教室を出ていった。

　その背中にかける言葉が見つからず佇たたずんでいると、ベルがズボンをくいくいっとひっぱってきた。

「けいおにいちゃん、ひなみおねえちゃんのいる所なら、ベルがわかるよ」

「ほんとか！」

「うん、このコに聞いてみるね」

　ベルは肩かたに乗せた碧みどりの目をしたキツネのような生き物に小声で話しかけた。あれが今日の幻げん獣じゆうなのだろう。

　キツネのような幻獣は、キィキィとベルの耳元に囁ささやいた。

「んっとね。あっちにいるって」

　ベルはある一方を指さした。

「わかるのは方角だけか？」

「うん。あのコの能力は捜さがしたい人の方角がわかるだけだよ。でもあっちにあるのって闘とう技ぎ場じようくらいかなぁ」

「わかった！　ありがとう！」

　闘技場といえば、バトル系能力者がノルマをこなすための施し設せつだったはず。

　俺は教室を飛び出そうとしたところで、ベルに振り返った。備えはしておくべきだ。

「ベルちゃん、ちょっと頼たのみたいことがあるんだ」

　首を傾かしげるベルに俺は耳打ちをした。







　闘技場はローマのコロッセオを模したものだ。陽成美を捜して校内を走り回ったときに一度だけ訪おとずれている。

　バスケットボールのコート二つ分くらいと、それほど大きなものではないが、耐たい衝しよう撃げき性せいの強い材質で建造されており、武器庫まで用意された本格的なものだ。

　俺が闘技場にたどり着くと、陽成美は闘技場のど真ん中で空をぼうっと眺ながめていた。

「陽成美っ！」

　俺は客席から力の限り大声で名前を呼んだ。

　陽成美ははっとした表情でこちらを見た。

　俺は観客席の一番下まで駆かけ下りる。陽成美も客席の方へと歩いてくる。

「慧っ！　なんでここに……？」

　陽成美はぽかんとした顔で俺を見上げてくる。

「お前が急にいなくなろうとするからだろ！」

「あたしの勝手でしょう！」

　陽成美は全力で叫さけび声を上げた。

「じゃあ追いかけてくるのも俺の勝手だ。行くな、陽成美！」

「な……何よそれ……引き離はなされる恋こい人びとみたいじゃない……」

　陽成美は顔を真っ赤にして睨にらんでくる。こ、こいつなんて言い方しやがる！

「ば……ばか言ってんな！　俺はただ、お前がいなくなったらＴ２Ｔはどうするんだってことをだな……」

「慧に任せるわ」

　陽成美は俺から一瞬目をそらし、小さく息を吐はいた。

「せっかくできた仲間を置いていくのか!?」

　陽成美は、はっと息を呑のんだ。

「だめなのよ。あたしが仲間を持つことを、研究所の連中が恐れているから」

「能力のせいか……」

　たしかにあれだけの能力をもっていれば仕方ないのかもしれない。──でもっ！

「そう。あたしに協力する人が増えたら、テロでも起こすんじゃないかと思ってるのよ。リアルタイムの映像があれば、世界中どこでも狙ねらえるから。ほんとバカだわ。連中は中二病患者をエイリアンか何かだとでも思ってるの」

「そうか。だから研究機関アグリツパの犬である委員長は、不自然なまでに陽成美が誰かと関かかわるのを阻そ止ししようとしたんだな」

　陽成美は大きく目を見開いた。

「なぜ委員長がアグリッパと繋つながってることを……」

「ちょっとな。そんなことより！　陽成美はこのまま退学しちまっていいと思ってるのかよ」

「ここでごねたら、慧達に迷めい惑わくがかかるのよ！」

「そんなことは訊いてねえ！　ここにいたいのか、いたくないのか、どっちなんだよ！」

「いたいに決まってるでしょ！」

　俺はこれまでにないくらい熱くなってるな。クールであろうとしてるのにおかしいよな。

　だけどさ、『クール』ってのは、冷たいってことじゃなくて、『かっこいい』って意味だと俺は思うんだ。

　だから、こういう時に一番かっこいいと思うセリフを俺は言う。

「だったら俺の傍そばにいろ！」

「────っ！」

　陽成美は湯気が出るほど顔を真っ赤にした。

　間ま違ちがった！　なんで『傍にいろ』なんだよ！　これじゃあまるっきり告白じゃないか。

「今のなし、今のなし！　えっと……だったら、ここにいろ！　陽成美の居場所はここなんだ！」

　そう、こっち。俺が言いたかったのはこっち。

「こんの──ヘタレッ！」

　なんで罵ば倒とうされんの？

「でも……ありがと」

　陽成美は優しく微笑ほほえんだ。

「よし。じゃあ後は俺がなんとかしてやる」

「なんとかって……どうするつもり？」

「俺が委員長を倒たおす！」

　俺が叫ぶと、陽成美は一いつ瞬しゆんきょとんとしたあと、目を大きく見開いた。

「無理よ！　危険すぎる！　退学にはならなくても、ボコボコにされるわよ。委員長は近接戦せん闘とうなら学内最強と言われてるんだから。それに、倒したからといって、あたしの退学が取り消されるわけじゃないでしょ！　無駄よ！」

「退学の件は考えがある。問題は委員長を倒す方法だが……陽成美が協力してくれれば大だい丈じよう夫ぶさ」

　わかってる。どうがんばっても俺一人では真臣に勝てないだろう。陽成美の能力がカギだ。

「何をする気なの……？　あたしの能力は委員長に弾はじかれるし、仮に戦って勝てたとしてもあたしの退学は消えないのよ。人数が集まれば別かもしれないけど、委員長に攻こう撃げきをしかけるといって協力してくれる人なんていないわ」

「何人必要だ？」

　だから、ベルに頼んだ。

「え……？」

「委員長を倒すのに、何人いれば陽成美の能力で倒せる？」

「あたしも含ふくめて六人……いえ、七人いれば。……でもありえないわ。あの委員長を倒すために、あたしに協力してくれる人なんているわけない」

　それならなんとかなるはずだぜ。

　陽成美さんよ。お前はいつも自信満々で俺を引っ張り回すくせに、自分のやってきたことを過小評価しすぎだ。

　さてと。今、俺ができることと言ったら時間かせぎ……だよな。

　震ふるえるぜ。あの真臣相手にどこまで踏ふん張れるか。

　作戦はあるが自力が違いすぎる。正直言って怖こわい。だが、やるしかねえ！

　クールにキメてやるぜ！

「夜や会かい君を退学させない方法があるとしたら、後学のために聞いておきたいところだね。そんなものがあるならだが」

　そこへ、突とつ然ぜん観客席に真臣が現れた。

「いつからいやがった！」

　お早い登場だな！

「最初からだよ。夜会君が名残なごり惜おしさのあまり妙みような真ま似ねをしたら、力ずくで学外に追い出すためにね」

　真臣は肩から提さげた黒いショルダーバッグをぽんぽん、と叩たたいた。

「それはご苦労なことだ」

「さて、校内思い出めぐりもそろそろおしまいにしてくれないか。この書類を校長に提出して、事務手続き完かん了りようといきたいんでね」

　真臣は一枚の紙をひらひらとゆらして見せる。

「つまり、その書類が提出されなければ、まだ退学にはならないと？」

「ふんっ。形式上はね。でも既すでに話は通っているし、決定は覆くつがえらないよ」

　真臣は小さく鼻で笑った。その態度に俺は我が慢まんがならず叫ぶ。

「なぜ五日も待った！」

「僕にだって情けくらいあるさ。ルールに抵てい触しよくしない限りはね。アメとムチの使い分けは人の上に立つための必ひつ須すスキルだよ。特に君たち中二病のバカ共を相手にする場合はね」

「中二病患者のことを他ひ人と事ごとみたいに言うじゃないか」

「おっと、そうだったかな？」

　真臣の頬ほおが一瞬ひきつったのを俺は見み逃のがさない。

　真臣はショルダーバッグから、バンダナ、ウェストポーチ、指ぬきグローブを取り出し、身につけた。

「慧！　気をつけて。あのダサいコスチュームの着用が委員長の能力発動条件よ！」

　陽成美が身構える。

　装備を身につけた真臣は、すぐ傍の観客席へと拳こぶしを振ふり下ろした。

　──ごがああんっ！

　すると、石でできた観客席が粉々に砕くだけ散った。

　むちゃくちゃなパワーだなおい！　教室で俺のパイプを握にぎり潰つぶした時に、二割の力だなんて言ってたが、こりゃはったりじゃなさそうだ。

「こいつはすごい。あのダサすぎる格好が発動条件だって？　いつの時代のオタクだよ。今時あんな格好してる奴やつなんていねえよ！　イケメンだから何でも似合うと思うなよ！　どうせなら学ランに合わせるんじゃなくて、チェックのシャツをジーパンにインするくらいしろよ！　なーんてことを言いたくなるあのダサい格好が能力発動条件だって？」

「ちょっと慧！　何挑ちよう発はつしてるのよ！」

　陽成美は慌あわてて客席へと階段を駆け上がってくると、俺の腕うでをつかんだ。

「貴様っ！　人が気にしていることを！」

　真臣は指ぬきグローブをした手をぎりりと握りしめ、怒いかりを露あらわにした。

「じゃあダサいって認めるんだな！」

「当たり前だ！」

　よし、確かく認にんはとれた。

「お前、中二病患者じゃないだろ」

　俺は自信満々に言ってやった。

「何を言ってるんだ。能力者じゃなくて、こんなマネができるか」

「中二病患者の能力ってのはなあ、ある程度自分の願望、もしくは特とく徴ちようを表してるんだよ。例えば俺なら、そのクールさを表すように、存在感を消す能力だ」

「「え？」」

　一瞬ぽかんとする陽成美と真臣。

「おい！　なんで今ハモった！　まあいい……。つまり何を言いたいかというとだな。ええと、そうそう……自分でダサいと思うような発動条件はつかないってことなんだよ！」

「くっ……ちょっと恥はずかしくなっただけだ。それにこの能力についてはどう説明するんだ」

「中二病研究機関アグリツパ・能力アイテム課」

　俺がその単語を発しただけで、真臣の顔色が変わった。

「なぜそれを……最高機密だぞ」

　その反応だけで十分有罪確定だけどな。だめ押しいくぜ！

「中二病患者を研究し、その能力を一いつ般ぱん人じんが扱あつかえるようなアイテムを作り出すグループ。委員長がつけているバンダナは脳波制せい御ぎよ装置、グローブが出力機、そしてウェストポーチがバッテリーだ。まだ試験段階だからか原理としてそうなのか、その装置を適用できる人材が限られているらしいな。あんたが最初の適合者、だろ？　能力者じゃないのに学内にいるなんて、ルール違い反はんだよなあ」

「……何者だ貴様」

　真臣の雰ふん囲い気きが変わった。これまでもっていた圧あつ倒とう的な威い圧あつ感に、全身を切り刻まれるような鋭するどさが加わる。

　よっしゃ、乗ってきた。あとは伸のるか反そるかだ！

「ついでにもう少し情報を出そうか。中二病対策委員長になったとき、選挙結果を操作しただろ。この学校の運営資金は全すべて、研究機関によるものだ。機関の反中二病患者派の犬であるあんたをねじ込むのなんて簡単だよなあ」

「違ちがうっ！」

「ふうん、違うんだ。じゃあやっぱり、学内最強と言われるその腕うでっ節ぷしが、委員長になった理由か？」

「そうだ！　俺が貴様らよりも強いからだ！　ルールを破ったわけではない！」

「じゃあ、委員長よりも強い奴が現れたらその座を譲ゆずるんだな。ルールだもんな」

「そういうことになるな」

「確かに聞いたぞ今の言葉！」

　真臣は一瞬、しまったという表情になるが、すぐに不敵な笑みを浮うかべた。

「ふ、ふんっ、息巻くのは勝手だがな。貴様の能力で僕に勝てるとでも？　それは夜会君でも同じだ。僕のグローブが、夜会君の能力を防ぐよう、特別にチューニングされているのは夜会君から聞いているだろう？　仲間が集まれば別だが、夜会君に仲間などいない。……おっと、姿を消すなんてしょぼい能力しかもたないくせに、僕につっかかってくる無む鉄てつ砲ぽうなバカが、一人だけ味方しているんだったかな？」

　いかにバカにされようとも、あとは伸るか反るか。まずは戦って勝てばいいというところまでは持ってこれた。ここがある意味最大の障しよう壁へきだったのだ。勝てば委員長になれる。そうすれば、陽成美の退学は取り消すことができる。

「慧……なんでそんなこと知ってるの？」

　陽成美が大きく目を見開いて、俺と真臣を見比べている。

「セイレーンのクロセールの能力を使って、委員長の情報をぶっこぬいておいた」

「女子のスリーサイズを調べた時ね！」

「スリーサイズを調べたってのは嘘うそなんだってば！　ピンチになったときに使えると思ってな。『こ・ん・な・こ・と・も・あ・ろ・う・か・と・！』どうだ！」

　うおおっ！　一度でいいから言ってみたかったんだよこのセリフ！　ちなみに、真臣の情報を取ったことを隠かくしていたのは、使うことがあるかわからなかったのと、隠しておいたほうがクールでかっこいいからだ。

「まさか……慧が女子のスリーサイズを調べてなかったなんて……」

　陽成美は今まで見た中で一番の驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

「驚おどろき方おかしいだろ！　ついでに言うとだな、委員長がやたらとルールに拘こだわるのは、奴の父親が世間を騒さわがせた大泥どろ棒ぼうだったせいで、母親まで冤えん罪ざいで捕つかまったせいだ。上告中の母親の裁判結果をネタに、機関に脅おどしをかけられてこんなスパイまがいのことをしてるってわけさ」

「父親あの男のことは言うなっ！　母のことで脅されなどしなくとも、貴様らのようなルールを守れない無法者を世に放つわけにはいかない！　それは僕の意志だ！」

　真臣の一いつ喝かつに全身の毛が逆だった。キレるだろうとは思っていたが、これだけの迫はく力りよくだとは予想していなかった。これでホントに高校生かよ。

「慧の作戦がここまで上う手まくいったのはわかったけど、最大の問題が残ってるわ。どうやって勝つの？」

　陽成美はいつになく弱気だ。

「決め手は陽成美、お前だよ」

「でもあたしの能力はアイツに──」

「自分のやってきたことを信じろって。さて、あちらさんはやる気みたいだし、ちょっくら時間稼かせぎといきますか」

「慧っ……」

　心配気な陽成美に軽く手を上げて微笑ほほえむと、真臣に向き直る。

「待たせたな」

「話はまとまったかね？　キミへの認識を改めようじゃないか。なかなか良い度胸をしてる。賞賛するよ。だが……身の程ほどを知りたまえ！」

　真臣は冷れい徹てつな視線で俺を射い貫ぬいてくる。だがここまできてひるむわけがねえだろ！

「やなこった。周りが無む謀ぼうだと言ってもな、成功させちまえば、それは勇気なんだよ！」

　俺は闘とう技ぎ場じようの内側へと飛び込んだ。

　高さは二階の窓くらいだろうか。着地した拍ひよう子しに足の裏から脳天まで、衝しよう撃げきがビリビリと走ったが、構わず外がい壁へきに沿って走る。真臣が追って来る。

　脚あしはそんなに速くない。……と言っても、俺よりは断然速い。だがあそこまでもてば！

　闘技場の内部には、選手入場用の入り口が向かい合うようにして二つ開いている。その中間地点に、武器庫と書かれた石のプレートのかかった部屋がある。扉とびらはなく、なかには剣けんや槍やり、その他古今東西様々な武器が立てかけられている。普ふ通つうこういったものは、選手控ひかえ室しつの奥につくるものだろう。雰囲気優先で作られたものに違いない。

「腰こし抜ぬけめ！」

　真臣の拳がすぐ背後から振り下ろされるのを感じる。

　すんでのところで拳をかわすように、俺は武器庫の中へと飛び込んだ。そのまま手近な剣をひっつかみ、入り口に向かって投げつける。

　顔をだした真臣は、片手で剣の腹を摘つまみ、投げ捨てた。人間技わざじゃねえ！　普通避よけるか、叩たたき落とすかするだろ。

　真臣のグローブは、陽成美の能力を無効化するためのバリアー発生と、攻こう撃げき力りよくの増強のみだ。

　つまり、今の行動は奴本人の力量ということになる。

　触さわられた瞬しゆん間かん死ぬなこりゃ。武器庫に入って来られないよう、なんとか武器を投げ続けるしかない。

　落ちていた剣にちょっとした『しかけ』をしつつ、槍を拾って腰の後ろに差す。すると、陽成美の声が響ひびいた。

「ロック！　シュート！」

　その瞬間、真臣が天に向かって片手を上げた。

　──バシュンッ！

　すると、天空から現れた光の柱はグローブの掌てのひらで受け止められ、白い煙けむりとオゾン臭しゆうを残して霧む散さんした。

　すこしはダメージを与あたえられるのかと期待したが、全くだめだ。

　だが、真臣が陽成美の能力を無効化するには、手を空に向けなければならないということはわかった。

　俺は三みつ叉またの鉾ほこをつかみ、真臣へと突とつ撃げきする。

「うおりゃああああっ！」

　さっき剣をつかんだ時に確認したが、ここにある武器はすべて刃は引びきされている。直接ぶちあてたところで、打だ撲ぼくになるだけだ。骨折くらいはするかもしれないが、そこまで気をまわしていたら、こっちが殺やられる。

　長物なら素人しろうとの俺が使っても、少しは効果を発揮するはず！　一時期女子の間で大奥ものが流は行やっていたときに、薙なぎ刀なた教室に一ヶ月通ったこともある。練習の成果を今こそ見せるとき！

　突つくべし！

　ベキンッ！

　あっさり柄えを折られました。

　時間稼ぎにもならねえっ！

「ぬんっ！」

　真臣が無造作に右ストレートを繰くり出した。

「うひゃあぅっ！」

　情けない声を出しちまった！　なんてことを気にしてる場合じゃない。もうね、避けられただけでも褒ほめてほしいね。次を避けられる自信が全く無いけどな。狭せまくて武器のたくさんあるところなら、なんとかなるかも、って思ったのが間違いだった。

　真臣の拳こぶしが触ふれた全身鎧よろいが、もちみたいに凹へこんでるからね。あんなんくらったら死ぬだろ！

「心配するな。寸止めしてやる」

「絶対嘘だ！　完全に振ふり抜ぬいただろ！」

　だが今ので俺と真臣の位置が入れ替かわった。俺が入り口側だ。槍とかだめ！　重たい！

　俺は大ぶりのナイフと、レイピアをとり、武器庫から転がりでた。

「穴蔵にこもるのはおしまいか？」

「俺みたいなクールガイには、太陽の下が似合うのさ」

　最初は武器庫に籠ろう城じようする計画だった。入ってみて気付いたのだが、屋根のある武器庫では陽成美の援えん護ごが受けられなくなるし、力量差がありすぎて、全く籠城できない。

　これなら広い闘技場で牽けん制せいしながら逃にげまわった方がいい。左でナイフを構え、レイピアをチクチクと突き出しつつ、後ずさる。

　これならそう簡単には組み付かれることもな──

　パキンッ。

　手刀でレイピアをあっさり折られた。

　続いて繰り出された拳は、ナイフを向けたことで軌き道どうが逸それ、左ひだり肩かたを打たれるだけで済んだが、俺の体は錐きり揉もみ状に吹ふっ飛び、顔面から地面に突っ込み、そのまま砂地を滑すべる。はじき飛ばされたナイフは、遠くの地面に突き刺ささった。

　頬ほおが焼けるように熱く、左ひだり腕うでの感覚がない。

「思ったよりあっけなかったな。丸腰では勝負にならん」

　真臣の冷たい顔が俺を見下ろす。顎あごを蹴けり上げられ、視界に火花が散った。

「ぐあああああっ！」

「ほらほらどうしたどうした」

　次々に繰り出される蹴りを、立っては避け、蹴られては転がる。口の中に鉄の味が広がり、腫はれたまぶたが視界を隠す。

「けいおにいちゃん！」

　そこへ救いの天使の声が響いた。ベルが間に合ってくれた！

　陽成美の能力で真臣を倒たおすのに必要な人数は七人。

　観客席を見上げると、そこには、ベル、鉄てつ平ぺい、風かざ祭まつり、石いし田だの姿があった。陽成美に協力してくれる人をベルに集めてもらったのだ。風祭と石田が来てくれたのは幸運だった。自分を振った相手のためになんて動くか、と言われてもしかたないことなのに。

　この短時間でよく三人も集まってくれた！

　これで俺とベル、そして陽成美を合わせて六人だ。

「──っ！」

　陽成美は口元を押さえ、息を呑のんだ。

「やるぞ、陽成美！」

　俺はあちこち痛む体を無理矢理叩たたき起こし、陽成美の傍そばへ走る。

「鉄平君達が協力してくれるなんて……でもだめよ、一人足りない！」

　陽成美達は闘技場に降り、俺の方に駆かけ寄ってくる。

「おやおや、まさか夜会君に協力する者が出てくるとはね」

　真臣が小こ馬ば鹿かにしたように、俺達を見る。

「ラスボス戦に仲間が駆けつけるってのはお約束だろ！」

　と、鉄平。

「「ひなみんにぶってもらえると聞いてとんできました!!」」

　風祭と石田は我先にと陽成美のもとへとダッシュしてくる。仲良いなあこいつら。

「おねえちゃんはベルのこと、かわいがってくれるもん」

　と、ベル。

「みんな……ありがとう……でも、あたしをひなみん呼ばわりしたバカはあとでコロスね」

　目をうるませながら、物ぶつ騒そうなことを言う陽成美。

「さて、じゃあ最後にアイツがくればオーケーだな」

「アイツ……？　絵麗奈のこと言ってるの？　あの娘こはこないわよ。昨日、喧けん嘩かしちゃったし」

「来るさ。絵麗奈は来る」

　俺はきっぱりと断言した。そう、絵麗奈は絶対に来る。

「おいおい、一対一の勝負ではなかったのか？」

「そんなこといつ決めたよ。これは団結の力なんだよ。日曜朝に活かつ躍やくするヒーローもそうしてるだろ。人数を集められるのも、人の上に立つのに重要な力だ」

　こんな屁へ理り屈くつ、普通なら通用しない。しかし、ルール違い反はんをしている負い目のある真臣は、予想通り、舌打ちをしただけだった。

「これ以上人が増えるとも思えんが、面めん倒どうだ。さっさと潰つぶさせてもらうぞ」

「まちなさああああいっ！　全開発動！　『この愛の全てを貴男にオールマイラブ・フォーマイダーリン！』いっけええええ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、何かが空中から降ってきた。

　真臣がバックステップで避けたところに、ミサイルのような絵麗奈のキックが降りそそぐ。

　──どがあああっ！

　土つち埃ぼこりを巻き上げ、クレーターの中心に、紫むらさきのパンツ全開の絵麗奈が着地した。

　めくれ上がったスカートがふわりとパンツを隠かくす。興奮した絵麗奈はそのことに気づいていないようだ。眼福でした！

「慧に何してんのよ！　この外げ道どう！」

　絵麗奈は片手を腰に当て、真臣を指さした。

「神かん無な宮みや君か。君の能力は、恋こいをしなければ体調不良を起こすかわりに、恋する相手がピンチになると、一定時間身体能力が大おお幅はばに向上する、だったかな」

　真臣はめんどくさそうに、眉まゆ毛げをぴくぴくと動かした。

「オールマイラブモードになった私を止められる者はいないわ！　なんで発動したのかわかんないけど！　きっと能力が成長して、発動条件が緩ゆるくなったのね！」

　なにその恥はずかしい名前。だが、頼たよりになる！

　絵麗奈は真臣にむかって鋭するどい蹴りを放つ。真臣は掌でそれをかろうじて受ける。

　絵麗奈の攻撃は、人間が反応できるギリギリの速度だ。あの真臣がさばくだけで精せい一いつ杯ぱいになっている。

　拳と蹴りの弾だん幕まくが真臣を襲おそう。俺の目では捉とらえることすら難しいその攻撃は、真臣の体にアザや擦すり傷として、少しずつダメージを与えていく。

　すげえ！　あの真臣相手に引けを取らないどころか、押してすらいる。だが、体力的には女の子、既すでに息が上がり始め、そう長くは保もちそうもない。

「絵麗奈が来てくれるなんて意外だったわ。……でも、絵麗奈はこれ以上あたしに協力してくれないと思うわよ。彼女にとって、あたしは邪じや魔ま者ものだもの」

　俺は目を伏ふせる陽成美を尻しり目めに、絵麗奈に呼びかけた。

「絵麗奈！　真臣を俺達から引き離はなしてくれ！」

　俺は陽成美の言葉を無視して彼女の手をとり、絵麗奈に指示を出す。

「みんな、手を繋つないでくれ」

　ベルが俺の上がらない手を取り、そこから、鉄平、風祭、石田と続く。

　絵麗奈がガードごと真臣を蹴り上げた。空中に浮ういた真臣を、回し蹴りで吹き飛ばす。

「今だ絵麗奈！　戻もどれ！」

　俺の指示に、絵麗奈は振り返り、星の瞳ひとみでまっすぐ陽成美を見た。

　陽成美もその視線を受け止める。

　やがて、ケモノのような笑えみを浮かべた絵麗奈は、大ジャンプで列に加わった。

「ライバルがいなくなったらつまんないからね。勝利は実力で奪うばい取る。それが神無宮絵麗奈よ！」

　やっぱりこいつら、仲良しだよなあ。

「ツンデレか……陽成美のことが好きなくせに」

　これは良い百ゆ合りだ。

「違ちがうわよ！　ああもう！　陽成美！　やっちゃって！」

「感謝……しておくわ」

　絵麗奈から目を逸そらした陽成美は、そっと口の端はしを持ち上げると、自信満々の表情で真臣を指差した。

「じゃあやりますか。見敵必殺！　悪あく・即そく・斬ざん！　銀河の果てまで撃うちぬいてあげる！　ロック！」

　陽成美は満開の笑顔で朗々と歌うように声を上げ、

「シュートォッッッ！」

　雄お叫たけびをあげた。

　真臣を中心とした光の柱が闘とう技ぎ場じようの半分以上を覆おおい、天空を貫つらぬく。巻き起こる熱風が頬を叩き、そのあまりの輝かがやきに薄うす目めを開けるのが精一杯だ。

「ぬおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　しかし、真臣は両手を高く掲かかげ、光の柱を受け止めた！　指ぬきグローブと光の間に、波は紋もんのようなものができ、せめぎ合っている。

　闘技場の光の触ふれた部分が、刳くり貫ぬかれたように蒸発していく。

　俺の全身を虚きよ脱だつ感が襲う。

「はぁはぁ……やっぱり大人数だと疲ひ労ろうもすごいわね……今日はもう撃てないわ……」

　陽成美が膝ひざをついた。

「あたしも……時間切れかも……」

　絵麗奈の瞳から星が消えている。ベル達も同様に肩かたで荒あらい息をしている。

「うおおおおらああああああっっっっっ！」

　真臣の咆ほう哮こうとともに、大量の水蒸気が舞まい上がり、周囲がオゾン臭しゆうに包まれる。

　どうだ……どうなった！

　ゆっくりと煙けむりが晴れていく。

　そこには、両手を高く掲げたまま、二本の脚あしで立つ真臣の姿があった。全身に火傷やけどのあとこそあるものの、その目は生きている。

　だが、両手の指ぬきグローブはビリビリに破け、ウェストポーチからは黒い煙が出ている。

「やってくれたな……」

　真臣はグローブ他一式を脱ぬぎ捨てると、ゆらりと前へ一歩を踏ふみ出した。足元はおぼつかないが、それでも疲ひ弊へいしきった俺達に敵かなう相手とは思えない。

「これでお前たちに勝ち目はなくなった。だが、不知火しらぬい慧。貴様がＴ２Ｔをやめるというなら、これ以上痛めつけるのはやめておいてやろう。逆らえば、二度と立てんようにしてやる」

「残念だったな。同好会って半年はやめられないルールなんだろ？」

「それは正式な部の話だ。同好会にそのルールは適用されない」

　陽成美に騙だまされたのか！　俺はちらりと陽成美を見る。陽成美は不安げな瞳で俺をじっと見つめている。

　そんな顔をするなって。答えは決まってるんだからさ。

　これって、見せ場……だよなあ。ここでキメなきゃ嘘うそってもんだ。

　真臣に合わせて、俺も一歩前へ出る。

「やめねえよ」

「何……？」

「最初は無理やりだったさ。でもな、俺は自分の意志でここにいるんだ。だから、俺はやめねえ！」

「もういいわ慧っ！　もう十分よ！」

　陽成美が悲鳴に近い声を上げた。それでも俺は、諦あきらめずにこう言い切った。

「陽成美さんよ。こういう時に男が聞きたいのはな、そんな言葉じゃない。激げき励れいなんだぜ？」

「でも……でもっ！」

「でもとか、だってとか、そういうのは夜会陽成美のセリフじゃないだろ」

「………………わかった。がんばって」

　陽成美の泣きそうで優やさしい声をバックに、俺は一歩、また一歩と踏み出していく。

「もう一声！」

「超ちようがんばって！」

「そうじゃねえよ。勝ったらキスしてあげるとか、言ってほしいな。できればその先──」

「とっとと逝いってこい！」

「なんか漢字が違う気がするなおい！」

　何はともあれ、不思議なものだ。十分に気合いが入った！

　これがラストバトルって奴やつだな。敵はもう目の前だ。

　間近で見ると、真臣の両手はボロボロだった。来るなら足だ！

　右か、左か。どうせ見てから対処なんかできねえ。なら、右へ避よける！

　真臣の右足が、俺の左ひだり脇わき腹ばらを狙ねらう。上がらない左ひだり腕うでは盾たての役割を果たさず、肘ひじは粉ふん砕さい、脇わき腹ばらも嫌いやな音を立てた。

　相手の片足は上がっている、両手は使えない。今しかない。俺は右手を振ふりかぶる。

「貴様の軟なん弱じやくな拳こぶしなど──なにっ！」

　俺は『剣けんを握にぎった』右手を全力で真臣の脳天めがけて振り下ろした。

「どおおおりゃあああっ！」

　刃は引びきとはいえ、金属の塊かたまりだ。生身の人間が耐たえられるはずもない。

　──ゴスッ！

　真臣の頭に剣がクリーンヒットした。

「どこに……そんな剣を……」

　真臣はゆっくりとくずおれながら、虚うつろになりつつある目で呟つぶやいた。

「ずっと腰こしの後ろにな。能力を使って隠しておいた」

　剣には陽成美に貰もらった慧シールが貼はられている。武器庫でしこんでおいたのだ。

「ばかな……これまでのピンチにも使わなかったというのか……」

「お前にトドメをさすには、虚きよを突つくしかないからな。あいつらなら絶対やってくれると思ってた。信じて待ったのさ。チャンしゅをな……」

　噛かんだあああああっ！　せっかくかっこよく決まってたのに、俺ってヤツは……っ！

　しかもそんな俺を見たみんなは爆ばく笑しようしてやがる！　うぅっ……チクショウメ！

　真臣はそんな俺たちのやりとりを眺ながめながらゆっくり目を閉じ、どさりと倒たおれ伏した。








　エピローグ




　中二病対策委員長権限を手にした俺は、陽ひ成な美みの退学を取り消すことができた。

　政府としても、テストケースの陽成美をそう簡単に研究所へ戻したのでは、データをとれないと判断したのか、今回の騒そう動どうについてお咎とがめはなかった。

　要件が済んだところで、対策委員長の座は、真さね臣おみに返しておいた。今後Ｔ２Ｔテイー・ツー・テイーの邪じや魔まをしないという条件付きでだ。

　結局、こんな学校のトップに立てる人材は真臣しかいないのだ。この先、陽成美の『お願い』をきくハメになるのだろうが、それは自じ業ごう自得ということで。

　俺はというと、治ち癒ゆ能力を持った上級生の世話になりながら、自室で静養している。その上級生がまた、おっとり系巨きよ乳にゆうですばらしいのだが、それはまたのお話。

　今は孤こ独どくに自室のソファから月を眺めている。

　開け放した窓から吹ふき込む風が髪かみをなでる。

　背中に傷をもつ男の夜風に靡なびく髪。クールな光景じゃないか。

　俺は前髪をつまむと、ふうっと吹き上げた。

「なに一人でかっこつけてるのよ」

「陽成美!?　いったいどこから現れるんだよ！」

　突とつ然ぜん目の前に陽成美が現れた。そして、そのまま何の躊ちゆう躇ちよもなく、部屋へと侵しん入にゆうしてきた。

「普ふ通つうに窓から」

「窓から入ってくるのは普通じゃねえからな！」

「どうせすぐでかけるんだから、こっちの方が早いのよ」

　制服姿の陽成美がポニーテールを風に靡かせ、窓の桟さんに腰こし掛かけた。肩かた越ごしに輝く満月が美しい。

「すぐ出かけるって？」

「真臣という悪は滅ほろびたわ」

「死んでねーからな！　あと、悪て。恥はずかしい言い方だなあ」

　俺のツッコミに陽成美は顔を赤らめる。

「ぐ……慧けいにそんなこと言われるなんて……。とにかく、能力に人知れず苦しんでる人はまだまだいるわ。現に今も、ワーウルフ化の能力者が満月に自分を抑おさえられなくなっているの」

「助けに行くのか？」

「もちろんあたしは行くわ。慧も……来る？」

　陽成美は窓から部屋の中へ降りると、俺の座るソファへ一歩を踏み出し、戸と惑まどうように立ち止まった。

「来い、って命令しないんだな」

「ん……だって……」

　陽成美は俺の体をじっと見る。Ｔシャツから見える腕うでには、真臣との戦いでできた傷きず跡あとが刻まれている。

　しっかり治ち療りようは受けたのだが、ダメージが大きすぎたせいか、未いまだに体のあちこちが痛い。

「怪け我がが怖こわくて逃にげ出すと思ったか？」

　俺がじっと見つめると、陽成美は遠えん慮りよがちに目を伏ふせた。

「それもしょうがないと思う……」

　陽成美は目を伏せたまま、ぼそりと呟いた。

「昔のクールな人は言ったぜ。傷は男の勲くん章しようだ、ってな」

「ん……」

　陽成美はまだ迷っているようだ。

「らしくない……らしくないぜ。俺の知ってる陽成美は、能力者を助けるためなら他人の迷めい惑わくなんて顧かえりみないヤツだ」

「まるであたしがうざいヤツみたいじゃない！」

「自覚なかったのかよ！　それでも俺は、そんなお前のことを尊敬してるんだぜ」

　俺がそう言うと、陽成美はぱっと顔を上げ、口元をもにょもにょさせた。

「ちょっ……急に何言い出すのよ……でも尊敬かあ……喜んで良いのか微び妙みようなところね」

　陽成美は口をとがらせながらも頬ほおを染めている。

「せっかくクールに褒ほめたんだから、素す直なおに喜んでくれよ」

　いったいどこに怒おこる要素があったんだ。

「ふふっ……そうね……」

　陽成美は小さく笑うと、ゆっくりこちらへ近づいてきた。

「陽成美……？　なんか怖いんだが。というか、靴くつを脱ぬげ、靴を」

「あとで掃そう除じをすればいいでしょう？　慧が」

「俺がやんのかよ！　調子が出てきたのは嬉うれしいが……おい、近いって」

　陽成美が顔に吐と息いきがかかりそうな位置まで近づいてきた。

「ありがと」

　陽成美がソファに座る俺に覆おおい被かぶさるようにして抱だきついてきた。

「痛っ……」

　真臣戦で酷こく使しした体が悲鳴を上げた。

「ごめん、痛かった？」

　俺から体を離はなした陽成美は、ソファの肘ひじ掛かけに手をつき、顔をのぞき込んできた。前まえ屈かがみになったせいで、胸むな元もとから谷間が見える。

「いや……」

　痛みよりも、急に抱きつかれたことに体が緊きん張ちようする。

「これならどう？」

　陽成美は自分の体重をその腕で支えたまま、俺の胸にそっと体を寄せてきた。

　視線と視線が重なり、二人の鼓こ動どうが静かな部屋に響ひびく。陽成美の鼓動が俺の鼓こ膜まくを優やさしく、それでいて小刻みに震ふるわせる。その時、

　──がたたっ！

　部屋の隅すみで物音がすると同時に、聞き慣れた声が飛び込んできた。
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「なんでおいていくのよ！　せっかくこの私が仲間に入れてって頼たのみにきてあげたのに！」

　窓から現れたのは絵え麗れ奈なだ。全身を体にフィットする黒い服で包んでいる。暗殺にでも行く気かお前は。

「お前らはなんで窓から入ってくるんだよ！　あと靴を脱げ！」

　こいつらはなんでまともな方法で入ってこれねえんだ。

「陽成美を追ってきたらここに着いたのよ！」

「入会しなくていいって言ってるでしょ！」

　陽成美が俺から離れて言う。

「なによ！　メンバーを募ぼ集しゆうしてるんでしょ！」

「絵麗奈だけはお断りなのよ！」

「なんでそんなこと言うの！　一いつ緒しよに戦った仲間でしょう！　ライバルで仲間なんて、燃えるじゃないの！　うぅ～慧～」

　涙なみだ目めになった絵麗奈が俺をじっと見つめてくる。

「慧に泣きつかないでよ！」

　陽成美の奴やつ、いらついてるなあ。ここはクールに二人をとりもってやろう。

「なあ陽成美、絵麗奈も入れてやろうぜ。能力者を助けたいなんて奴、なかなかいないだろ。ベルの時だって、大活かつ躍やくだったし」

「さっすが慧！」

　絵麗奈はぱっと明るい表情で俺を見た。

「えー？　ベルはけいおにいちゃんがいればいいよ」

　先ほど物音がしたあたりからベルが現れた。

「ベルちゃん!?　いつからそこに？」

「けいおにいちゃんがソファを窓まど際ぎわに動かしたあたりかな。壁かべ抜ぬけをできる幻げん獣じゆうをつかって忍しのび込んでみたの」

　ベルがこともなげにとんでもないことを言った。

「それって犯罪だからな！」

「だって、けいおにいちゃんに会いたかったんだもん」

「扉とびらから入ってこいっての！」

「えぇ～？　それじゃあありのままのけいおにいちゃんが見られないよ」

「ベルちゃんはプライバシーって言葉を覚えような！」

　やっぱりこの娘こには教育が必要だなあ。

「慧のプライバシーなんかより、私のＴ２Ｔ入会の話はどうなったのよ！」

　おい絵麗奈！　俺のプライバシーをこれ以上ないがしろにしないでくれ！

「その話は終わりだと言ったでしょ」

「せっかくみんなのスーツまで作ってきたのに。耐たい熱ねつ耐たい圧あつ絶ぜつ縁えん素材よ」

「そんなダサいの着れないわよ」

　え？　ちょっとかっこいいだろ。と、そこへ、

　──とうるるるるる。

　俺の部屋が女三人のかしましさで収しゆう拾しゆうがつかなくなってきたそのとき、電話が鳴った。

　相手は恵めぐみだ。

『こんばんはお兄ちゃん。そっちはどう？』

　相変わらず実にかわいい声だ。

「まあまあだな。楽しくやってるよ」

　真臣の一件は伏せておこう。恵を心配させてもいけない。電話の後ろでは、

「電話の相手は誰だれかしら？」

「私の話が終わってないのに電話になんかでないでよ！」

　などと、陽成美と絵麗奈が好き勝手に騒さわいでいる。

『…………ほんとに楽しそうね』

　二人の声を聞いたとたん、恵は不ふ機き嫌げんになるし！

「どうしたんだ恵、嫌いやなことでもあったのか？」

『べぇーつにぃ』

　明らかに機嫌が悪い。

「「「恵って誰？」」」

　そこに事情を知らない女子三人の声がハモった。

「ちょっと静かにしてくれ、妹と話してるんだ」

　俺は携けい帯たいのマイク部分を押さえつつ、三人に叫さけんだ。

「なあんだ、妹さんかあ」

「なら別にいいわよ」

　陽成美と絵麗奈は納なつ得とくしてくれたようだが、

「どういうことなのけいおにいちゃん！　ベルというものがありながら、よそに妹をつくるなんて！」

　ベルだけわけのわからん怒り方をしている。

「恵はよそじゃなくて、正真正しよう銘めいうちの妹だ！」

　この娘は教育どころか調教が必要だ。

『ねえおにいちゃん……』

　電話ごしからでも黒いオーラが出てきそうなほど、恵の機嫌が悪くなっている。

「なんだ恵？」

『今度のお休み、そっちに遊びにいくから。首洗ってまっててよね！』

　──ガチャン！

　恵は電話を勢いよく切ってしまった。

　うぅ……なんでここまで怒られたのだろう。

　──アオオオオオオオォォン

　携帯電話のディスプレイをオフにすると、オオカミの遠とお吠ぼえが聞こえてきた。

「近いわ！　さあ、行くわよ慧！」

　陽成美が俺に向かって手を差し出した。

　俺がその手をぎゅっと握にぎると、陽成美は笑え顔がおで応こたえた。

　俺は陽成美に引っ張られ、夜の学園へと飛び出す。ここ二階だってば！

　バランスを崩くずしつつもなんとか着地するが、足の裏から脳天にかけて衝しよう撃げきが貫つらぬいた。ケガ人になんてことしやがる！　優しく心配してくれていた陽成美さんはどこに行ったんですかね!?

「私もいくわ！　イヤだって言ってもついていくんだからね！」

「ベルも！」

　後に続いて窓から飛び降りてくる絵麗奈とベル。

「はぁ。しょうがないわね。ついてくるのは勝手よ」

　陽成美はわざとらしくため息をつき、俺の手を取ったまま走り出した。

「ずいぶんあっさり承しよう諾だくしたんだな」

「（相手は理性を失ったワーウルフ……なら、おとりには使えるかも）」

「え？」

　今、聞いてはいけないセリフを聞いてしまったような。

「なんでもないなんでもない。人助けをするには人数が多い方がいいってね」

「じゃあ入会届け受け取ってよ！　ほらほら！」

　絵麗奈はＡ４の紙をひらひらと掲かかげながら追ってくる。

「陽成美はやっぱりヤッカイさんなんだなあ」

「しみじみ言うな！」

　月夜を駆かける四人組なんていう一見なかなかクールな俺たちは、今日もドタバタだ。

　これからも陽成美は能力者を助けていくのだろう。

　いつかは俺だって誰かに感謝されるような能力の使い方をしてみたい。そのためにまずは陽成美を手伝うんだ。

　けれど今は、繋つながれた手の温ぬくもりを感じながら、月夜の中二病を楽しもうじゃないか。





了










　あとがき




　本作は『第24回前期ファンタジア大賞』にて銀賞を頂いた『ヤッカイさんとＴ２Ｔテイー・ツー・テイー』を、改かい稿こう・改題したものです。




　はじめまして。日ひの原はら裕ひろ光みつと申します。

　アクの強い美少女達とドタバタしたいなあ、でもって能力とか使えたら面おも白しろいだろうなあ。という妄もう想そうからできあがった本作。皆みな様さま、楽しんでいただけましたでしょうか。

　ヒロイン達の奏でる組曲スイートが皆さんのハートを少しでもキャッチできていたら嬉うれしいです。

　もし、とりあえずあとがきを立ち読みしてるなんて方がいらっしゃいましたら、レジへフルスロットルＧＯＧＯでありますよ。

　思えば、私がライトノベルを読むきっかけになったのは『スレイヤーズ』でした。

　それはもうすごいはまりっぷりで、『スレイヤーズ』から連想される黒歴史は両手両足では数えきれません。

　そんな自分が、まさか同じレーベルで書かせて頂けることになるなんて！　感激で胸がはち切れそうマツクスハートです。

　今はまだフレッシュ（？）で未熟な新人ですが、スプラッシュスターな先せん輩ぱい方に負けない、面白いものを読者の皆様に提供できるよう、精しよう進じんしますので今後ともよろしくお願いいたします。

　もっともっと、読者の皆様にドキドキわくわくスマイル全開になっていただきたいのです！




　ちょっとここでゲームの話など。

　作中、陽ひ成な美みと絵え麗れ奈なが格かく闘とうゲームで対戦をしていますが、私も格闘ゲームが大好きだったりします。

　練習すればある程度までは上う手まくなりますし、最近は気軽にネット対戦ができて素す敵てきです。一戦が短いので、ちょっと原稿執しつ筆ぴつの息いき抜ぬきに一勝負、なんてこともできますしね。

　楽しいだけでなく、手先の器用さ、人の心理を読みとる力や反射神経、そして記き憶おく力などが養えます。

　きっと老化防止にも効くに違ちがいない！

　ふぅ……これだけ書けば、カ○コンさんあたりが陽成美達のゲームを作ってくれるでしょう。

　陽成美達の必殺技わざやコマンド、超ちよう必殺技の成立条件をつい妄想してしまいます。

　……いや、夢は大きくということで。




　それでは謝辞です。

　選考委員の葵あおいせきな先生、雨あま木ぎシュウスケ先生、編集部の皆様。過分な賞を頂きありがとうございます。賞に恥はじないよう精進していく所存であります。

　イラストの有あり子こ瑶よう一いち様。かわいいイラストをありがとうございます。服のデザインもたまりませんです。ラフやカラーイラストが届く度たびに大興奮でした。これからも陽成美達に命を吹ふき込んでやってください。フリルおっぱいペティコート！

　担当編集様。未熟な新人に丁てい寧ねいなご指導ありがとうございます。もっともっとビシバシしごいてやってください。いや、けしてＭだとかそういうことではないです。

　大切な友人達。執筆に関してお話ししていた人もそうでない人も、変わり者ぞろいで優やさしいあなた達がいたからこそ、この物語は生まれました。

　特に、稚ち拙せつ極きわまりない投稿一作目からずっと読み続けてくれたＯ阪さか君。キミがいなかったら途と中ちゆうで挫くじけていたかもしれません。

　二次元に住まう我が嫁よめ達。キミ達のおかげでりっぱなおとなになることができました。愛してます。

　そして何より読者の皆様。皆様がいるから私は書くことができます。ありがとうございます。皆様に楽しいと感じていただけることが何よりの励はげみになります。感想など頂けると、飛び上がって喜ぶかもしれません。




　それではまた二巻でお目にかかれることを願って。




　二〇一三年冬

　正妻（夢ゆめ原はらの○み）とコタツでみかんを食べながら。


日の原 裕光













ウチの彼かの女じよが中ちゆう二にで困こまってます。１















日ひの原はら裕ひろ光みつ
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